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道の駅の名称募集････････････････････････････････
下野市・石橋地区消防組合職員採用試験････････
下野市庁舎建設基本構想を策定しました･････････
下野市奨学生（高校、大学等）を募集します････
男女共同参画情報紙編集委員募集･･･････････････
ユビキタスタウンしもつけ展開中･････････････････
国民年金だより･･･････････････････････････････････
父子家庭のみなさまにも児童扶養手当が支給････
保健便り･･････････････････････････････････････････
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Let’s夏休み･･････････････････････････････････････
図書館／高齢者サロン紹介･･･････････････････････
地域包括支援センター････････････････････････････
下野市長選挙・参議院議員通常選挙･････････････
環境トピックス････････････････････････････････････
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くらしの情報･･････････････････････････････････････
盆踊り・花火大会等･････････････････････････････

平成23年春オープン予定
道の駅の名称を募集します！

人 口／59,635人　(+29)
 男 性／29,655人　(+10)
 女 性／29,980人　(+19)
世帯数／21,127世帯(+22)

人口と世帯 
※平成22年6月1日現在（住民基本台帳） 8月2日（月）

固定資産税・都市計画税　　 2期
国民健康保険税（普通徴収） 1期
介護保険料（普通徴収） 　　1期
後期高齢者保険医療　　  　 1期
（普通徴収）

●下野市ホームページ●　http://www.city.shimotsuke.lg.jp
　　　　　  ●E-mail●　info@city.shimotsuke.lg.jp 

●携帯サイト
 QRコード
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問い合わせ先 盆踊り・花火大会実行委員会事務局　生活安全課　☎40－5555

建設中の道の駅の航空写真

国分寺3地区コミュニティ盆踊り・花火大会国分寺3地区コミュニティ盆踊り・花火大会国分寺3地区コミュニティ盆踊り・花火大会国分寺3地区コミュニティ盆踊り・花火大会国分寺3地区コミュニティ盆踊り・花火大会国分寺3地区コミュニティ盆踊り・花火大会第25回

第20回

　　　の風物詩となりました「コミュニティ盆踊り・花火大会」を開催します。
　　  今年も日光和楽踊りに華を添える“よさこいソーラン”踊りを行います。
また、踊りの参加者、音頭をとる方及び打ち上げ花火の協賛者を募集します。

　　　　　　8月7日（土）午後6時30分～　※雨天翌日順延　
　　　　　　（8日も雨天の場合は、花火大会のみ開催）
【開催場所】　国分寺運動公園
【募集案内】　①踊りの団体 ②音頭とり（唄）③メモリアル花火を募集します。
　　　　　　7月16日（金）までに生活安全課へ申し込みください。
※大会当日は、交通規制等があり混雑が予想されますので、車は相乗りで
　お願いします。

【開催日時】　7月17日（土）※雨天決行
　　　　　　午後2時30分～8時30分
【開催場所】　祇園原公園
　　　　　　（自治医大駅東口から東へ徒歩8分）
　　　　　　※駐車場に限りがありますので、　
　　　　　　会場へは徒歩か自転車にてお越し
　　　　　　ください。
　　　　　　※ゴミの持ち帰りを奨励しています。
　　　　　　皆様のご協力をお願いします。
【内　　容】　各自治会・事業者模擬店、ステー
　　　　　　ジ発表（お囃子、バンド演奏、和
　　　　　　太鼓他）、会場ミニ花火など
【主　　催】　エコライフまつり実行委員会

ゆうゆう館「天平乃湯」　営業時間変更のご案内
　盆踊り・花火大会の開催により、ゆうゆう館「天平乃湯」及び
「レストランてんぴょう」の営業時間を次のとおり変更しますので、
ご協力をお願いします。
●8月7日（土）　営業時間　午前10時～午後5時【予備日8日（日）】

夏

イベント

エコライフまつり

問い合わせ先 グリーンタウンコミュニティセンター
☎44-6301

の

　夏の風物詩となりました「いしばし納涼踊り花
火大会」を開催します。花火も多数打ち上げま
すので、皆様お誘い合わせの上ご来場ください。
【開催日時】　8月7日（土）午後6時30分～9時
　　　　　　　（雨天の場合、8日まで順延します）

【開催場所】　きらら館前特設会場（下古山1220）
【募集案内】　踊りの参加者を募集しています。　
　　　　　　市内在住または在勤・在学の個人・
　　　　　　団体の方は、奮ってご参加ください。
　　　　　　※参加賞、踊り団体・個人賞あり
　　　　　　※当日は駐車場の混雑が予想され
　　　　　　ますので、車は相乗りでご来場く
　　　　　　ださい。

　いしばし納涼踊り・花火大会

問い合わせ先 納涼踊り花火大会実行委員会事務局
石橋商工会　☎53-0463

市民参加のふるさとづくり

【開催日時】【開催日時】【開催日時】

お詫びと訂正　①6月号15ページ「女性相談（DV）ホットラインが開設されます」欄、相談受付時間が　誤）午前9時～午後5時　正）
午前9時～正午、午後1時～5時　となります。②6月号21ページ「青少年育成支援者養成講座」欄、第3回講師名が　誤）リリオー
ザ　正）ビリオーザ　となります。③6月15日付けで回覧いたしました「おとなの課外授業」のチラシの内容につきまして、第8回の開
催日が漏れていました。開催日は平成23年3月12日（土）となります。訂正しお詫び申しあげます。
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道の駅の名称を募集します道の駅の名称を募集します
平成２３年春オープン予定の「道の駅」の名称を募集します。

採用された作品については、抽選で賞品を贈呈しますので、多くの皆様からの
応募をお待ちしています。

道の駅施設概要

試験の概要

試験案内・申込書の請求方法

道の駅は「休憩」「情報発信」「地域連携」の機能を有し、下野市の良さを伝えるふれ

あいの場を提供します。道の駅に設置される地域振興施設内には、下野市産の新鮮で安全・安心な農産物や

加工品を販売する農産物直売所や豊かな地元食材を活かしたメニューを提供するレストランや軽食コーナーを設

置します。また、市民の皆さんが交流できる会議室、体験学習室も設置します。情報発信施設では、下野市の

歴史や文化、観光情報を発信します。

●賞品

●応募にあたっての注意事項

　道の駅の名称として採用された作品の中か
ら抽選で賞品を贈呈します。　　
☆名付け親大賞　１名(１万円分の商品券)
☆名付け親賞　　５名(５千円分の商品券)

●募集期間
7月1日（木）～ 7月30日（金）まで（当日必着）

●応募資格
　応募時点で市内に住所を有する方であれば、
どなたでも応募できます。

●応募方法
①官製はがきによる応募
応募記載事項にある必要事項を記入して、ポス
トに投函してください。
②電子メールによる応募
市ホームページに、名称応募のフォームがあり
ますので、そちらから応募してください。
③ＦＡＸによる応募
応募記載事項にある必要事項を記入して、ファ
ックスしてください。
④持参による応募
国分寺・石橋・南河内庁舎市民課窓口の回収
箱に投函してください。応募用紙は市民課各窓
口に設置してあります。

●応募記載事項
①道の駅の名称（漢字の場合はふりがなを付け
てください。） 「道の駅○○○○○○○」　
②名称の理由　
③住所、氏名(ふりがな)、年齢、性別、電話番号
※なお、申込者の個人情報については、厳正に
管理し、他の目的には使用しません。

・応募は1人何点でも可能ですが、同じ名称は
  1人１点限りとします。
・全国にある道の駅と同一の名称は不可とし　           
　ます。
・名称については、地域の特徴を表す名称で　
　全国にアピールできる名称、その他道の駅に
　ふさわしい名称とします。
・同じ読みの名称であっても、漢字、ひらがな    
　等で表記が異なる場合には、別作品とみなし 
　ます。
・応募された名称の数で、選定されることは原
　則としてありません。
・応募作品に関する一切の権利は、下野市に帰
　属するものとします。
・応募作品は返却しません。

送付先　〒329-0492　下野市小金井1127 番地　下野市役所　道の駅準備室　　
　 48-2119　　FAX 48-0011　　
道の駅準備室電子メールアドレス　michinoeki@city.shimotsuke.lg.jp　　
下野市ホームページアドレス　　　http://www.city.shimotsuke.lg.jp/

申し込み
問い合わせ先

下野市職員採用試験を実施します！下野市職員採用試験を実施します！下野市職員採用試験を実施します！下野市職員採用試験を実施します！下野市職員採用試験を実施します！

石橋地区消防組合職員募集石橋地区消防組合職員募集石橋地区消防組合職員募集石橋地区消防組合職員募集石橋地区消防組合職員募集

～平成23年4月採用～
　平成23年4月1日に採用を予定する市職員採用試験を実施します。受験を希望される方は試験案内を取り寄せ
のうえ、受験資格や申込方法などをご確認ください。

　昭和60年４月２日から平成５年
４月１日までに生まれた方で高等
学校卒業（平成23年３月卒業見
込み者を含む。）以上の学歴を有
する方

　昭和55年４月２日から平成５年４
月１日までに生まれた方で高等学校
卒業（平成23年３月卒業見込み者
を含む。）以上の学歴を有し、身体
障がい者手帳の交付を受けている方

　昭和55年４月２日から平成2
年４月１日までに生まれた方で、
平成23年３月までに保健師資格
取得見込みの方

1名
程度

1名
程度

5名
程度

採用予
定人員

受験資格職種

一般事務

保健師

一般事務
  （身体障がい者）

申込 第1次試験 第2次試験

※ 採用予定者数は、22年度の一般退職者の状況によって採用人数を変更することもあります。

申込期間
　7月12日（月）～
　　8月10日（火）
※土・日曜日及び祝日
は除きます。

受付時間
　午前8時30分～
　　午後5時

申込場所
　総務課人事グルー
プ（国分寺庁舎2Ｆ）

方法
　直接又は郵送（8月
10日（火）までの消
印有効）

期日
　9月19日（日）

試験場所
　白鷗大学

試験内容
　公務員として
必要な一般知
識及び知能に
ついて、択一
式による筆記
試験をどの職
種にも共通し
て行います。

合格発表
　10月上旬

　次のいずれかの方法で、試験案内および申込書を請求してください。
●直接取りに行く場合 総務課（国分寺庁舎2Ｆ）で配付します。
●郵送で請求する場合 返信用封筒角2の封筒に郵便番号・住所・氏名を記入し、140円切手を貼ったも

のを同封し、〒329-0492　下野市役所総務課へ郵送ください。なお、郵送する封筒
の表には「下野市職員採用試験案内請求」若しくは「下野市職員採用試験案内（身
体障がい者対象）請求」と朱記してください。

●ダウンロードする場合 市ホームページからダウンロードすることができます。
その他詳細については試験案内をご覧ください。

問い合わせ先 総務課 　 40-5551

問い合わせ先 石橋地区消防組合消防本部総務課 　 53-0509

●採用予定職　消防吏員（消防・救急救命士）　●採用予定人員　９名程度
●受験資格

●募集期間　　7月1日（木）～30日（金）午前9時から午後5時まで。（土日祝日を除く。郵送の場合は当日消印有効）

●第一次試験　9月19日（日）　筆記試験：午前8時30分～　白鷗大学（小山市）
（日時・会場）　　　　　　　 体力試験：午後2時～　石橋地区消防組合
●合格発表　　10月8日（金）   午前9時　消防本部玄関前、ホームページに掲載。合格者のみに通知します。

・日本国籍を有し、高校卒業程度の学力を有するとともに、地方公務員法第16条(欠格事項)に該当しない方
・消防････昭和58年4月2日から平成5年4月1日までに生まれた方
・救急救命士････昭和58年4月2日以降に生まれた方で、救急救命士法により救急救命士の免許を取得している方

※申込み用紙は、消防本部・消防署・壬生分署・上三川分署・安塚分遣所にあります。また、
消防組合ホームページからもダウンロードできます。

期日、試験場所
　第1次試験
合格者に通知
します。

試験内容
　作文試験、
口述試験（個
人面接）、適性
検査

合格発表
　11月上旬ま
でに、通知し
ます。



思いやりと交流で創る　新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

23

道の駅の名称を募集します道の駅の名称を募集します
平成２３年春オープン予定の「道の駅」の名称を募集します。

採用された作品については、抽選で賞品を贈呈しますので、多くの皆様からの
応募をお待ちしています。

道の駅施設概要

試験の概要

試験案内・申込書の請求方法

道の駅は「休憩」「情報発信」「地域連携」の機能を有し、下野市の良さを伝えるふれ

あいの場を提供します。道の駅に設置される地域振興施設内には、下野市産の新鮮で安全・安心な農産物や

加工品を販売する農産物直売所や豊かな地元食材を活かしたメニューを提供するレストランや軽食コーナーを設

置します。また、市民の皆さんが交流できる会議室、体験学習室も設置します。情報発信施設では、下野市の

歴史や文化、観光情報を発信します。

●賞品

●応募にあたっての注意事項

　道の駅の名称として採用された作品の中か
ら抽選で賞品を贈呈します。　　
☆名付け親大賞　１名(１万円分の商品券)
☆名付け親賞　　５名(５千円分の商品券)

●募集期間
7月1日（木）～ 7月30日（金）まで（当日必着）

●応募資格
　応募時点で市内に住所を有する方であれば、
どなたでも応募できます。

●応募方法
①官製はがきによる応募
応募記載事項にある必要事項を記入して、ポス
トに投函してください。
②電子メールによる応募
市ホームページに、名称応募のフォームがあり
ますので、そちらから応募してください。
③ＦＡＸによる応募
応募記載事項にある必要事項を記入して、ファ
ックスしてください。
④持参による応募
国分寺・石橋・南河内庁舎市民課窓口の回収
箱に投函してください。応募用紙は市民課各窓
口に設置してあります。

●応募記載事項
①道の駅の名称（漢字の場合はふりがなを付け
てください。） 「道の駅○○○○○○○」　
②名称の理由　
③住所、氏名(ふりがな)、年齢、性別、電話番号
※なお、申込者の個人情報については、厳正に
管理し、他の目的には使用しません。

・応募は1人何点でも可能ですが、同じ名称は
  1人１点限りとします。
・全国にある道の駅と同一の名称は不可とし　           
　ます。
・名称については、地域の特徴を表す名称で　
　全国にアピールできる名称、その他道の駅に
　ふさわしい名称とします。
・同じ読みの名称であっても、漢字、ひらがな    
　等で表記が異なる場合には、別作品とみなし 
　ます。
・応募された名称の数で、選定されることは原
　則としてありません。
・応募作品に関する一切の権利は、下野市に帰
　属するものとします。
・応募作品は返却しません。

送付先　〒329-0492　下野市小金井1127 番地　下野市役所　道の駅準備室　　
　 48-2119　　FAX 48-0011　　
道の駅準備室電子メールアドレス　michinoeki@city.shimotsuke.lg.jp　　
下野市ホームページアドレス　　　http://www.city.shimotsuke.lg.jp/

申し込み
問い合わせ先

下野市職員採用試験を実施します！下野市職員採用試験を実施します！下野市職員採用試験を実施します！下野市職員採用試験を実施します！下野市職員採用試験を実施します！

石橋地区消防組合職員募集石橋地区消防組合職員募集石橋地区消防組合職員募集石橋地区消防組合職員募集石橋地区消防組合職員募集

～平成23年4月採用～
　平成23年4月1日に採用を予定する市職員採用試験を実施します。受験を希望される方は試験案内を取り寄せ
のうえ、受験資格や申込方法などをご確認ください。

　昭和60年４月２日から平成５年
４月１日までに生まれた方で高等
学校卒業（平成23年３月卒業見
込み者を含む。）以上の学歴を有
する方

　昭和55年４月２日から平成５年４
月１日までに生まれた方で高等学校
卒業（平成23年３月卒業見込み者
を含む。）以上の学歴を有し、身体
障がい者手帳の交付を受けている方

　昭和55年４月２日から平成2
年４月１日までに生まれた方で、
平成23年３月までに保健師資格
取得見込みの方

1名
程度

1名
程度

5名
程度

採用予
定人員

受験資格職種

一般事務

保健師

一般事務
  （身体障がい者）

申込 第1次試験 第2次試験

※ 採用予定者数は、22年度の一般退職者の状況によって採用人数を変更することもあります。

申込期間
　7月12日（月）～
　　8月10日（火）
※土・日曜日及び祝日
は除きます。

受付時間
　午前8時30分～
　　午後5時

申込場所
　総務課人事グルー
プ（国分寺庁舎2Ｆ）

方法
　直接又は郵送（8月
10日（火）までの消
印有効）

期日
　9月19日（日）

試験場所
　白鷗大学

試験内容
　公務員として
必要な一般知
識及び知能に
ついて、択一
式による筆記
試験をどの職
種にも共通し
て行います。

合格発表
　10月上旬

　次のいずれかの方法で、試験案内および申込書を請求してください。
●直接取りに行く場合 総務課（国分寺庁舎2Ｆ）で配付します。
●郵送で請求する場合 返信用封筒角2の封筒に郵便番号・住所・氏名を記入し、140円切手を貼ったも

のを同封し、〒329-0492　下野市役所総務課へ郵送ください。なお、郵送する封筒
の表には「下野市職員採用試験案内請求」若しくは「下野市職員採用試験案内（身
体障がい者対象）請求」と朱記してください。

●ダウンロードする場合 市ホームページからダウンロードすることができます。
その他詳細については試験案内をご覧ください。

問い合わせ先 総務課 　 40-5551

問い合わせ先 石橋地区消防組合消防本部総務課 　 53-0509

●採用予定職　消防吏員（消防・救急救命士）　●採用予定人員　９名程度
●受験資格

●募集期間　　7月1日（木）～30日（金）午前9時から午後5時まで。（土日祝日を除く。郵送の場合は当日消印有効）

●第一次試験　9月19日（日）　筆記試験：午前8時30分～　白鷗大学（小山市）
（日時・会場）　　　　　　　 体力試験：午後2時～　石橋地区消防組合
●合格発表　　10月8日（金）   午前9時　消防本部玄関前、ホームページに掲載。合格者のみに通知します。

・日本国籍を有し、高校卒業程度の学力を有するとともに、地方公務員法第16条(欠格事項)に該当しない方
・消防････昭和58年4月2日から平成5年4月1日までに生まれた方
・救急救命士････昭和58年4月2日以降に生まれた方で、救急救命士法により救急救命士の免許を取得している方

※申込み用紙は、消防本部・消防署・壬生分署・上三川分署・安塚分遣所にあります。また、
消防組合ホームページからもダウンロードできます。

期日、試験場所
　第1次試験
合格者に通知
します。

試験内容
　作文試験、
口述試験（個
人面接）、適性
検査

合格発表
　11月上旬ま
でに、通知し
ます。
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ら
れ
る
合
併
特
例
債
が
活
用
で

き
、
国
か
ら
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
大
変
有
利
な
制
度
と
い

え
ま
す
。合
併
特
例
債
を
活
用
す

る
た
め
に
は
、
遅
く
と
も
平
成
27

年
度
中
に
新
庁
舎
の
供
用
を
開
始

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
新
庁

舎
の
建
設
に
概
ね
２
年
程
度
の
期

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
25

年
度
中
に
着
工
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●
財
源

　

新
庁
舎
の
建
設
に
は
、
合
併
特
例

債
20
億
円
を
有
効
活
用
す
る
ほ
か

に
、
庁
舎
等
整
備
基
金
と
し
て
、
建

設
ま
で
の
間
に
毎
年
度
２
億
５
千

万
円
程
度
を
積
み
立
て
20
億
円
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
振
興
基

金
か
ら
10
億
円
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
市
の
財
政
は
「
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
も
運
営
可
能
な

水
準
」
を
維
持
で
き
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

国
分
寺
・
南
河
内
・
石
橋
の
３

庁
舎
は
、
財
政
状
況
を
十
分
踏
ま

え
、
解
体
を
含
め
売
払
い
や
貸
付

な
ど
様
々
な
手
法
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。３
庁
舎
に
あ
る
市
民
課

窓
口
機
能
は
、
市
民
の
皆
様
の
利

便
性
を
引
き
続
き
確
保
す
る
た

め
、
隣
接
す
る
施
設
に
併
設
す
る

な
ど
、
機
能
の
維
持
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

水
道
・
下
水
道
庁
舎
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
し
、

公
民
館
、
図
書
館
な
ど
の
施
設
は
、

現
在
の
機
能
を
維
持
し
な
が
ら
行

政
改
革
の
観
点
も
踏
ま
え
た
中

で
、
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

●
庁
舎
建
設
位
置（
候
補
地
）

　

建
設
位
置（
候
補
地
）に
つ
い
て

は
、
将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
発

展
性
が
望
め
る
こ
と
、
公
共
交
通

機
関
の
利
便
性
が
良
い
こ
と
、
防

災
上
の
拠
点
性
な
ど
に
優
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
庁
舎
建
設
委
員
会
の

答
申
を
最
大
限
尊
重
し
、
自
治
医

大
駅
西
側
に
建
設
す
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

●
今
後
の
予
定

　
「
下
野
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」

で
示
さ
れ
た
基
本
的
な
考
え
方
を

踏
ま
え
、
よ
り
具
体
的
な
事
案
や

条
件
の
検
討
を
行
い
、
配
置
計
画

や
部
門
構
成
な
ど
の
庁
舎
機
能
の

基
本
的
な
方
針
と
な
る
「
下
野
市

庁
舎
建
設
基
本
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。

●
下
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓〔
総

合
案
内
〕↓〔
組
織
か
ら
探
す
〕↓

〔
総
合
政
策
室
〕↓〔
新
庁
舎
建
設
〕

↓〔
下
野
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想

を
策
定
し
ま
し
た
〕・〔
下
野
市
庁

舎
建
設
基
本
構
想
（
案
）
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果
〕

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
新
庁
舎
に

係
る
検
討
経
緯
や
現
庁
舎
の
課
題
・

問
題
点
等
を
整
理
し
、
今
後
策
定
さ

れ
る
庁
舎
建
設
に
係
る
「
基
本
計
画
」

「
基
本
設
計
」「
実
施
設
計
」等
の
各
段

階
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
個
別

の
事
案
の
検
討
を
行
う
際
、
新
庁
舎

建
設
の
指
針
と
な
る
「
下
野
市
庁
舎

建
設
基
本
構
想
」を
策
定
し
ま
し
た
。

●
庁
舎
建
設
委
員
会
に
お
け
る
検
討

　

庁
舎
建
設
委
員
会（
市
民
等
23
名

で
構
成
）が
平
成
20
年
３
月
に
設
置

さ
れ
、
市
の
将
来
を
見
据
え
必
要
と

な
る
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、11
回
に

わ
た
る
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に

協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
①
有
利
な
合
併
特

例
債
を
活
用
し
、平
成
27
年
度
ま
で

に
１
箇
所
に
統
合
し
本
庁
方
式
に

よ
る
庁
舎
を
建
設
す
る
。②
自
治
医

大
駅
西
側
が
庁
舎
の
建
設
位
置
と

し
て
最
適
で
あ
る
。」
と
の
大
き
な

方
向
性
が
示
さ
れ
、
平
成
21
年
11

月
に
庁
舎
建
設
委
員
会
か
ら
市
長

に
「
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」
と
し
て

答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
12
回
庁
舎
建
設
委
員
会
が
６

月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
委
員
会
か

ら
市
長
へ
の
答
申
以
降
、「
下
野
市

庁
舎
建
設
基
本
構
想
」の
策
定
ま
で

の
経
緯
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

●
議
会
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

に
お
け
る
検
討

　

市
議
会
に
お
い
て
は
、
平
成
21

年
11
月
に
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

（
全
議
員
で
構
成
）
を
設
置
し
、
新

庁
舎
建
設
の
必
要
性
、
分
庁
方
式

と
本
庁
方
式
、
建
設
時
期
、
財
源
、

既
存
施
設
の
利
活
用
、
庁
舎
建
設

位
置（
候
補
地
）に
つ
い
て
、
６
回

に
わ
た
り
慎
重
な
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
22
年
第
１
回
定

ッ
ト
の
ほ
か
、
設
備
の
維
持
管
理

コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

●
分
庁
方
式
と
本
庁
方
式

　

現
在
３
庁
舎
に
分
散
し
て
い
る

た
め
、
市
民
課
窓
口
が
３
庁
舎
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
庁
舎

に
ま
た
が
る
用
件
も
数
多
く
あ

り
、
庁
舎
間
の
移
動
な
ど
に
よ
り

市
民
の
皆
様
に
負
担
を
か
け
て
い

ま
す
。ま
た
、
行
政
内
部
に
お
い
て

も
会
議
な
ど
で
頻
繁
な
移
動
が
必

要
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
時
間

と
コ
ス
ト
増
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。一
方
、
３
庁
舎
を
一
つ
に
統
合

し
た
本
庁
方
式
の
場
合
は
、
各
行

政
部
門
が
１
箇
所
に
集
約
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、経
費
の
削
減
、業
務

効
率
の
向
上
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
建
設
時
期

　

新
市
建
設
計
画
に
基
づ
く
事
業

に
対
し
て
は
、合
併
市
町
村
に
認
め

例
議
会
に
お
い
て
、
庁
舎
建
設
特
別
委

員
会
の
調
査
結
果
報
告
が
行
わ
れ
、
庁

舎
建
設
委
員
会
の
答
申
ど
お
り
「
庁
舎

建
設
基
本
構
想
」は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
・
説
明
会
の

実
施

　

市
で
は
、議
会
で
の
承
認
を
受
け
、庁

舎
建
設
委
員
会
の
答
申
を
尊
重
し
、
将

来
を
見
据
え
、
あ
る
べ
き
庁
舎
の
姿
に

つ
い
て
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た

「
下
野
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想（
案
）」を

策
定
し
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
反

映
す
る
た
め
、４
月
15
日
か
ら
５
月
14

日
ま
で
の
期
間
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
の
こ
れ

ま
で
の
経
緯
、
市
の
考
え
方
な
ど
を
市

民
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た

め
、
４
月
27
日
か
ら
29
日
の
３
日
間
、

市
内
３
会
場
で
「
下
野
市
庁
舎
建
設
基

本
構
想
（
案
）
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
及
び
説
明
会

の
参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご

意
見
・
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
様
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
庁
舎
と

す
る
た
め
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

今
後
策
定
さ
れ
る
庁
舎
建
設
の
基
本
計

画
、
実
施
設
計
等
で
活
か
し
て
い
く
こ

と
と
し
、
原
案
の
と
お
り
基
本
構
想
を

策
定
し
ま
し
た
。

●
新
庁
舎
建
設
の
必
要
性

　

現
在
の
３
庁
舎
を
耐
震
改
修
・

増
改
築
し
た
方
が
、一
時
的
な
負
担

は
軽
減
さ
れ
る
も
の
の
、近
い
将
来

に
は
、新
し
く
庁
舎
を
建
設
す
る
必

要
性
が
生
じ
る
た
め
、中
・
長
期
的

に
考
え
る
と
、新
築
と
比
較
し
て
高

額
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。一

方
、
新
築
し
た
場
合
は
、
当
初
の
費

用
は
高
額
に
な
る
も
の
の
長
期
間

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、有
利
な
合

併
特
例
債
の
活
用
や
業
務
の
メ
リ

総
合
政
策
室
☎（
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平成２３年度　下野市奨学生（高等学校、大学等）を募集します

　

市
の
将
来
を
見
据
え
た
新
庁

舎
は
、
自
治
医
大
駅
西
側
に
建
設

し
ま
す
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
費

の
削
減
、
業
務
効
率
の
向
上
な
ど

か
ら
本
庁
方
式
と
し
ま
す
。

　

行
政
改
革
の
観
点
も
踏
ま
え

て
、
施
設
に
応
じ
た
あ
り
方
を
検

討
し
ま
す
。

　

建
設
に
は
有
利
な
合
併
特
例

債
を
活
用
し
ま
す
。

策
定
ま
で
の
経
緯

策
定
ま
で
の
経
緯

策
定
ま
で
の
経
緯

策
定
ま
で
の
経
緯

策
定
ま
で
の
経
緯

　
「
下
野
市
庁
舎
建
設
基
本
構

想
」
の
全
文
及
び
「
下
野
市
庁
舎

建
設
基
本
構
想
（
案
）」
に
寄
せ
ら

れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
ご

意
見
・
ご
提
言
）
に
対
す
る
市
の

考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
総
合
政

策
室
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）
窓
口

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

●受付期間　　9月1日（水）～30日（木）
●申請資格　　下記のすべての条件を満たす方

●貸付額及び予定人数
　・高等学校奨学生　月額15,000円（5名程度）
　・大学奨学生　　　月額30,000円（10名程度）
　※人数に満たない場合は、3月募集も行います。
●貸付期間
　正規の修業期間　※本人名義の口座に半年分まとめ
　て年２回振込みます。
●償還方法
　卒業後１年間据置。期間後、貸付期間の２倍の期間
　内に償還（年賦又は半年賦）
●募集要項配付場所
　石橋庁舎２階教育総務課、国分寺庁舎・南河内庁舎
　市民課窓口、各図書館、各公民館
※市のホームページでもダウンロードできます。

（１）高等学校（高等専門学校、中等教育学校  
　の後期課程及び専修学校の高等課程を含む）、 
　大学（短期大学及び専修学校の専門課程を含
　む）に在学し、又は入学しようとする方
（２）学業成績が優秀で意欲があり、品行方正な方
（３）経済的理由により修学が困難な方
（４）確実な連帯保証人を2名付することがで
　きる方（保護者及び県内在住者1名）
※連帯保証人は、独立の生計を営んでいる満20
歳以上の方で、市民税を完納している方
（５）保護者が下野市に1年以上住所を有する方
（６）他の機関から奨学金その他これに類する
　ものの給付又は貸付を受けていない方

問い合わせ先 教育総務課 　 52-1117

「
下
野
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た

「
下
野
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た

「
下
野
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た

「
下
野
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た

「
下
野
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た

　

長
期
的
視
野
に
立
っ
て
利
用

す
る
こ
と
が
可
能
で
、
経
済
性
・

機
能
性
に
配
慮
し
た
新
庁
舎
を

建
設
し
ま
す
。

基
本
構
想
の
概
要

基
本
構
想
の
概
要

基
本
構
想
の
概
要

基
本
構
想
の
概
要

基
本
構
想
の
概
要

　

平
成
27
年
度
中
に
供
用
開
始

し
ま
す
。

●
既
存
施
設
の
利
活
用
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ら
れ
る
合
併
特
例
債
が
活
用
で

き
、
国
か
ら
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
大
変
有
利
な
制
度
と
い

え
ま
す
。合
併
特
例
債
を
活
用
す

る
た
め
に
は
、
遅
く
と
も
平
成
27

年
度
中
に
新
庁
舎
の
供
用
を
開
始

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
新
庁

舎
の
建
設
に
概
ね
２
年
程
度
の
期

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
25

年
度
中
に
着
工
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

●
財
源

　

新
庁
舎
の
建
設
に
は
、
合
併
特
例

債
20
億
円
を
有
効
活
用
す
る
ほ
か

に
、
庁
舎
等
整
備
基
金
と
し
て
、
建

設
ま
で
の
間
に
毎
年
度
２
億
５
千

万
円
程
度
を
積
み
立
て
20
億
円
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
振
興
基

金
か
ら
10
億
円
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
市
の
財
政
は
「
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
も
運
営
可
能
な

水
準
」
を
維
持
で
き
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

国
分
寺
・
南
河
内
・
石
橋
の
３

庁
舎
は
、
財
政
状
況
を
十
分
踏
ま

え
、
解
体
を
含
め
売
払
い
や
貸
付

な
ど
様
々
な
手
法
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。３
庁
舎
に
あ
る
市
民
課

窓
口
機
能
は
、
市
民
の
皆
様
の
利

便
性
を
引
き
続
き
確
保
す
る
た

め
、
隣
接
す
る
施
設
に
併
設
す
る

な
ど
、
機
能
の
維
持
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

水
道
・
下
水
道
庁
舎
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
し
、

公
民
館
、
図
書
館
な
ど
の
施
設
は
、

現
在
の
機
能
を
維
持
し
な
が
ら
行

政
改
革
の
観
点
も
踏
ま
え
た
中

で
、
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

●
庁
舎
建
設
位
置（
候
補
地
）

　

建
設
位
置（
候
補
地
）に
つ
い
て

は
、
将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
発

展
性
が
望
め
る
こ
と
、
公
共
交
通

機
関
の
利
便
性
が
良
い
こ
と
、
防

災
上
の
拠
点
性
な
ど
に
優
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
庁
舎
建
設
委
員
会
の

答
申
を
最
大
限
尊
重
し
、
自
治
医

大
駅
西
側
に
建
設
す
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

●
今
後
の
予
定

　
「
下
野
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」

で
示
さ
れ
た
基
本
的
な
考
え
方
を

踏
ま
え
、
よ
り
具
体
的
な
事
案
や

条
件
の
検
討
を
行
い
、
配
置
計
画

や
部
門
構
成
な
ど
の
庁
舎
機
能
の

基
本
的
な
方
針
と
な
る
「
下
野
市

庁
舎
建
設
基
本
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。

●
下
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓〔
総

合
案
内
〕↓〔
組
織
か
ら
探
す
〕↓

〔
総
合
政
策
室
〕↓〔
新
庁
舎
建
設
〕

↓〔
下
野
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想

を
策
定
し
ま
し
た
〕・〔
下
野
市
庁

舎
建
設
基
本
構
想
（
案
）
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果
〕

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
新
庁
舎
に

係
る
検
討
経
緯
や
現
庁
舎
の
課
題
・

問
題
点
等
を
整
理
し
、
今
後
策
定
さ

れ
る
庁
舎
建
設
に
係
る
「
基
本
計
画
」

「
基
本
設
計
」「
実
施
設
計
」等
の
各
段

階
に
お
い
て
、
よ
り
具
体
的
に
個
別

の
事
案
の
検
討
を
行
う
際
、
新
庁
舎

建
設
の
指
針
と
な
る
「
下
野
市
庁
舎

建
設
基
本
構
想
」を
策
定
し
ま
し
た
。

●
庁
舎
建
設
委
員
会
に
お
け
る
検
討

　

庁
舎
建
設
委
員
会（
市
民
等
23
名

で
構
成
）が
平
成
20
年
３
月
に
設
置

さ
れ
、
市
の
将
来
を
見
据
え
必
要
と

な
る
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
、11
回
に

わ
た
る
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に

協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
①
有
利
な
合
併
特

例
債
を
活
用
し
、平
成
27
年
度
ま
で

に
１
箇
所
に
統
合
し
本
庁
方
式
に

よ
る
庁
舎
を
建
設
す
る
。②
自
治
医

大
駅
西
側
が
庁
舎
の
建
設
位
置
と

し
て
最
適
で
あ
る
。」
と
の
大
き
な

方
向
性
が
示
さ
れ
、
平
成
21
年
11

月
に
庁
舎
建
設
委
員
会
か
ら
市
長

に
「
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」
と
し
て

答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
12
回
庁
舎
建
設
委
員
会
が
６

月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
委
員
会
か

ら
市
長
へ
の
答
申
以
降
、「
下
野
市

庁
舎
建
設
基
本
構
想
」の
策
定
ま
で

の
経
緯
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

●
議
会
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

に
お
け
る
検
討

　

市
議
会
に
お
い
て
は
、
平
成
21

年
11
月
に
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

（
全
議
員
で
構
成
）
を
設
置
し
、
新

庁
舎
建
設
の
必
要
性
、
分
庁
方
式

と
本
庁
方
式
、
建
設
時
期
、
財
源
、

既
存
施
設
の
利
活
用
、
庁
舎
建
設

位
置（
候
補
地
）に
つ
い
て
、
６
回

に
わ
た
り
慎
重
な
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
22
年
第
１
回
定

ッ
ト
の
ほ
か
、
設
備
の
維
持
管
理

コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

●
分
庁
方
式
と
本
庁
方
式

　

現
在
３
庁
舎
に
分
散
し
て
い
る

た
め
、
市
民
課
窓
口
が
３
庁
舎
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
庁
舎

に
ま
た
が
る
用
件
も
数
多
く
あ

り
、
庁
舎
間
の
移
動
な
ど
に
よ
り

市
民
の
皆
様
に
負
担
を
か
け
て
い

ま
す
。ま
た
、
行
政
内
部
に
お
い
て

も
会
議
な
ど
で
頻
繁
な
移
動
が
必

要
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
時
間

と
コ
ス
ト
増
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。一
方
、
３
庁
舎
を
一
つ
に
統
合

し
た
本
庁
方
式
の
場
合
は
、
各
行

政
部
門
が
１
箇
所
に
集
約
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、経
費
の
削
減
、業
務

効
率
の
向
上
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
建
設
時
期

　

新
市
建
設
計
画
に
基
づ
く
事
業

に
対
し
て
は
、合
併
市
町
村
に
認
め

例
議
会
に
お
い
て
、
庁
舎
建
設
特
別
委

員
会
の
調
査
結
果
報
告
が
行
わ
れ
、
庁

舎
建
設
委
員
会
の
答
申
ど
お
り
「
庁
舎

建
設
基
本
構
想
」は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
・
説
明
会
の

実
施

　

市
で
は
、議
会
で
の
承
認
を
受
け
、庁

舎
建
設
委
員
会
の
答
申
を
尊
重
し
、
将

来
を
見
据
え
、
あ
る
べ
き
庁
舎
の
姿
に

つ
い
て
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た

「
下
野
市
庁
舎
建
設
基
本
構
想（
案
）」を

策
定
し
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
反

映
す
る
た
め
、４
月
15
日
か
ら
５
月
14

日
ま
で
の
期
間
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
の
こ
れ

ま
で
の
経
緯
、
市
の
考
え
方
な
ど
を
市

民
の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た

め
、
４
月
27
日
か
ら
29
日
の
３
日
間
、

市
内
３
会
場
で
「
下
野
市
庁
舎
建
設
基

本
構
想
（
案
）
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
及
び
説
明
会

の
参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご

意
見
・
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
様
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
庁
舎
と

す
る
た
め
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

今
後
策
定
さ
れ
る
庁
舎
建
設
の
基
本
計

画
、
実
施
設
計
等
で
活
か
し
て
い
く
こ

と
と
し
、
原
案
の
と
お
り
基
本
構
想
を

策
定
し
ま
し
た
。

●
新
庁
舎
建
設
の
必
要
性

　

現
在
の
３
庁
舎
を
耐
震
改
修
・

増
改
築
し
た
方
が
、一
時
的
な
負
担

は
軽
減
さ
れ
る
も
の
の
、近
い
将
来

に
は
、新
し
く
庁
舎
を
建
設
す
る
必

要
性
が
生
じ
る
た
め
、中
・
長
期
的

に
考
え
る
と
、新
築
と
比
較
し
て
高

額
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。一

方
、
新
築
し
た
場
合
は
、
当
初
の
費

用
は
高
額
に
な
る
も
の
の
長
期
間

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、有
利
な
合

併
特
例
債
の
活
用
や
業
務
の
メ
リ

総
合
政
策
室
☎（
40
）5
5
5
0

平成２３年度　下野市奨学生（高等学校、大学等）を募集します

　

市
の
将
来
を
見
据
え
た
新
庁

舎
は
、
自
治
医
大
駅
西
側
に
建
設

し
ま
す
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
費

の
削
減
、
業
務
効
率
の
向
上
な
ど

か
ら
本
庁
方
式
と
し
ま
す
。

　

行
政
改
革
の
観
点
も
踏
ま
え

て
、
施
設
に
応
じ
た
あ
り
方
を
検

討
し
ま
す
。

　

建
設
に
は
有
利
な
合
併
特
例

債
を
活
用
し
ま
す
。

策
定
ま
で
の
経
緯

策
定
ま
で
の
経
緯

策
定
ま
で
の
経
緯

策
定
ま
で
の
経
緯

策
定
ま
で
の
経
緯

　
「
下
野
市
庁
舎
建
設
基
本
構

想
」
の
全
文
及
び
「
下
野
市
庁
舎

建
設
基
本
構
想
（
案
）」
に
寄
せ
ら

れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
ご

意
見
・
ご
提
言
）
に
対
す
る
市
の

考
え
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
総
合
政

策
室
（
国
分
寺
庁
舎
２
階
）
窓
口

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

●受付期間　　9月1日（水）～30日（木）
●申請資格　　下記のすべての条件を満たす方

●貸付額及び予定人数
　・高等学校奨学生　月額15,000円（5名程度）
　・大学奨学生　　　月額30,000円（10名程度）
　※人数に満たない場合は、3月募集も行います。
●貸付期間
　正規の修業期間　※本人名義の口座に半年分まとめ
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思いやりと交流で創る　新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

男女共同参画情報紙
『シェアリング～わかちあい～』
編集委員の募集！

男女共同参画情報紙
『シェアリング～わかちあい～』
編集委員の募集！

　市民の視点やアイデアを活かした男

女共同参画情報紙を作成するため、

「男女共同参画情報紙編集委員」を

募集します。

　みんなが“わかちあう”大切さをもち、男女が共にいきいき

と生活することのできる社会について、日常生活の中で感じる

ことなどをみんなで話し合いながら、楽しく紙面作りをして

みませんか？

①パソコンや携帯電話から地図を切り

　口に、市内の各種情報を簡単に検索

　できるシステムを構築します。

②本市の地域資源を再確認し、市の知

　名度アップを図るため、市PRビデ

　オを作成します。市内各所に設置さ

　れる大型ディスプレイやインターネット、

　市民が集まるイベントで放映します。

○市内の事業所が手軽に広告を出せる

　仕組みを検討しています。

●内　　容

●会　　議

●任　　期

●そ の 他

情報紙のテーマを決め、取材、執筆などの編集作業を分担して行います。

発行は9月・3月の年2回になります。

月1回程度（主に平日夜間になります）

2年（平成22年10月2日～平成24年10月1日）

情報紙の発行ごとに謝礼があります。

どんなことをするのどんなことをするの…？どんなことをするのどんなことをするの…？どんなことをするの…？

●資　　格

●方　　法

●募集期間

●募集人数

●選考結果

①市内在住の20歳以上の方　

②他の審議会等の委員でない方

③会議に出席できる方

④下野市議会議員及び下野市職員でない方

総合政策室窓口（国分寺庁舎2階）、または市ホームページから応募用紙を取得し必要事項を

記入のうえ、次のいずれかの方法で提出してください。

・郵送　　　 〒329-0492　下野市小金井1127　下野市役所総合政策室あて

・FAX　　　 40-5572

・電子メール　sougouseisaku@city.shimotsuke.lg.jp

・直接持参　総合政策室政策推進グループ（国分寺庁舎2階）

7月20日（火）から８月10日（火）

※郵送、FAX、電子メール、直接持参のいずれの場合も、8月10日（火）

午後5時15分までに総合政策室に提出されたものを有効とします。

3名

書類審査を行い、9月末頃応募者全員に通知します。

応募するには応募するには…？応募するには応募するには…？応募するには応募するには…？応募するには…？

＊＊＊　多くのみなさんのご応募をお待ちしています　＊＊＊

問い合わせ先 総合政策室政策推進グループ 　 40-5550

ユビキタスタウン しもつけ 展開中

その１　情報化で活力あるまちづくりその１　情報化で活力あるまちづくりその１　情報化で活力あるまちづくり
“思いやりと交流のまち下野”いにしえ新発見プロジェクト

その２　情報化で安全なまちづくりその２　情報化で安全なまちづくりその２　情報化で安全なまちづくり

概　要 現在、市内の地域情報を収集中です。
①市PRビデオ作成に際して
　現在、市内各所に撮影クルーがお伺いしています。今後、イベン
トなどに撮影クルーがお伺いした際には、ご協力をお願いします。
②市内事業所情報収集に際して
　南河内・石橋・国分寺3商工会の会員情報を収集するため、
市と3商工会連携による会員アンケートを実施します。
○3商工会会員アンケートの概要
　発送時期　7月20日ごろ
　内　　容　会員が営む事業所の基本情報、特長、市民に
　　　　　　発信したいこと等
　方　　法　アンケート用紙を市より会員にお送りします。期限
　　　　　　（7月末予定）までに各商工会へＦＡＸにてご回答
　　　　　　ください。
③商工会会員以外の市内事業者の情報収集
　別途、広報・市ホームページにて受付方法をお知らせします。
しばらくお待ちください。
＜ご注意＞
　商工会会員・会員以外とも、公の秩序や善良な風俗に反す
る事業所などは情報収集の対象外とさせていただきますので、
あらかじめご承知おきください。

○河川防災カメラ
　田川・姿川に河川の状況を瞬時に把握できるカメラを設置し

ました。河川の状況は市ホームページからご覧いただけます。

○アンダーパス防災カメラ
　本市では、下野警察署・石橋地区消防組合等と情報を共有

し、降雨時には重点的にパトロールを実施しています。

　本市においても栃木県と同様に、市道アンダーパスに防災カ

メラを設置し、降雨時にアンダーパスの状況をいち早く確認でき

るようにすることで安全対策を向上させます。アンダーパスの画

像閲覧は、市役所内の防災関係職員・道路管理関係職員、

下野警察署、石橋地区消防組合のみに制限されます。また、

点検・訓練等の特別な場合を除き、降雨時の防災目的のため

に使用します。

　システムは平成23年1月ごろより運用

を開始しますが、各種地域情報と市

ＰＲビデオについては、平成23年4月

ごろ完成する予定です。

問い合わせ先 総合政策室　   40-5550

問い合わせ先 生活安全課　   40-5555

ユビキタスとは？
いつでも、どこでも、誰でも
ICT（情報通信技術）を利
用できるという意味です。

田川、姿川、市道アンダーパスに防災カメラを設置。8月より本格運用開始
豪雨・洪水時に、映像による情報収集で、的確な防災態勢を確立するために

防災カメラ設置場所

しもつけ
アンダー6

しもつけ
アンダー4

しもつけ
アンダー2

しもつけ
アンダー1

田川

姿川

新4号国道アンダー
（薬師寺・下原付近） 

自治医科大学北側

小山車両センター付近

国分寺小学校東側

箕輪橋

谷地賀橋

設置場所

○

○

×

×

×

×

市ホームページからの閲覧
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思いやりと交流で創る　新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

国民年金だより  
問い合わせ先 

栃木年金事務所 
市民課 40-5556

0282-22-6074、4134

あなたも国民年金を増やしませんか？　付加年金についてのご案内あなたも国民年金を増やしませんか？　付加年金についてのご案内

「消えた年金」問題　年金記録の回復が早くなります「消えた年金」問題　年金記録の回復が早くなります

●付加年金は、申し込みの日から加入となりま

す。

・付加年金は、老齢基礎年金と合わせて受給で

きる終身年金です。

・付加年金は定額のため、物価スライド（増額・

減額）はありません。

（注）老齢基礎年金を繰上げ・繰下げ請求した

場合は、付加年金も老齢基礎年金の減額率・

増額率に応じて減額・増額されます。

・国民年金基金に加入中の方は、付加年金に加

入することができません。

・付加保険料は、納付期限を過ぎると納付でき

ません。納付期限は翌月の末日（休日・祝日の

場合は翌営業日）です。

　加入を希望される方は、年金手帳と印鑑をお
持ちのうえ、各庁舎市民課へお越しください。

●第1号被保険者・任意加入被保険者が定額保

険料に付加保険料をプラスして納付すると、老

齢基礎年金に付加年金が上乗せされ支給される

制度です（厚生年金などの加入者や、その人に

扶養されている第3号被保険者は加入できませ

ん。なお、農業者年金に加入している人は必ず

納付しなければなりません。）。

　付加保険料は月額400円になり、受給額は
200円×付加保険料納付月数になります。
★例えば、65歳から受給した場合

付加保険料を10年間（120月）納付した場合は、

・付加保険料（納付額）は、

　400円×10年（120月）＝48,000円

・付加年金額（受給額）は、

　200円×10年（120月）＝24,000円（年額）

となり、付加年金を2年間受給すると納付した付

加保険料総額と同額になります。

　受給者の所得額によって手当額を決定
します。受給者及び扶養義務者（同居
の3親等以内の親族）の所得によって
は、手当額が全額支給停止になる場合
もあります。

　4月、8月、12月（原則20日）の3回、支

払月の前月分までを金融機関へ振り込み
ます。ただし、支払日が土日祝日にあた
る場合は、その前の営業日になります。
　※父子家庭の方の最初の支給は、
12月になります。

3．国民年金　～2年以下の記録もれ～
・保険料納付記録がもれていると思われる期間

が2年以下であって、その他の期間は納付済み

であるなどの一定の条件を満たす場合

　このほかにも、確定申告の控えが残っている

場合や、お勤めの事業所が廃止された後に厚

生年金の加入記録がさかのぼって変更されてい

る場合などの回復基準があります。

　詳しくは、栃木年金事務所に問い合わせくだ

さい。

　次の基準の当てはまる方は、年金記録第三者

委員会で審議することなく、年金事務所の調査

で、記録を回復できます。

　年金事務所で迅速に記録を回復できる基準
が次のとおり追加されました
1.厚生年金　～標準報酬月額の改ざんの疑い～
・6か月以上さかのぼって標準報酬月額が大きく

引き下げられている記録が、事実に反していると

疑われるなどの条件を満たす場合

2.厚生年金　～脱退手当金の誤った支給記録～
・昭和49年まで発行されていた厚生年金の被保

険者証に、脱退手当金を支給した表示（　脱　）

がないなどの条件を満たす場合

・脱退手当金の支給日より前にその計算基礎にさ

れていない厚生年金の期間があるなどの条件を

満たす場合

平成22年8月1日から父子家庭のみなさまにも児童扶養手当が支給されます！

問い合わせ先 児童福祉課子育て支援グループ 　 52-1114

手当額と支給時期

●父母が婚姻を解消した児童
●父母が一定以上の障害の状態にある児童
●父母の生死が明らかでない児童
●父母に引き続き１年以上遺棄されている児童
●父母が法令により１年以上拘禁されている児童
●父母が死亡した児童
●母が婚姻によらないで懐胎した児童
●母が婚姻によらないで懐胎したか明らかでない児童
☆ただし、年金（老齢福祉年金以外のもの）を受給している（請
求すれば受給できる場合を含みます）場合や、事実婚（いわ
ゆる内縁の関係）に該当する場合は、請求を受付できません。
　また、手当受給中に年金受給開始や事実婚に該当した場合
は、その時点で受給資格がなくなります。

支給要件

認定請求

　父子家庭の方については、平成22年8月1日から受給対象に
なることに伴い、認定請求に関する経過措置が設けられます。
●すでに父子家庭としての支給要件に該当している方は、平成
22年8月1日よりも前に認定請求ができます。
●平成22年11月30日までに認定請求を提出していただくと、
次の取扱いになります。
・平成22年7月31日までに支給要件に該当している方→8月分か
ら支給されます。
・平成22年8月1日以降、11月30日までに支給要件に該当した
方→要件に該当した日の翌月から支給されます。
※11月30日を過ぎると、認定請求の翌月からの支給になります。

※経過措置は、制度改正に伴う父子家庭の方のみの措置に
なります。母子家庭の方に関しては、支給要件に該当した時
点ですぐに請求してください。

父子家庭の方の経過措置

　児童扶養手当を受給するには、児童福祉課窓口（石橋庁舎１
階）に必要書類を添えて認定請求書を提出する必要があります。
　認定請求は必要書類がすべてそろった時点で受け付けし、請
求した翌月から認定になります。
●請求者及び児童の戸籍謄本又は抄本（発行後１か月以内）
●年金手帳
●所得証明書（扶養親族数、各種控除額が記載されているもの）
●請求者と児童の健康保険証
●養育費に関する文書（調停調書、公正証書、審判書など）　
●印鑑（ゴム印以外）
●請求者名義の預金通帳（ゆうちょ銀行の場合、振込み用の
　店名、預金種目、口座番号の記載のある通帳に限ります。）
※請求者の状況によって、必要書類に追加や変更があります。

　次のいずれかに該当する児童の父また
は母（以下、「保護者」といいます。）が、
児童を監護（監督保護）するとき、も
しくは保護者が監護しない場合において
は、保護者以外の方（祖父母など）が
当該児童を監護するときに、対象児童
が18歳に達した日から最初の3月31日ま
での期間、児童扶養手当を受け取るこ
とができます。
　これまでは母子家庭の方のみが対象
でしたが、法律の改正により8月1日
から父子家庭の方も対象になります。

○児童扶養手当とは

　市では、制度案内の個別通知等は
発送していません。（支給要件に該当
するかどうかの確認が取れないため）
　児童扶養手当の支給要件に該当す
る父子家庭の父や母子家庭の母、も
しくは父母のいない児童を監護してい
る養育者で、現在児童扶養手当を受
給していない方は、子育て支援グルー
プまでご連絡ください。

全 部 支 給 月額 4 1 , 7 2 0 円

月額 4 1 , 7 1 0 円

月額 5 , 0 0 0 円

月額 3 , 0 0 0 円

～ 9 , 8 5 0 円
一 部 支 給

加算額
2人目

3人目以降
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国民年金だより  
問い合わせ先 

栃木年金事務所 
市民課 40-5556

0282-22-6074、4134

あなたも国民年金を増やしませんか？　付加年金についてのご案内あなたも国民年金を増やしませんか？　付加年金についてのご案内

「消えた年金」問題　年金記録の回復が早くなります「消えた年金」問題　年金記録の回復が早くなります

●付加年金は、申し込みの日から加入となりま

す。

・付加年金は、老齢基礎年金と合わせて受給で

きる終身年金です。

・付加年金は定額のため、物価スライド（増額・

減額）はありません。

（注）老齢基礎年金を繰上げ・繰下げ請求した

場合は、付加年金も老齢基礎年金の減額率・

増額率に応じて減額・増額されます。

・国民年金基金に加入中の方は、付加年金に加

入することができません。

・付加保険料は、納付期限を過ぎると納付でき

ません。納付期限は翌月の末日（休日・祝日の

場合は翌営業日）です。

　加入を希望される方は、年金手帳と印鑑をお
持ちのうえ、各庁舎市民課へお越しください。

●第1号被保険者・任意加入被保険者が定額保

険料に付加保険料をプラスして納付すると、老

齢基礎年金に付加年金が上乗せされ支給される

制度です（厚生年金などの加入者や、その人に

扶養されている第3号被保険者は加入できませ

ん。なお、農業者年金に加入している人は必ず

納付しなければなりません。）。

　付加保険料は月額400円になり、受給額は
200円×付加保険料納付月数になります。
★例えば、65歳から受給した場合

付加保険料を10年間（120月）納付した場合は、

・付加保険料（納付額）は、

　400円×10年（120月）＝48,000円

・付加年金額（受給額）は、

　200円×10年（120月）＝24,000円（年額）

となり、付加年金を2年間受給すると納付した付

加保険料総額と同額になります。

　受給者の所得額によって手当額を決定
します。受給者及び扶養義務者（同居
の3親等以内の親族）の所得によって
は、手当額が全額支給停止になる場合
もあります。

　4月、8月、12月（原則20日）の3回、支

払月の前月分までを金融機関へ振り込み
ます。ただし、支払日が土日祝日にあた
る場合は、その前の営業日になります。
　※父子家庭の方の最初の支給は、
12月になります。

3．国民年金　～2年以下の記録もれ～
・保険料納付記録がもれていると思われる期間

が2年以下であって、その他の期間は納付済み

であるなどの一定の条件を満たす場合

　このほかにも、確定申告の控えが残っている

場合や、お勤めの事業所が廃止された後に厚

生年金の加入記録がさかのぼって変更されてい

る場合などの回復基準があります。

　詳しくは、栃木年金事務所に問い合わせくだ

さい。

　次の基準の当てはまる方は、年金記録第三者

委員会で審議することなく、年金事務所の調査

で、記録を回復できます。

　年金事務所で迅速に記録を回復できる基準
が次のとおり追加されました
1.厚生年金　～標準報酬月額の改ざんの疑い～
・6か月以上さかのぼって標準報酬月額が大きく

引き下げられている記録が、事実に反していると

疑われるなどの条件を満たす場合

2.厚生年金　～脱退手当金の誤った支給記録～
・昭和49年まで発行されていた厚生年金の被保

険者証に、脱退手当金を支給した表示（　脱　）

がないなどの条件を満たす場合

・脱退手当金の支給日より前にその計算基礎にさ

れていない厚生年金の期間があるなどの条件を

満たす場合

平成22年8月1日から父子家庭のみなさまにも児童扶養手当が支給されます！

問い合わせ先 児童福祉課子育て支援グループ 　 52-1114

手当額と支給時期

●父母が婚姻を解消した児童
●父母が一定以上の障害の状態にある児童
●父母の生死が明らかでない児童
●父母に引き続き１年以上遺棄されている児童
●父母が法令により１年以上拘禁されている児童
●父母が死亡した児童
●母が婚姻によらないで懐胎した児童
●母が婚姻によらないで懐胎したか明らかでない児童
☆ただし、年金（老齢福祉年金以外のもの）を受給している（請
求すれば受給できる場合を含みます）場合や、事実婚（いわ
ゆる内縁の関係）に該当する場合は、請求を受付できません。
　また、手当受給中に年金受給開始や事実婚に該当した場合
は、その時点で受給資格がなくなります。

支給要件

認定請求

　父子家庭の方については、平成22年8月1日から受給対象に
なることに伴い、認定請求に関する経過措置が設けられます。
●すでに父子家庭としての支給要件に該当している方は、平成
22年8月1日よりも前に認定請求ができます。
●平成22年11月30日までに認定請求を提出していただくと、
次の取扱いになります。
・平成22年7月31日までに支給要件に該当している方→8月分か
ら支給されます。
・平成22年8月1日以降、11月30日までに支給要件に該当した
方→要件に該当した日の翌月から支給されます。
※11月30日を過ぎると、認定請求の翌月からの支給になります。

※経過措置は、制度改正に伴う父子家庭の方のみの措置に
なります。母子家庭の方に関しては、支給要件に該当した時
点ですぐに請求してください。

父子家庭の方の経過措置

　児童扶養手当を受給するには、児童福祉課窓口（石橋庁舎１
階）に必要書類を添えて認定請求書を提出する必要があります。
　認定請求は必要書類がすべてそろった時点で受け付けし、請
求した翌月から認定になります。
●請求者及び児童の戸籍謄本又は抄本（発行後１か月以内）
●年金手帳
●所得証明書（扶養親族数、各種控除額が記載されているもの）
●請求者と児童の健康保険証
●養育費に関する文書（調停調書、公正証書、審判書など）　
●印鑑（ゴム印以外）
●請求者名義の預金通帳（ゆうちょ銀行の場合、振込み用の
　店名、預金種目、口座番号の記載のある通帳に限ります。）
※請求者の状況によって、必要書類に追加や変更があります。

　次のいずれかに該当する児童の父また
は母（以下、「保護者」といいます。）が、
児童を監護（監督保護）するとき、も
しくは保護者が監護しない場合において
は、保護者以外の方（祖父母など）が
当該児童を監護するときに、対象児童
が18歳に達した日から最初の3月31日ま
での期間、児童扶養手当を受け取るこ
とができます。
　これまでは母子家庭の方のみが対象
でしたが、法律の改正により8月1日
から父子家庭の方も対象になります。

○児童扶養手当とは

　市では、制度案内の個別通知等は
発送していません。（支給要件に該当
するかどうかの確認が取れないため）
　児童扶養手当の支給要件に該当す
る父子家庭の父や母子家庭の母、も
しくは父母のいない児童を監護してい
る養育者で、現在児童扶養手当を受
給していない方は、子育て支援グルー
プまでご連絡ください。

全 部 支 給 月額 4 1 , 7 2 0 円

月額 4 1 , 7 1 0 円

月額 5 , 0 0 0 円

月額 3 , 0 0 0 円

～ 9 , 8 5 0 円
一 部 支 給

加算額
2人目

3人目以降
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保　健　メ　モ　　7月号　　　7月16日→8月13日

月　　日　　　内　　　　　容　　受付時間　　　　　対　　象　　者　　　　 場 　所
7月21日（水）
7月26日（月）

7月28日（水）

8月 3日（火）

8月 6日（金）

8月 8日（日）

8月10日（火）

8月11日（水）

8月13日（金）

10：00～11：30
13：00～14：00

8：20～10：00

13：15～13：30

9：45～10：00

9：15～ 9：30

9：45～10：00

13：30～14：00

13：00～14：00

9：45～10：00

きらら館

ゆうゆう館

きらら館

きらら館

ゆうゆう館

ゆうゆう館

南河内公民館

ゆうゆう館平成21年1月生

事前申し込み必要8：20～10：00

8：20～10：00 事前申し込み必要

平成19年5月生

特定健診
がん検診
ヤング検診

特定健診
がん検診
ヤング検診

1歳6か月児健診

ポピーくらぶ

ポピーくらぶ

8月 2日（月）

ポピーくらぶ

ポリオ

問い合わせ先 健康増進課 　 52-1116

問い合わせ先 

52-1116
健康増進課

社会福祉課 　 52-1112

問い合わせ先 

52-1116
健康増進課

問い合わせ先 健康増進課 　 52-1116

申し込み・問い合わせ先 

8020達成者を募集します
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フレッシュパパママ教室
　レッスン２

フレッシュパパママ教室
　レッスン２

ポピーくらぶ
4か月児健診

就園前のお子さん
平成22年3月生

事前申し込み必要

事前申し込み必要

事前申し込み必要

7月29日（木）
特定健診
がん検診
ヤング検診

ゆうゆう館

ゆうゆう館

ゆうゆう館

ゆうゆう館

ゆうゆう館

3歳児健診 13：00～14：00

8か月～1歳6か月のお子さん
リトミックを行います

生後３か月～９０か月までのお子さ
んで２回接種していない方

1歳6か月～就園前のお子さん
リトミックを行います

8か月～就園前のお子さん
リトミックを行います

子宮頸がん個別検診のご案内子宮頸がん個別検診のご案内子宮頸がん個別検診のご案内子宮頸がん個別検診のご案内子宮頸がん個別検診のご案内

●実施時期　６月１日～平成２３年２月２８日

●応募資格
　満80歳以上で自分の歯が20本以上ある方
   （過去の表彰者は応募できません）

●事前審査
　①歯科医院での診査（無料）
　　小山歯科医師会会員の歯科医院に限る　
　　実施期間　7月1日（木）～8月7日（土）
　②保健福祉センター　きらら館
　　実施日　7月28日（水）午後2時～3時受付
　　（7月23日（金）までにきらら館に事前申し込
     みをしてください。）

　個別検診をご希望の方は、下記の医療機関に直接予約申し込みの上、
受診してください。※木村婦人科医院は、予約の必要がありません。

※６月上旬に「女性特有のがん検診のクーポン」対象者に送付しました
医療機関案内のクララクリニックの電話番号に間違いがありました。

日本脳炎予防接種の
お知らせ

　平成１７年から接種を控える
ことになっておりましたが、厚生
労働省の指導により平成２２年
度は３歳になる方（平成１９年４
月１日～平成２０年３月３１日生）
のみ初回接種の案内をすること
になりました。
　対象児には、３歳児健診時に
予診票をお渡ししますので、指
定医療機関でお受けください。
　生後９０か月に至るまでの方
は無料で接種できます。３歳児
以外の対象児で接種をご希望の
方は、健康増進課までご連絡く
ださい。

●相談日（平成２２年度の日程）
　7月20日（火）、  8月17日（火）、9月14日（火）、10月5日（火）、
　11月9日（火）、12月7日（火）、平成23年1月11日（火）、
　  2月8日（火）、    3月1日（火）（月１回開催予定）
　午後1時30分～3時30分
●場　所　　保健福祉センターきらら館
●相談員　　精神科医　●料　金　　無料です
※予約制となりますので、事前にご連絡をお願いします。

　ストレス社会と言われる現代社会では、「こころの健康」が大きな社

会問題としてクローズアップされています。

　心の病気といっても、「こころのカゼ」と言われる「うつ病」等いろ

いろありますが「眠れない、食欲が落ちた、体や頭が重い」など、誰

にも相談できずにつらい思いをしている方はいませんか？また、精神疾

患によるつらさ・悩みを抱え込んでしまっているご本人・ご家族の方は

いませんか？

　市では、精神科医が対応する「こころの健康相談」を実施します。

相談することで、今のつらさが少しでも軽くなればと思います。

ぜひ、ご利用ください。

薬物乱用防止広報車
「きらきら号」が
エコライフまつりに
やってきます

　一人でも多くの児童に、また
大人にも薬物乱用の本当の恐ろ
しさを伝えるため、薬物乱用防
止広報車「きらきら号」（栃木
県警察本部少年課）がエコラ
イフまつりにやってきます。
　きらきら号の中に入り、覚せ
い剤や大麻など薬物の標本や
パネル写真等を見学したり、パ
ソコンを使ってクイズに挑戦しま
しょう。

●日時　7月17日（土）午後
　　　　2時30分～4時30分（予定）
●場所　祇園原公園
　　　　「エコライフまつり」会場
※エコライフまつりについてはP32
もご覧ください。

「こころの健康相談」開催のお知らせ「こころの健康相談」開催のお知らせ「こころの健康相談」開催のお知らせ「こころの健康相談」開催のお知らせ「こころの健康相談」開催のお知らせ「こころの健康相談」開催のお知らせ「こころの健康相談」開催のお知らせ

8020達成者を募集します
  満80歳以上でご自分の歯が20本以上ある方を表彰します

（小山歯科医師会が該当者を募集し、表彰します）

※応募いただいた方には、①または②のどちらかで事前
　審査を受けていただきます。詳細は健康増進課まで
　お問い合わせください。

検　査　名 対　象　者 個人負担金 検　査　内　容

子宮頸がん検診 20歳以上の女性 無料 ・問診・視診・内診
・子宮頸部細胞診

石橋総合病院
木村クリニック
中央クリニック
木村婦人科医院
クララクリニック

石橋628
祇園1-7-7
薬師寺3154-2
壬生町壬生甲2349
壬生町壬生甲3312-1

（53）1134
（44）8211
（40）1121
0282（82）6136
0282（83）1311

医　療　機　関　名　　　　　　  住　　　所　　　　　　　電話番号
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Health InformationHealth Information

保　健　メ　モ　　7月号　　　7月16日→8月13日

月　　日　　　内　　　　　容　　受付時間　　　　　対　　象　　者　　　　 場 　所
7月21日（水）
7月26日（月）

7月28日（水）

8月 3日（火）

8月 6日（金）

8月 8日（日）

8月10日（火）

8月11日（水）

8月13日（金）

10：00～11：30
13：00～14：00

8：20～10：00

13：15～13：30

9：45～10：00

9：15～ 9：30

9：45～10：00

13：30～14：00

13：00～14：00

9：45～10：00

きらら館

ゆうゆう館

きらら館

きらら館

ゆうゆう館

ゆうゆう館

南河内公民館

ゆうゆう館平成21年1月生

事前申し込み必要8：20～10：00

8：20～10：00 事前申し込み必要

平成19年5月生

特定健診
がん検診
ヤング検診

特定健診
がん検診
ヤング検診

1歳6か月児健診

ポピーくらぶ

ポピーくらぶ

8月 2日（月）

ポピーくらぶ

ポリオ

問い合わせ先 健康増進課 　 52-1116

問い合わせ先 

52-1116
健康増進課

社会福祉課 　 52-1112

問い合わせ先 

52-1116
健康増進課

問い合わせ先 健康増進課 　 52-1116

申し込み・問い合わせ先 

8020達成者を募集します
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フレッシュパパママ教室
　レッスン２

フレッシュパパママ教室
　レッスン２

ポピーくらぶ
4か月児健診

就園前のお子さん
平成22年3月生

事前申し込み必要

事前申し込み必要

事前申し込み必要

7月29日（木）
特定健診
がん検診
ヤング検診

ゆうゆう館

ゆうゆう館

ゆうゆう館

ゆうゆう館

ゆうゆう館

3歳児健診 13：00～14：00

8か月～1歳6か月のお子さん
リトミックを行います

生後３か月～９０か月までのお子さ
んで２回接種していない方

1歳6か月～就園前のお子さん
リトミックを行います

8か月～就園前のお子さん
リトミックを行います

子宮頸がん個別検診のご案内子宮頸がん個別検診のご案内子宮頸がん個別検診のご案内子宮頸がん個別検診のご案内子宮頸がん個別検診のご案内

●実施時期　６月１日～平成２３年２月２８日

●応募資格
　満80歳以上で自分の歯が20本以上ある方
   （過去の表彰者は応募できません）

●事前審査
　①歯科医院での診査（無料）
　　小山歯科医師会会員の歯科医院に限る　
　　実施期間　7月1日（木）～8月7日（土）
　②保健福祉センター　きらら館
　　実施日　7月28日（水）午後2時～3時受付
　　（7月23日（金）までにきらら館に事前申し込
     みをしてください。）

　個別検診をご希望の方は、下記の医療機関に直接予約申し込みの上、
受診してください。※木村婦人科医院は、予約の必要がありません。

※６月上旬に「女性特有のがん検診のクーポン」対象者に送付しました
医療機関案内のクララクリニックの電話番号に間違いがありました。

日本脳炎予防接種の
お知らせ

　平成１７年から接種を控える
ことになっておりましたが、厚生
労働省の指導により平成２２年
度は３歳になる方（平成１９年４
月１日～平成２０年３月３１日生）
のみ初回接種の案内をすること
になりました。
　対象児には、３歳児健診時に
予診票をお渡ししますので、指
定医療機関でお受けください。
　生後９０か月に至るまでの方
は無料で接種できます。３歳児
以外の対象児で接種をご希望の
方は、健康増進課までご連絡く
ださい。

●相談日（平成２２年度の日程）
　7月20日（火）、  8月17日（火）、9月14日（火）、10月5日（火）、
　11月9日（火）、12月7日（火）、平成23年1月11日（火）、
　  2月8日（火）、    3月1日（火）（月１回開催予定）
　午後1時30分～3時30分
●場　所　　保健福祉センターきらら館
●相談員　　精神科医　●料　金　　無料です
※予約制となりますので、事前にご連絡をお願いします。

　ストレス社会と言われる現代社会では、「こころの健康」が大きな社

会問題としてクローズアップされています。

　心の病気といっても、「こころのカゼ」と言われる「うつ病」等いろ

いろありますが「眠れない、食欲が落ちた、体や頭が重い」など、誰

にも相談できずにつらい思いをしている方はいませんか？また、精神疾

患によるつらさ・悩みを抱え込んでしまっているご本人・ご家族の方は

いませんか？

　市では、精神科医が対応する「こころの健康相談」を実施します。

相談することで、今のつらさが少しでも軽くなればと思います。

ぜひ、ご利用ください。

薬物乱用防止広報車
「きらきら号」が
エコライフまつりに
やってきます

　一人でも多くの児童に、また
大人にも薬物乱用の本当の恐ろ
しさを伝えるため、薬物乱用防
止広報車「きらきら号」（栃木
県警察本部少年課）がエコラ
イフまつりにやってきます。
　きらきら号の中に入り、覚せ
い剤や大麻など薬物の標本や
パネル写真等を見学したり、パ
ソコンを使ってクイズに挑戦しま
しょう。

●日時　7月17日（土）午後
　　　　2時30分～4時30分（予定）
●場所　祇園原公園
　　　　「エコライフまつり」会場
※エコライフまつりについてはP32
もご覧ください。

「こころの健康相談」開催のお知らせ「こころの健康相談」開催のお知らせ「こころの健康相談」開催のお知らせ「こころの健康相談」開催のお知らせ「こころの健康相談」開催のお知らせ「こころの健康相談」開催のお知らせ「こころの健康相談」開催のお知らせ

8020達成者を募集します
  満80歳以上でご自分の歯が20本以上ある方を表彰します

（小山歯科医師会が該当者を募集し、表彰します）

※応募いただいた方には、①または②のどちらかで事前
　審査を受けていただきます。詳細は健康増進課まで
　お問い合わせください。

検　査　名 対　象　者 個人負担金 検　査　内　容

子宮頸がん検診 20歳以上の女性 無料 ・問診・視診・内診
・子宮頸部細胞診

石橋総合病院
木村クリニック
中央クリニック
木村婦人科医院
クララクリニック

石橋628
祇園1-7-7
薬師寺3154-2
壬生町壬生甲2349
壬生町壬生甲3312-1

（53）1134
（44）8211
（40）1121
0282（82）6136
0282（83）1311

医　療　機　関　名　　　　　　  住　　　所　　　　　　　電話番号
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　5月10日（月）、国分寺公民館において、市民憲章に

ある「自然を大切にし、みどりあふれる美しいまちをつく

ります」を目指し、市自治会連絡協議会、商工会、学校

関係者及び緑化ボランティア団体が構成員となり、「下野

市緑化推進委員会」が設立されました。

　設立総会では、下野市長、栃木県県南環境森林事

務所長、栃木県緑化推進委員会理事長が出席し、15

名の委員が選任され、平成22年度の事業計画や予算

が承認されました。会長には下野市自治会連絡協議

会会長の倉井徳勇氏が就任しました。

　また、設立総会の後、天平の丘公園において、シ

ダレザクラの記念植樹が行われました。

　第4回Shimotsuke－CityCup少年サッカー大
会が5月１・２日に開催され、Ｕ－12の部において
下野FCレッドスターが24チーム中見事優勝する
ことができました。
メンバー
凱 渡・尚弥・
遼太郎・捷馬・
拓 也・優真・
功 稀・慧惟・
悠希・暉尊・
勇太・智・豪裕・
拓 海・真吾・
健太郎

SHIMOTSUKE- CITY

まちの話題
百歳おめでとうございます 少年サッカー大会で優勝

　君塚　一三様（明治43年6月1日生、石橋在住）

が百歳を迎えられました。

　広瀬市長が訪問し祝詞とお祝いを手渡しました。

　いつまでもお元気でお過ごしください。

　4月29日（水）第29回栃木県空手道少年錬成大会
（栃木県空手道連盟主催教育委員会後援）が、県南
体育館で開催されました。優勝者と準優勝者は8月
7日～8日に東京武道館で行われる全日本少年少女
空手道選手権大会（文部科学省後援）に出場します。
　形の部：優勝　石井隼（緑小2年）、準優勝：
田中凱旋（吉田西小3年）、3位：塚田祥貴（祇
園小1年）・永山幹稀（祇園小2年）、4位：新井悠真
（国分寺小4年）、敢闘賞：諏訪部友希（祇園小2
年）、組手の部：準優勝　鏑木健輔（古山小2年）
＊一友会薬師
寺空手道クラ
ブ　薬師寺幼
稚園体育館内
の他、市内各
公共施設で稽
古しています。

スポーツ少年団竹の子クラブ
小学生が関東大会出場！！

しもつけ少年拳士大活躍！

　5月22日（土）、日光市で開催された小学生ソフトテ
ニス大会県予選会において、4年生以下の部で、
2ペアが予選会を突破し、7月3日（土）に茨城県神栖
市で行われる関東大会に出場することになりました。
男子の部
馬場祐希（薬師寺小4年）・野村晃生（吉田西小4年）
女子の部
飯塚柚稀（緑小4年）・溝口涼香（薬師寺小4年）
竹の子クラブ問い合わせ先　（代表）中西 090-9155-5212

下野市緑化推進委員会が設立

　第61回全国植樹祭（神奈川県秦野市：5月23

日開催）において、緑化功労者表彰式が行われ、

柴地区の大橋和子氏が「林野庁長官賞」を受賞さ

れました。

　大橋氏は、天平の丘公園を中心とする自然豊か

な平地林を後世に残そうと、下野市（旧国分寺町）

平地林を美しくする会会長として18年間の長きに

わたり、緑化活動の推進に貢献してこられた功績

を認められ表彰されたものです。

緑化功労者表彰で林野庁長官賞を受賞

　5月15日（土）、塩谷町総合公園において、「第48回栃

木県植樹祭」が開催されました。式典には市長、議長、

並びに市緑化推進委員等の関係者が参加しました。

　式典では、緑化推進を図るため結成しました市立国

分寺西小学校緑の少年団に栃木県緑化推進委員会長

から団旗が授与されました。

　なお、栃木県植樹祭の次回開催は下野市となってい

ます。

栃木県植樹祭が開催されました

（敬称略）

（敬称略） （敬称略）
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　5月10日（月）、国分寺公民館において、市民憲章に

ある「自然を大切にし、みどりあふれる美しいまちをつく

ります」を目指し、市自治会連絡協議会、商工会、学校

関係者及び緑化ボランティア団体が構成員となり、「下野

市緑化推進委員会」が設立されました。

　設立総会では、下野市長、栃木県県南環境森林事

務所長、栃木県緑化推進委員会理事長が出席し、15

名の委員が選任され、平成22年度の事業計画や予算

が承認されました。会長には下野市自治会連絡協議

会会長の倉井徳勇氏が就任しました。

　また、設立総会の後、天平の丘公園において、シ

ダレザクラの記念植樹が行われました。

　第4回Shimotsuke－CityCup少年サッカー大
会が5月１・２日に開催され、Ｕ－12の部において
下野FCレッドスターが24チーム中見事優勝する
ことができました。
メンバー
凱 渡・尚弥・
遼太郎・捷馬・
拓 也・優真・
功 稀・慧惟・
悠希・暉尊・
勇太・智・豪裕・
拓 海・真吾・
健太郎

SHIMOTSUKE- CITY

まちの話題
百歳おめでとうございます 少年サッカー大会で優勝

　君塚　一三様（明治43年6月1日生、石橋在住）

が百歳を迎えられました。

　広瀬市長が訪問し祝詞とお祝いを手渡しました。

　いつまでもお元気でお過ごしください。

　4月29日（水）第29回栃木県空手道少年錬成大会
（栃木県空手道連盟主催教育委員会後援）が、県南
体育館で開催されました。優勝者と準優勝者は8月
7日～8日に東京武道館で行われる全日本少年少女
空手道選手権大会（文部科学省後援）に出場します。
　形の部：優勝　石井隼（緑小2年）、準優勝：
田中凱旋（吉田西小3年）、3位：塚田祥貴（祇
園小1年）・永山幹稀（祇園小2年）、4位：新井悠真
（国分寺小4年）、敢闘賞：諏訪部友希（祇園小2
年）、組手の部：準優勝　鏑木健輔（古山小2年）
＊一友会薬師
寺空手道クラ
ブ　薬師寺幼
稚園体育館内
の他、市内各
公共施設で稽
古しています。

スポーツ少年団竹の子クラブ
小学生が関東大会出場！！

しもつけ少年拳士大活躍！

　5月22日（土）、日光市で開催された小学生ソフトテ
ニス大会県予選会において、4年生以下の部で、
2ペアが予選会を突破し、7月3日（土）に茨城県神栖
市で行われる関東大会に出場することになりました。
男子の部
馬場祐希（薬師寺小4年）・野村晃生（吉田西小4年）
女子の部
飯塚柚稀（緑小4年）・溝口涼香（薬師寺小4年）
竹の子クラブ問い合わせ先　（代表）中西 090-9155-5212

下野市緑化推進委員会が設立

　第61回全国植樹祭（神奈川県秦野市：5月23

日開催）において、緑化功労者表彰式が行われ、

柴地区の大橋和子氏が「林野庁長官賞」を受賞さ

れました。

　大橋氏は、天平の丘公園を中心とする自然豊か

な平地林を後世に残そうと、下野市（旧国分寺町）

平地林を美しくする会会長として18年間の長きに

わたり、緑化活動の推進に貢献してこられた功績

を認められ表彰されたものです。

緑化功労者表彰で林野庁長官賞を受賞

　5月15日（土）、塩谷町総合公園において、「第48回栃

木県植樹祭」が開催されました。式典には市長、議長、

並びに市緑化推進委員等の関係者が参加しました。

　式典では、緑化推進を図るため結成しました市立国

分寺西小学校緑の少年団に栃木県緑化推進委員会長

から団旗が授与されました。

　なお、栃木県植樹祭の次回開催は下野市となってい

ます。

栃木県植樹祭が開催されました

（敬称略）

（敬称略） （敬称略）
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Let's  SPORTSLet's  SPORTS
下野市でキンボールを開催します

非核平和をすすめる会　7月の催し

　来る平成23年11月5日（土）から8日（火）の4日間、栃木県を会
場に全国規模のスポーツ・レクリエーション活動の祭典、第24回全国
スポーツ・レクリエーション祭「スポレク“エコとちぎ”2011」が開催
されます。 
　この大会は、広く国民にスポーツ・レクリエーション活動を全国的な
規模で実践する場を提供することにより、国民一人ひとりのスポーツ・
レクリエーション活動への参加意欲を喚起し、国民の生涯を通じたス
ポーツ・レクリエーション活動の振興に資することが目的です。 そし
て、栃木県では、全国から集う参加者と県民との交流により、誰もが
気軽に楽しめるスポーツ・レクリエーション活動の振興を図り、生涯に
わたる豊かなスポーツライフの実現をめざす祭典にする予定です。
　また、下野市においては、
フリー参加種目として「キン
ボール」を開催予定です。
「オムニキン」というかけ
声の 「オムニ」とは、すべ
てのという意味。「キン」
はキネスシス（運動感性）
の略語。いわば「すべての
人が楽しめるスポーツ」と
いう造語です。

ころび方教室の開催

　高齢者の転倒時に一番多く発生する骨折
は、前方への転倒による上肢（腕）であり、
次に多いのが側方（横側）への転倒によ
る大腿骨頸部（太もものつけね）の骨折で
す。骨折を予防するには、骨を強くし、転
倒を防止するトレーニングのほかに、ころび
方によっても防ぐことができます。転倒時
の防御動作としての「ころび方」を習得し、
ころぶことへの恐怖心を取り除いて高齢期
の怪我の軽減に備えてみませんか。
●主催　下野市体育協会柔道部
●講師　倉井整骨院院長　倉井洋治先生
●日時　 7月27日、8月3日・10日・17日・
24日（毎週火曜日　全5回）　午後8時から
●場所　国分寺中学校体育館　剣道場　
●対象　成人　●定員　15名　●参加費
600円（保険代）　●申し込み・問い合わ
せ先　下野市体育協会柔道部　担当　若林
☎090-1767-3253　7月9日（金）までに（定
員まで随時受付）

柔道スポーツ少年団の活動紹介

　私達は、少年少女の健全な発育を図る
ものとして、有段者師範の指導のもと幼稚
園生から小学生までの部員により、柔道
の稽古を行っています。入門希望者は、最
寄りの柔道部（会）までご連絡ください。
●南河内柔道部
　連絡先：古谷 明　　☎48-1129
●国分寺柔道会
　連絡先：荒井 薫　　☎44-9799
●石橋柔道会
　連絡先：斎藤 通孝　☎53-8577
　部員（小学生）随時募集、見学歓迎
●交流試合・大会
　下野市長杯を毎年12月に実施。小山近
隣市町村少年柔道練成大会、春季・秋季
に実施。他、小山北ロータリークラブ大
会、整復師大会等に参加。

第5回下野市民硬式卓球大会兼
県民スポーツ選考会開催

　下野市卓球の技術レベル向上と卓球愛好者の親睦を目的に開催します。
●主催　下野市体育協会卓球部　●日時　8月22日（日）午前8時30
分集合、9時開始　●場所　石橋体育センター　●参加対象　小学3
年生以上の学生、在住在勤の一般社会人　●種目　①ジュニア男子Ｓ
（～中学２年）、②ジュニア女子Ｓ（～中学２年）、③一般男子Ｓ（中学３年
以上）、④一般女子Ｓ（中学３年以上）、⑤壮年男子Ｓ（40才以上）、⑥家庭
婦人Ｓ（35才以上）　※申込者が最低人数に達しない場合、種目変更・
男女混合もあります。●試合方法　硬式：5セットマッチ（11本）予選リー
グ・決勝トーナメント　●参加費　ジュニア　１人300円（保険料等を
含む）、一般/壮年/家庭婦人　１人500円（保険料等を含む）、当日
会場受付で徴収します。　●申し込み　7月12日（月）午前9時から8月
6日（金）午後5時まで、各地区体育センター窓口に申し込んでください。
・スポーツ振興課（スポーツ交流館内）・南河内体育センター・国分
寺海洋センター
※参加申込書は各地区体育センター窓口に用意してあります。※電話で
の受付は行いません。　●その他　キャンセルは8月6日（金）午後５
時までとします。卓球ラケット、体育館シューズは各自ご用意ください。
●問い合わせ　下野市体育協会卓球部　理事長　水越　健次　
☎44-2382　22:00 ～ 24:00でお願いします。
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　栃木県消費者リーダー養成講座修了
生が加入する消費者団体です。
　消費生活に関する必要な知識を習得す
るとともに消費者啓発活動に積極的に取
り組むことにより地域における消費生活
の安定及び向上を図ることを目的として
います。
　消費者被害防止啓発活動として、高齢
者向けの寸劇による出前講座を実施して
います。
　平成22年度から、市内小・中学校で
の児童消費者金融教育講座における寸
劇を実施し、日々活動盛んな団体です。

　690万筆余の「核兵器のない世界」を要請する
署名（本会が下野市で集めた2,653筆を含む）は、
ニューヨーク国連本部で開かれている核不拡散条
約（NPT）再検討会議議長のカバクチュランさんと
ドアルテ国連軍縮担当代表に5月2日届けられまし
た。カバクチュラン議長は会議の開会冒頭、「昨日
署名を受け取った」、「市民社会の熱意に私たちは
こたえなければならない」と発言しました。
　このNPT再検討会議は5月28日までの会期です
が、今その第一委員会で、核廃絶の工程表の作成、
第二委員会でイスラエルと北朝鮮の加入をいかに図
るかで討議が重ねられています。
　日本からの1,500人の訪米団（栃木県6名）は2日の
署名提出に先立ち、マンハッタンで署名を集め、午
後からはタイムズスクエアから国連本部まで行進、こ
れは世界各国から今回の要請に集まった人やニュー
ヨーカーまで1.5万人の大パレードになりました。
　今回の署名にご協力いただいた市民の皆さん、
ありがとうございました。これからも非核平和都市

宣言の下野市から核兵器のない平和な世界をめざし
ていきましょう。
　下野市で集めた署名は、現在発送中の物を加え
2,700筆を越えました。
　また、カンパは35,100円になりましたので、3万
円は不足していた栃木からの参加者の費用の一部
に、また残りは署名用紙とチラシ作成の費用に使わ
せていだだきました。

ノーモア広島･長崎、ノーモア被爆者
原爆と人間展

●日　時　７月24日（土）～27日（火）
　　　　　午前9時30分～午後6時
　　　　　（最終日は午後3時終了）
●場　所　石橋図書館　展示室
●内　容
　被爆者団体協議会のパネルの一部に長崎市
の資料と核のない世界実現の見通しを展示
※8月下旬には生涯学習情報センターにて同展
と講演会・上映会を予定

　現在の会員は41名です。養成講座を
受講し、消費生活リーダー協議会の会員
として活動してみませんか。
（事務局　生活安全課　☎40－5555）
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思いやりと交流で創る　新生文化都市
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Let's  SPORTSLet's  SPORTS
下野市でキンボールを開催します

非核平和をすすめる会　7月の催し

　来る平成23年11月5日（土）から8日（火）の4日間、栃木県を会
場に全国規模のスポーツ・レクリエーション活動の祭典、第24回全国
スポーツ・レクリエーション祭「スポレク“エコとちぎ”2011」が開催
されます。 
　この大会は、広く国民にスポーツ・レクリエーション活動を全国的な
規模で実践する場を提供することにより、国民一人ひとりのスポーツ・
レクリエーション活動への参加意欲を喚起し、国民の生涯を通じたス
ポーツ・レクリエーション活動の振興に資することが目的です。 そし
て、栃木県では、全国から集う参加者と県民との交流により、誰もが
気軽に楽しめるスポーツ・レクリエーション活動の振興を図り、生涯に
わたる豊かなスポーツライフの実現をめざす祭典にする予定です。
　また、下野市においては、
フリー参加種目として「キン
ボール」を開催予定です。
「オムニキン」というかけ
声の 「オムニ」とは、すべ
てのという意味。「キン」
はキネスシス（運動感性）
の略語。いわば「すべての
人が楽しめるスポーツ」と
いう造語です。

ころび方教室の開催

　高齢者の転倒時に一番多く発生する骨折
は、前方への転倒による上肢（腕）であり、
次に多いのが側方（横側）への転倒によ
る大腿骨頸部（太もものつけね）の骨折で
す。骨折を予防するには、骨を強くし、転
倒を防止するトレーニングのほかに、ころび
方によっても防ぐことができます。転倒時
の防御動作としての「ころび方」を習得し、
ころぶことへの恐怖心を取り除いて高齢期
の怪我の軽減に備えてみませんか。
●主催　下野市体育協会柔道部
●講師　倉井整骨院院長　倉井洋治先生
●日時　 7月27日、8月3日・10日・17日・
24日（毎週火曜日　全5回）　午後8時から
●場所　国分寺中学校体育館　剣道場　
●対象　成人　●定員　15名　●参加費
600円（保険代）　●申し込み・問い合わ
せ先　下野市体育協会柔道部　担当　若林
☎090-1767-3253　7月9日（金）までに（定
員まで随時受付）

柔道スポーツ少年団の活動紹介

　私達は、少年少女の健全な発育を図る
ものとして、有段者師範の指導のもと幼稚
園生から小学生までの部員により、柔道
の稽古を行っています。入門希望者は、最
寄りの柔道部（会）までご連絡ください。
●南河内柔道部
　連絡先：古谷 明　　☎48-1129
●国分寺柔道会
　連絡先：荒井 薫　　☎44-9799
●石橋柔道会
　連絡先：斎藤 通孝　☎53-8577
　部員（小学生）随時募集、見学歓迎
●交流試合・大会
　下野市長杯を毎年12月に実施。小山近
隣市町村少年柔道練成大会、春季・秋季
に実施。他、小山北ロータリークラブ大
会、整復師大会等に参加。

第5回下野市民硬式卓球大会兼
県民スポーツ選考会開催

　下野市卓球の技術レベル向上と卓球愛好者の親睦を目的に開催します。
●主催　下野市体育協会卓球部　●日時　8月22日（日）午前8時30
分集合、9時開始　●場所　石橋体育センター　●参加対象　小学3
年生以上の学生、在住在勤の一般社会人　●種目　①ジュニア男子Ｓ
（～中学２年）、②ジュニア女子Ｓ（～中学２年）、③一般男子Ｓ（中学３年
以上）、④一般女子Ｓ（中学３年以上）、⑤壮年男子Ｓ（40才以上）、⑥家庭
婦人Ｓ（35才以上）　※申込者が最低人数に達しない場合、種目変更・
男女混合もあります。●試合方法　硬式：5セットマッチ（11本）予選リー
グ・決勝トーナメント　●参加費　ジュニア　１人300円（保険料等を
含む）、一般/壮年/家庭婦人　１人500円（保険料等を含む）、当日
会場受付で徴収します。　●申し込み　7月12日（月）午前9時から8月
6日（金）午後5時まで、各地区体育センター窓口に申し込んでください。
・スポーツ振興課（スポーツ交流館内）・南河内体育センター・国分
寺海洋センター
※参加申込書は各地区体育センター窓口に用意してあります。※電話で
の受付は行いません。　●その他　キャンセルは8月6日（金）午後５
時までとします。卓球ラケット、体育館シューズは各自ご用意ください。
●問い合わせ　下野市体育協会卓球部　理事長　水越　健次　
☎44-2382　22:00 ～ 24:00でお願いします。
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　栃木県消費者リーダー養成講座修了
生が加入する消費者団体です。
　消費生活に関する必要な知識を習得す
るとともに消費者啓発活動に積極的に取
り組むことにより地域における消費生活
の安定及び向上を図ることを目的として
います。
　消費者被害防止啓発活動として、高齢
者向けの寸劇による出前講座を実施して
います。
　平成22年度から、市内小・中学校で
の児童消費者金融教育講座における寸
劇を実施し、日々活動盛んな団体です。

　690万筆余の「核兵器のない世界」を要請する
署名（本会が下野市で集めた2,653筆を含む）は、
ニューヨーク国連本部で開かれている核不拡散条
約（NPT）再検討会議議長のカバクチュランさんと
ドアルテ国連軍縮担当代表に5月2日届けられまし
た。カバクチュラン議長は会議の開会冒頭、「昨日
署名を受け取った」、「市民社会の熱意に私たちは
こたえなければならない」と発言しました。
　このNPT再検討会議は5月28日までの会期です
が、今その第一委員会で、核廃絶の工程表の作成、
第二委員会でイスラエルと北朝鮮の加入をいかに図
るかで討議が重ねられています。
　日本からの1,500人の訪米団（栃木県6名）は2日の
署名提出に先立ち、マンハッタンで署名を集め、午
後からはタイムズスクエアから国連本部まで行進、こ
れは世界各国から今回の要請に集まった人やニュー
ヨーカーまで1.5万人の大パレードになりました。
　今回の署名にご協力いただいた市民の皆さん、
ありがとうございました。これからも非核平和都市

宣言の下野市から核兵器のない平和な世界をめざし
ていきましょう。
　下野市で集めた署名は、現在発送中の物を加え
2,700筆を越えました。
　また、カンパは35,100円になりましたので、3万
円は不足していた栃木からの参加者の費用の一部
に、また残りは署名用紙とチラシ作成の費用に使わ
せていだだきました。

ノーモア広島･長崎、ノーモア被爆者
原爆と人間展

●日　時　７月24日（土）～27日（火）
　　　　　午前9時30分～午後6時
　　　　　（最終日は午後3時終了）
●場　所　石橋図書館　展示室
●内　容
　被爆者団体協議会のパネルの一部に長崎市
の資料と核のない世界実現の見通しを展示
※8月下旬には生涯学習情報センターにて同展
と講演会・上映会を予定

　現在の会員は41名です。養成講座を
受講し、消費生活リーダー協議会の会員
として活動してみませんか。
（事務局　生活安全課　☎40－5555）
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下野薬師寺歴史館夏休み企画
「ミニはにわ・まがたま」を作ろう！

下野薬師寺歴史館だより
下野市の古墳を勉強しよう！
下野薬師寺歴史館だより

「ベニバナ染めをしよう」
下野薬師寺歴史館体験イベント

夏休み歴史講座 平成22年度文化財絵画展募集

　下野薬師寺歴史館では、夏休み期間中、古墳か
ら出てきた、「はにわ」や「まがたま」などを簡単
にオーブン粘土で作れる体験講座を開催します。
8色のカラー粘土を
使ってオリジナルの「ミ
ニはにわ」や「まが
たま」を作ってみませ
んか？皆さまのご参加
をお待ちしています。

●場　　所
●日　　時
　
●休 館 日
●所要時間
●参 加 費
●受付人数

下野薬師寺歴史館
7月10日（土）～8月29日（日）
午前10時～午後3時
毎週月曜日・第3火曜日
約2時間
100円
1回で5名の受付まで

●日　　時
●会　　場
●対　　象
●人　　数
●内　　容
　

●申し込み

8月1日（日）午前10時～正午まで
下野薬師寺歴史館（薬師寺1636）
市内の小学6年生
10名　※親子での参加も可
市内の歴史・史跡・遺跡について説明
薬師寺・御鷲山古墳見学
出土遺物を使って体験学習

（みる・さわる・考える）
出土瓦などの拓本をとってみる
歴史に関する夏休みの宿題相談 など
7月15日（木）午前10時から下野薬師
寺歴史館（☎47-3121）で電話で申し
込みを受け付けます。　※定員になり
しだい締め切ります。

問い合わせ先 下野薬師寺歴史館　   47-3121

●場　　所
●日　　時
　

●休 館 日
●入 場 料

下野薬師寺歴史館
7月10日（土）～8月29日（日）
午前9時～午後5時（最終入館午後
4時30分）
毎週月曜日・第3火曜日
無料

●応募期間
●応募方法

●応募対象
●規　　格

●展示期間
●展示場所
●賞　　品
●返却方法
　　　

9月1日（水）～9月8日（水）
応募作品は下野薬師寺歴史館に持参
するか郵送すること。
小学生、中学生、一般
・用紙：画用紙
・サイズ：八つ切り（380mm×270mm）
・画材：自由
・作品裏に住所・氏名・画題を明記
すること。
9月11日（土）～10月11日（月）
下野薬師寺歴史館
応募者全員に参加賞を贈呈
応募作品は10月20日（水）～27日（水）

（歴史館開館時間午前9時～午後4 時
30分。なお休館日は、毎週月曜日になり
ます。）に来館の上、返却を受けること。
市内児童・生徒の作品は、学校単位
で返却します。

問い合わせ先 下野薬師寺歴史館　   47-3121

問い合わせ先 下野薬師寺歴史館　   47-3121 問い合わせ先 下野薬師寺歴史館　   47-3121

　下野市内の史跡や文化財に
ついて学ぶ講座を開催します！
　話しを聞くだけでなく、遺跡
から見つかった本物の土器を
触ったり、体験をとおして下野
市の歴史を学ぶことができま
す。この機会にしか触れること
のできない貴重なものもありま
すので、ぜひご参加ください。

　下野薬師寺歴史館では、
夏休み期間中、下野市内の
古墳の場所や、古墳の歴史･
成り立ちなどを簡単に説明し
た資料を掲示します。実際に
古墳から出てきた「まがた
ま」や「大刀」などの展示も
あわせてご覧いただけます。
　夏休みに意外と身近にある古墳の勉強をしてみる
のはいかがでしょうか？皆さまのご来館をお待ちして
います。

テーマ「下野薬師寺跡に関連する文化財」

第28回企画展「トリックアート」展 グリムの森でネイチャーゲームをしよう【夏】

●日　時
　
●場　所
●入場料

7月31日（土）～8月22日（日）
午前9時から午後5時まで。火曜休館
グリムの館 多目的ホール
おとな500円、こども（中学生以下）300円

問い合わせ先 （財）グリムの里いしばし　   52-1120

●日　時
　
●場　所
●参加料

●定　員
●その他

7月25日（日）
午前10時から正午まで
グリムの森
無料ですが、事前にグリムの館へ申し
込んでください。
30名
バンダナを1枚持ってきてください。
雨天決行です。

問い合わせ先 （財）グリムの里いしばし　   52-1120

　見て、触って、写真を撮って楽しめる、不思議な
展覧会です。

●対　象　市内小学校5年生以上（定員25名）
●参加料　500円（材料代）
◆紅花摘み体験◆
　・日時　 7月17日（土）午前9時～10時
　・場所　 下野薬師寺歴史館
　・講師　 文化課職員
◆紅花染め体験◆
　・日時　 8月21日（土）午前9時～正午
　・場所　国分寺公民館
　・講師　日下田　正 先生　大河原　陽 先生

●下野市内で栽培した紅花を使用してハンカチの紅花
染めを作ります。
●染色液で服が汚れる可能性があります。当日は汚れ
てもよい服装でお願いします。
●小学生が対象ですが、一般の方の参加も可能です。
※2回とも参加できることが条件です。
●申し込み
事前に電話でお申し込みください。申し込み開始は７月
１日（木）から　☎52-1120（文化課）
※定員になり次第、締め切ります。

あれ？額から絵が飛び出した!?

夏休みのイベントがた
くさん！

自由研究の課題にいかがですか！

問い合わせ先 文化課　   52-1120
下野薬師寺歴史館　   47-3121
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下野市の古墳を勉強しよう！
下野薬師寺歴史館だより

「ベニバナ染めをしよう」
下野薬師寺歴史館体験イベント

夏休み歴史講座 平成22年度文化財絵画展募集

　下野薬師寺歴史館では、夏休み期間中、古墳か
ら出てきた、「はにわ」や「まがたま」などを簡単
にオーブン粘土で作れる体験講座を開催します。
8色のカラー粘土を
使ってオリジナルの「ミ
ニはにわ」や「まが
たま」を作ってみませ
んか？皆さまのご参加
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●場　　所
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●休 館 日
●所要時間
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下野薬師寺歴史館
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午前10時～午後3時
毎週月曜日・第3火曜日
約2時間
100円
1回で5名の受付まで

●日　　時
●会　　場
●対　　象
●人　　数
●内　　容
　

●申し込み

8月1日（日）午前10時～正午まで
下野薬師寺歴史館（薬師寺1636）
市内の小学6年生
10名　※親子での参加も可
市内の歴史・史跡・遺跡について説明
薬師寺・御鷲山古墳見学
出土遺物を使って体験学習

（みる・さわる・考える）
出土瓦などの拓本をとってみる
歴史に関する夏休みの宿題相談 など
7月15日（木）午前10時から下野薬師
寺歴史館（☎47-3121）で電話で申し
込みを受け付けます。　※定員になり
しだい締め切ります。

問い合わせ先 下野薬師寺歴史館　   47-3121
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するか郵送すること。
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応募作品は10月20日（水）～27日（水）

（歴史館開館時間午前9時～午後4 時
30分。なお休館日は、毎週月曜日になり
ます。）に来館の上、返却を受けること。
市内児童・生徒の作品は、学校単位
で返却します。

問い合わせ先 下野薬師寺歴史館　   47-3121

問い合わせ先 下野薬師寺歴史館　   47-3121 問い合わせ先 下野薬師寺歴史館　   47-3121

　下野市内の史跡や文化財に
ついて学ぶ講座を開催します！
　話しを聞くだけでなく、遺跡
から見つかった本物の土器を
触ったり、体験をとおして下野
市の歴史を学ぶことができま
す。この機会にしか触れること
のできない貴重なものもありま
すので、ぜひご参加ください。

　下野薬師寺歴史館では、
夏休み期間中、下野市内の
古墳の場所や、古墳の歴史･
成り立ちなどを簡単に説明し
た資料を掲示します。実際に
古墳から出てきた「まがた
ま」や「大刀」などの展示も
あわせてご覧いただけます。
　夏休みに意外と身近にある古墳の勉強をしてみる
のはいかがでしょうか？皆さまのご来館をお待ちして
います。

テーマ「下野薬師寺跡に関連する文化財」

第28回企画展「トリックアート」展 グリムの森でネイチャーゲームをしよう【夏】

●日　時
　
●場　所
●入場料

7月31日（土）～8月22日（日）
午前9時から午後5時まで。火曜休館
グリムの館 多目的ホール
おとな500円、こども（中学生以下）300円

問い合わせ先 （財）グリムの里いしばし　   52-1120

●日　時
　
●場　所
●参加料

●定　員
●その他

7月25日（日）
午前10時から正午まで
グリムの森
無料ですが、事前にグリムの館へ申し
込んでください。
30名
バンダナを1枚持ってきてください。
雨天決行です。

問い合わせ先 （財）グリムの里いしばし　   52-1120

　見て、触って、写真を撮って楽しめる、不思議な
展覧会です。

●対　象　市内小学校5年生以上（定員25名）
●参加料　500円（材料代）
◆紅花摘み体験◆
　・日時　 7月17日（土）午前9時～10時
　・場所　 下野薬師寺歴史館
　・講師　 文化課職員
◆紅花染め体験◆
　・日時　 8月21日（土）午前9時～正午
　・場所　国分寺公民館
　・講師　日下田　正 先生　大河原　陽 先生

●下野市内で栽培した紅花を使用してハンカチの紅花
染めを作ります。
●染色液で服が汚れる可能性があります。当日は汚れ
てもよい服装でお願いします。
●小学生が対象ですが、一般の方の参加も可能です。
※2回とも参加できることが条件です。
●申し込み
事前に電話でお申し込みください。申し込み開始は７月
１日（木）から　☎52-1120（文化課）
※定員になり次第、締め切ります。

あれ？額から絵が飛び出した!?

夏休みのイベントがた
くさん！

自由研究の課題にいかがですか！

問い合わせ先 文化課　   52-1120
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）
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「
ぺ
に
ろ
い
や
る
の
お
に
た
い
じ
」

紙
し
ば
い

「
ぼ
く
は
か
ぶ
と
む
し
」

図書館　購入図書のご案内 (一部 )

＜一般書＞
龍馬の油断　幕末七人の侍（石）････････

薔薇を拒む（石）･････････････････････････

神の手　上・下（石）････････････････････

百姓探訪（石）･･････････････････････････

荻原式デフレに負けない貯金術（石）････

鬼九郎弧月剣（石･国）･･････････････････

白い河（石･国）･･･････････････････････････

遺書配達人（石･国）･･････････････････････

依頼人（石･国）･･･････････････････････････

限界集落（国）････････････････････････････

パスタマシーンの幽霊（南）･･････････････

ヴェネツィアが燃えた日（南）･･････

新幹線の運転（南）･･････････････････････

南アフリカを知るための６０章（南）･････

カランコロン漂泊記（南）････････････････

＜児童書＞
みんなのこびと（石）･･･････････････

おっとっと（石）･･････････････････････････

じごくのラーメンや（石）････････････････

ＳＬれっしゃだいさくせん（石）･･････････

おもしろうんどうかい（石）･･････････

床下の小人たち（国）････････････

ひぐれのお客（国）･･･････････････････････

夜空の訪問者（国）･･･････････････････････

かぶと四十郎（国）･･･････････････････････

ボクらはオコジョのおまわりさん（国）･･･

王さまライオンのケーキ（南）････

アンナのあたらしいじてんしゃ（南）

ぼくらの村にジェムレがおりた（南）･･････

絵でわかる「語源」（石）（南）･･････････

津本　陽

近藤史恵

久坂部 羊

立松和平

荻原博子

高橋克彦

立松和平

森村誠一

結城五郎

曽根英二

川上弘美

ジョン・ベレント

にわあつし

峯　陽一

水木しげる

なばた･としたか

木坂 涼

苅田 澄子

横溝 英一

おくやま ゆか

メアリー・ノートン

安房直子

斉藤　洋

宮西達也

寺田順三

マシュー・マケリゴット

カタリーナ・クルースヴァル

小林　豊

丹羽哲也

★
開
館
時
間

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時

　

石
橋
図
書
館  

☎（
52
）1
1
3
6

　

国
分
寺
図
書
館  

☎（
44
）3
3
9
9

　

南
河
内
図
書
館  

☎（
48
）2
3
9
5

　
　
　

○
石
橋
図
書
館
の
休
館
日

　
　
　

□
南
河
内
・
国
分
寺
図
書
館
の
休
館
日

LIBRARY INFORMATION

ホームページへアクセス！（蔵書の予約と検索ができます）
http://www.library.shimotsuke.tochigi.jp/

ＱＲコード

携帯アドレスはこちら
http://www.library.shimotsuke.tochigi.jp/i/

日 月 火 水 木 金 土
　 　 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

7月  図書館カレンダー

問い合わせ先 高齢福祉課 　 52-1115

高齢者サロン紹介高齢者サロン紹介④【地域ふれあいサロン事業【地域ふれあいサロン事業】高齢者サロン紹介高齢者サロン紹介④【地域ふれあいサロン事業【地域ふれあいサロン事業】高齢者サロン紹介④【地域ふれあいサロン事業】

『ふれあいサロン児山』

　高齢福祉課では、高齢者の“健康づくり”、

“生きがいづくり”のため、地域のお年寄りが

集まって気軽におしゃべりやゲームなどをして

楽しむサロンづくりを進めています。

　平成22年5月に市内7番目のサロンとしてオー
プンしました。
　このサロンは、下古山の「ふれあいの郷児山館」
に開設されたもので、地元のボランティアの方々
により運営されています。
　オープン（5月10日）当日は、ご近所のお年寄
りの方が誘い合って集まり、おしゃべりを楽しん
でいました。ひとり暮らしの方、家族と一緒だけ
ど昼間はひとりで寂しい、つまらない、そんな方、
児山館でおしゃべり仲間をつくりませんか。

●会　場　　ふれあいの郷児山館
●日　時　　第２・４月曜日
　　　　　　午前10時～正午
●参加費　　100円/1回（お茶菓子代）

オープン当日、サロンの仲間と
おしゃべりに花を咲かせました。

●
日　

時

　

7
月
28
日（
水
）

　

午
前
10
時
〜
4
時
頃

●
場　

所

　

南
河
内
図
書
館
２
階
会
議
室

●
定　

員

　

20
名

　

市
内
小
学
3
年
生
〜
中
学
生

●
参
加
費

　

3
0
0
円（
材
料
費
代
）

用
意
す
る
も
の

　

①
筆
記
用
具

　

②
油
性
サ
イ
ン
ペ
ン

　

③
の
り

　

④
18
ｃ
ｍ
以
上
の
定
規

　

⑤
色
え
ん
ぴ
つ

　

⑥
ク
リ
ッ
プ
大

　
（
厚
さ
１
ｃ
ｍ
以
上
の
も
の
を

　

  

し
っ
か
り
は
さ
め
る
も
の
）

　

⑦
お
弁
当
・
飲
み
も
の

※

自
分
で
お
話
を
考
え
て
き
て

く
だ
さ
い
。

●
受　

付

　

7
月
6
日（
火
）か
ら

　

電
話
ま
た
は
、
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

南
河
内
図
書
館
☎（
48
）
2
3
9
5

　

市
内
三
図
書
館
で
は
、
夏
休
み

の
期
間
中
小
学
３
年
〜
６
年
生
を
対

象
に
、
図
書
館
業
務
を
体
験
し
て
も

ら
い
、本
や
図
書
館
に
対
す
る
興
味
・

関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
一
日

図
書
館
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
期　

間

　

８
月
３
日
（
火
）〜
５
日
（
木
）

の
一
日

（
応
募
状
況
に
よ
り
振
り
分
け
）

●
時　

間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
昼
食
持
参
】

●
場　

所

　

石
橋
図
書
館
・
南
河
内
図
書
館
・

　

国
分
寺
図
書
館

●
募
集
人
員

　

一
日
各
館
４
人
程
度

●
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は

　

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
先

　

体
験
し
た
い
図
書
館
に
直
接
申

し
込
み
下
さ
い
。

●
申
込
用
紙
は
、
学
校
図
書
室
及

　

び
各
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。

●
体
験
図
書
館
ま
で
の
送
迎
は
ご

　

家
庭
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
期
日

　

７
月
22
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

申
込
み
多
数
の
時
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

◆
石
橋
図
書
館
☎（
52
）
1
1
3
6

◆
国
分
寺
図
書
館
☎（
44
）
3
3
9
9

◆
南
河
内
図
書
館
☎（
48
）
2
3
9
5

手
づ
く
り
絵
本
教
室

手
づ
く
り
絵
本
教
室

手
づ
く
り
絵
本
教
室

一
日
図
書
館
員
の
募
集

一
日
図
書
館
員
の
募
集

一
日
図
書
館
員
の
募
集
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石
橋
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
読
書
会

7
月
14
日（
水
）

　

佐
江
修
一
著
『
黄
落
』
を
読
ん
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

2
階
研
修
室

●
お
は
な
し
会

7
月
17
日（
土
）

絵　

本

「
ふ
し
ぎ
な
た
い
こ
」

「
だ
ち
ょ
う
の
く
び
は
な
ぜ
な
が

い
」

8
月
7
日（
土
）

絵　

本

「
シ
ナ
の
五
人
き
ょ
う
だ
い
」

「
た
こ
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
よ
」

時　

間　

午
後
2
時
〜

場　

所　

1
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

7
月
17
日（
土
）

時　

間　

午
後
3
時
〜

場　

所　

2
階
視
聴
覚
室

●
古
典
文
学
講
座
第
3
回

7
月
25
日（
日
）

内　

容　
「
山
部
赤
人
の
富
士
山
の

歌
」

時　

間　

午
後
2
時
か
ら

場　

所　

2
階
研
修
室

国
分
寺
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
お
は
な
し
会

7
月
10
日（
土
）

絵　

本

「
か
え
る
く
ん
に
き
を
つ
け
て
」

「
お
む
つ
と
ガ
ー
ガ
」

「
お
ま
る
の
ブ
ー
タ
」

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

「
と
ど
く
か
な
」

時　

間　

午
後
2
時
〜

場　

所　

1
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
読
書
会

7
月
17
日
（
土
）

山
本
道
子
著
『
ベ
テ
ィ
さ
ん
の
庭
』

を
読
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

2
階
視
聴
覚
室

●
国
分
寺
図
書
館
よ
り
お
知
ら
せ

　

本
年
度
も
図
書
館
利
用
者
を
対

象
に
夏
季
限
定
で
飲
食
ス
ペ
ー
ス

を
開
放
し
ま
す
。

　

期
間
は
7
月
17
日
（
土
）
か
ら
８

月
31
日
（
火
）
ま
で
。

　

時
間
は
午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時

ま
で
で
す
。

　

ゴ
ミ
等
に
つ
い
て
は
各
自
持
ち

帰
り
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

南
河
内
図
書
館
催
し
物
の
ご
案
内

●
読
書
会

7
月
10
日（
土
）

立
松
和
平
著
『
遠
雷
』
を
読
ん
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

時　

間　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

2
階
会
議
室

●
夏
の
お
楽
し
み
会

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
＆
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

7
月
10
日（
土
）

内　

容

「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」

「
お
む
す
び
こ
ろ
り
」

「
お
り
ひ
め
と
ひ
こ
ぼ
し
」

「
お
ば
け
な
ん
て
な
い
さ
」

「
南
の
島
の
カ
メ
ハ
メ
ハ
大
王
」

そ
の
他

時　

間　

午
後
2
時
〜

場　

所　

2
階
視
聴
覚
室

●
紙
し
ば
い
と
読
み
語
り
＆
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー

7
月
24
日（
土
）

①
午
後
2
時
〜（
幼
児
向
け
）

絵　

本

「
お
ば
け
の
て
ん
ぷ
ら
」

「
お
よ
ぐ
」

紙
し
ば
い

「
ト
ン
ボ
の
ト
ン
ち
ゃ
ん
か
く
れ
ん
ぼ
」

②
午
後
3
時
〜（
低
学
年
向
け
）

絵　

本

「
な
つ
で
す
よ
」

「
ぺ
に
ろ
い
や
る
の
お
に
た
い
じ
」

紙
し
ば
い

「
ぼ
く
は
か
ぶ
と
む
し
」

図書館　購入図書のご案内 (一部 )

＜一般書＞
龍馬の油断　幕末七人の侍（石）････････

薔薇を拒む（石）･････････････････････････

神の手　上・下（石）････････････････････

百姓探訪（石）･･････････････････････････

荻原式デフレに負けない貯金術（石）････

鬼九郎弧月剣（石･国）･･････････････････

白い河（石･国）･･･････････････････････････

遺書配達人（石･国）･･････････････････････

依頼人（石･国）･･･････････････････････････

限界集落（国）････････････････････････････

パスタマシーンの幽霊（南）･･････････････

ヴェネツィアが燃えた日（南）･･････

新幹線の運転（南）･･････････････････････

南アフリカを知るための６０章（南）･････

カランコロン漂泊記（南）････････････････

＜児童書＞
みんなのこびと（石）･･･････････････

おっとっと（石）･･････････････････････････

じごくのラーメンや（石）････････････････

ＳＬれっしゃだいさくせん（石）･･････････

おもしろうんどうかい（石）･･････････

床下の小人たち（国）････････････

ひぐれのお客（国）･･･････････････････････

夜空の訪問者（国）･･･････････････････････

かぶと四十郎（国）･･･････････････････････

ボクらはオコジョのおまわりさん（国）･･･

王さまライオンのケーキ（南）････

アンナのあたらしいじてんしゃ（南）

ぼくらの村にジェムレがおりた（南）･･････

絵でわかる「語源」（石）（南）･･････････

津本　陽

近藤史恵

久坂部 羊

立松和平

荻原博子

高橋克彦

立松和平

森村誠一

結城五郎

曽根英二

川上弘美

ジョン・ベレント

にわあつし

峯　陽一

水木しげる

なばた･としたか

木坂 涼

苅田 澄子

横溝 英一

おくやま ゆか

メアリー・ノートン

安房直子

斉藤　洋

宮西達也

寺田順三

マシュー・マケリゴット

カタリーナ・クルースヴァル

小林　豊

丹羽哲也

★
開
館
時
間

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時

　

石
橋
図
書
館  

☎（
52
）1
1
3
6

　

国
分
寺
図
書
館  

☎（
44
）3
3
9
9

　

南
河
内
図
書
館  

☎（
48
）2
3
9
5

　
　
　

○
石
橋
図
書
館
の
休
館
日

　
　
　

□
南
河
内
・
国
分
寺
図
書
館
の
休
館
日

LIBRARY INFORMATION

ホームページへアクセス！（蔵書の予約と検索ができます）
http://www.library.shimotsuke.tochigi.jp/

ＱＲコード

携帯アドレスはこちら
http://www.library.shimotsuke.tochigi.jp/i/

日 月 火 水 木 金 土
　 　 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

7月  図書館カレンダー

問い合わせ先 高齢福祉課 　 52-1115

高齢者サロン紹介高齢者サロン紹介④【地域ふれあいサロン事業【地域ふれあいサロン事業】高齢者サロン紹介高齢者サロン紹介④【地域ふれあいサロン事業【地域ふれあいサロン事業】高齢者サロン紹介④【地域ふれあいサロン事業】

『ふれあいサロン児山』

　高齢福祉課では、高齢者の“健康づくり”、

“生きがいづくり”のため、地域のお年寄りが

集まって気軽におしゃべりやゲームなどをして

楽しむサロンづくりを進めています。

　平成22年5月に市内7番目のサロンとしてオー
プンしました。
　このサロンは、下古山の「ふれあいの郷児山館」
に開設されたもので、地元のボランティアの方々
により運営されています。
　オープン（5月10日）当日は、ご近所のお年寄
りの方が誘い合って集まり、おしゃべりを楽しん
でいました。ひとり暮らしの方、家族と一緒だけ
ど昼間はひとりで寂しい、つまらない、そんな方、
児山館でおしゃべり仲間をつくりませんか。

●会　場　　ふれあいの郷児山館
●日　時　　第２・４月曜日
　　　　　　午前10時～正午
●参加費　　100円/1回（お茶菓子代）

オープン当日、サロンの仲間と
おしゃべりに花を咲かせました。

●
日　

時

　

7
月
28
日（
水
）

　

午
前
10
時
〜
4
時
頃

●
場　

所

　

南
河
内
図
書
館
２
階
会
議
室

●
定　

員

　

20
名

　

市
内
小
学
3
年
生
〜
中
学
生

●
参
加
費

　

3
0
0
円（
材
料
費
代
）

用
意
す
る
も
の

　

①
筆
記
用
具

　

②
油
性
サ
イ
ン
ペ
ン

　

③
の
り

　

④
18
ｃ
ｍ
以
上
の
定
規

　

⑤
色
え
ん
ぴ
つ

　

⑥
ク
リ
ッ
プ
大

　
（
厚
さ
１
ｃ
ｍ
以
上
の
も
の
を

　

  

し
っ
か
り
は
さ
め
る
も
の
）

　

⑦
お
弁
当
・
飲
み
も
の

※

自
分
で
お
話
を
考
え
て
き
て

く
だ
さ
い
。

●
受　

付

　

7
月
6
日（
火
）か
ら

　

電
話
ま
た
は
、
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

南
河
内
図
書
館
☎（
48
）
2
3
9
5

　

市
内
三
図
書
館
で
は
、
夏
休
み

の
期
間
中
小
学
３
年
〜
６
年
生
を
対

象
に
、
図
書
館
業
務
を
体
験
し
て
も

ら
い
、本
や
図
書
館
に
対
す
る
興
味
・

関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
一
日

図
書
館
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
期　

間

　

８
月
３
日
（
火
）〜
５
日
（
木
）

の
一
日

（
応
募
状
況
に
よ
り
振
り
分
け
）

●
時　

間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

【
昼
食
持
参
】

●
場　

所

　

石
橋
図
書
館
・
南
河
内
図
書
館
・

　

国
分
寺
図
書
館

●
募
集
人
員

　

一
日
各
館
４
人
程
度

●
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は

　

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
先

　

体
験
し
た
い
図
書
館
に
直
接
申

し
込
み
下
さ
い
。

●
申
込
用
紙
は
、
学
校
図
書
室
及

　

び
各
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。

●
体
験
図
書
館
ま
で
の
送
迎
は
ご

　

家
庭
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
込
期
日

　

７
月
22
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で

申
込
み
多
数
の
時
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

◆
石
橋
図
書
館
☎（
52
）
1
1
3
6

◆
国
分
寺
図
書
館
☎（
44
）
3
3
9
9

◆
南
河
内
図
書
館
☎（
48
）
2
3
9
5

手
づ
く
り
絵
本
教
室

手
づ
く
り
絵
本
教
室

手
づ
く
り
絵
本
教
室

一
日
図
書
館
員
の
募
集

一
日
図
書
館
員
の
募
集

一
日
図
書
館
員
の
募
集
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思いやりと交流で創る　新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

あなたの応援団あなたの応援団

地域包括支援センター 
高齢者の方が『元気で、快適に、自宅で安心して』生活できるよう私たちがお手伝いします！

地域包括支援センターいしばし   51-0633(石橋地区) 
地域包括支援センターこくぶんじ  43-1229(国分寺地区) 
地域包括支援センターみなみかわち 47-2771(南河内地区)

申し込み・問い合わせ先 

【家族介護者交流会】
　市では、日ごろ介護している方、もしくは介護を終えて 1年以内の方を対象に、リフレッシュや交流・情報交

換のための家族介護者交流会を開催しています。介護者同士、同じ体験をしているからこそ、分かってもらえ

ることがたくさんあります！お誘い合わせのうえ、ふるってご参加ください！

   

日　　時 内　　容 場　　所 備　　考 

リフレッシュ活動
小物作り

情報交換等

きらら館

南河内公民館１階

7月22日（木）
午前10時～正午

7月15日（木）
午前10時～正午

7月16日（金）
申し込み締切

申し込み不要

問い合わせ先 下野市選挙管理委員会 　 40-5562

下　野　市　長　選　挙
参議院議員通常選挙
下　野　市　長　選　挙
参議院議員通常選挙

投票日 　月　  日（日）[午前7時～午後8時]117
投票所一覧

  　投票日当日（7月11日）は、投票所入場券に記載された投票所へ、時間に余裕をもってお出かけください。
（各投票所の案内地図等は、市ホームページで確認することができます。）

投票区 投　票　所 投　票　区　域
※下野市長選挙と参議院議員選挙の投票を行うため、投票所の混雑が予想されます。予めご了承ください

第1 薬師寺小学校体育館

仁良川コミュニティセンター

町田公民館
谷地賀公民館

祇園小学校体育館

第2

第3

第4
第5
第6
第7
第8
第9

第10

第11

第12

第13

第14

第15
第16
第17

第18

第19

第20
第21
第22
第23
第24
第25
第26

第27

第28

下原、一丁目、二丁目、三丁目、四丁目、五丁目、六丁目、
日生団地、西田中、天寿荘

石橋公民館 石橋のうち本町、石町、花の木一丁目の一部、花の木二丁目、
花の木三丁目の一部、大松山一丁目の一部

コミュニティセンター東方館 柴南１、柴南２、柴南３、柴南４、柴南５、柴南６、日の出町、
柴北１、丸野町

医大前コミュニティセンター（古舘
公園内） 医大前（一部を除く）

中大領構造改善センター 中大領、下大領、東前原（字大光寺を除く）、下石橋字入の谷、
大光寺二丁目の一部

石橋庁舎（駐車場内プレハブ室） 石橋のうち上町、寿町、栄町一丁目、栄町二丁目、花の木一丁目
の一部、花の木三丁目の一部

西区、祇園町、自治医大職員住宅、レジデントハウス、自治医
大学生寮、看護宿舎寮、祇園一丁目北、祇園一丁目の一部、祇
園二丁目、祇園ダイアパレス（１～５番館）

南河内第二中学校ミーティングルーム
祇園一丁目の一部、祇園ダイアパレス（６番館）、祇園三丁目南、
祇園三丁目東、自治医大アーバンコンフォート、祇園自治医大、
祇園四丁目、GT祇園五丁目、ミラパセオ自治医大

緑小学校体育館
緑一丁目、緑二丁目、緑三丁目北、緑三丁目南、GT緑四丁目
北、緑四丁目南、緑五丁目、緑五丁目南、緑六丁目、GT緑六
丁目

石橋商工会館 石橋のうち栄町三丁目、栄町四丁目、上大領、東前原字大光寺、
大光寺一丁目、大光寺二丁目の一部、大松山一丁目の一部

地久目喜、仁良川上、仁良川下

成田、町田上、町田下

南河内東公民館 本吉田北の一部、本吉田南、塚越、磯部
絹板台公民館 絹板、絹板台、台坪山の一部、西坪山
吉田西小学校体育館 台坪山の一部、的場、上坪山、東根
吉田東小学校ミーティングルーム 本吉田北の一部、川島、上吉田、鯉沼、三王山

石橋小学校（学童保育室） 石橋のうち旭町、富士見町、下石橋（字入の谷を除く）

古山小学校 下古山（若林を除く）、下長田
石橋北小学校 上古山、下古山のうち若林
細谷小学校 上台、細谷、橋本

国分寺駅西児童館 駅前、川北、川南、川東、泉町、鈴苅町
国分寺小学校体育館 下町
国分寺公民館 仲町、上町
国分寺西小学校体育館 川西、南国分、国分１、国分２、国分３、紫
関根井公民館 関根井、笹原、箕輪、医大前の一部
旧保健センター（国分寺図書館隣） 若草町、柴北２、柴北３、烏ヶ森
国分寺武道館 旭ヶ丘、柴北４、駅東

谷地賀上、谷地賀下、下文狹、東田中

自治医科大学　第39回薬師祭(くすしさい)のお知らせ自治医科大学　第39回薬師祭(くすしさい)のお知らせ自治医科大学　第39回薬師祭(くすしさい)のお知らせ自治医科大学　第39回薬師祭(くすしさい)のお知らせ自治医科大学　第39回薬師祭(くすしさい)のお知らせ
　今年も自治医科大学では
10月8～10日（金～日）の
3日間の日程で学園祭「薬
師祭（くすしさい）」を開催
します。多数のご来場をお
待ちしています。

薬師祭ホームページ
http://kusushi.jichi.ac.jp/top2.html

◇薬師祭バザー物品提供のお願い◇◇薬師祭バザー物品提供のお願い◇

●連絡先　廣田良輔　m10086rh@jichi.ac.jp

　10月10日(日)、自治医科大学構内でバザーを開催
します。つきましては、バザーに出品する品物の回収
にご協力ください。具体的な回収の日程は、追って
お知らせします。ご提供いただきました品物は、責
任を持って大切にお預かりします。

◇球技大会開催◇◇球技大会開催◇

●連絡先　安藤治朗　m07007ja@jichi.ac.jp

●開催日　10月10日（日）
●競技種目
・フットサル　　登録人数7名 （補欠2名）
・ソフトボール　登録人数11名（補欠2名）
　各競技上位3チームには賞品があります！！
　　9月30日（木）までにお申し込みください。
　　なお、申し込みが多い場合は先着順にて対応させ
　ていただく場合がありますので、予めご了承ください。
　　たくさんのご応募お待ちしております。

◇一般企画募集◇◇一般企画募集◇

●連絡先：菅谷涼　ippan-kikaku@jichi.ac.jp

　毎年多くの団体から参加のご応募をいただき誠に
ありがとうございます。さて今年も薬師祭にて出店、
展示、ステージ発表の団体を募集しています。期間は
10月9日（土）・10日（日）、両日でもどちらか１日だけ
でも構いません。
※出店に関しては参加費（場所代、学内備品管理費）
を１日2,500円、2日間で4,000円（ともにレンタル品代
等除く）いただきます。
　興味をもっていただいた団体様は参加の旨に加え
団体名と必要書類送付のために住所、連絡先（携帯
可）を添えて以下のアドレスまでお送りください。　
　なお、締切は7月20日（火）です。たくさんのご応募
お待ちしております。
　ご意見・ご質問等ありました場合も下記のアドレス
まで気軽にお申し出ください。
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思いやりと交流で創る　新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

あなたの応援団あなたの応援団

地域包括支援センター 
高齢者の方が『元気で、快適に、自宅で安心して』生活できるよう私たちがお手伝いします！

地域包括支援センターいしばし   51-0633(石橋地区) 
地域包括支援センターこくぶんじ  43-1229(国分寺地区) 
地域包括支援センターみなみかわち 47-2771(南河内地区)

申し込み・問い合わせ先 

【家族介護者交流会】
　市では、日ごろ介護している方、もしくは介護を終えて 1年以内の方を対象に、リフレッシュや交流・情報交

換のための家族介護者交流会を開催しています。介護者同士、同じ体験をしているからこそ、分かってもらえ

ることがたくさんあります！お誘い合わせのうえ、ふるってご参加ください！

   

日　　時 内　　容 場　　所 備　　考 

リフレッシュ活動
小物作り

情報交換等

きらら館

南河内公民館１階

7月22日（木）
午前10時～正午

7月15日（木）
午前10時～正午

7月16日（金）
申し込み締切

申し込み不要

問い合わせ先 下野市選挙管理委員会 　 40-5562

下　野　市　長　選　挙
参議院議員通常選挙
下　野　市　長　選　挙
参議院議員通常選挙

投票日 　月　  日（日）[午前7時～午後8時]117
投票所一覧

  　投票日当日（7月11日）は、投票所入場券に記載された投票所へ、時間に余裕をもってお出かけください。
（各投票所の案内地図等は、市ホームページで確認することができます。）

投票区 投　票　所 投　票　区　域
※下野市長選挙と参議院議員選挙の投票を行うため、投票所の混雑が予想されます。予めご了承ください

第1 薬師寺小学校体育館

仁良川コミュニティセンター

町田公民館
谷地賀公民館

祇園小学校体育館

第2

第3

第4
第5
第6
第7
第8
第9

第10

第11

第12

第13

第14

第15
第16
第17

第18

第19

第20
第21
第22
第23
第24
第25
第26

第27

第28

下原、一丁目、二丁目、三丁目、四丁目、五丁目、六丁目、
日生団地、西田中、天寿荘

石橋公民館 石橋のうち本町、石町、花の木一丁目の一部、花の木二丁目、
花の木三丁目の一部、大松山一丁目の一部

コミュニティセンター東方館 柴南１、柴南２、柴南３、柴南４、柴南５、柴南６、日の出町、
柴北１、丸野町

医大前コミュニティセンター（古舘
公園内） 医大前（一部を除く）

中大領構造改善センター 中大領、下大領、東前原（字大光寺を除く）、下石橋字入の谷、
大光寺二丁目の一部

石橋庁舎（駐車場内プレハブ室） 石橋のうち上町、寿町、栄町一丁目、栄町二丁目、花の木一丁目
の一部、花の木三丁目の一部

西区、祇園町、自治医大職員住宅、レジデントハウス、自治医
大学生寮、看護宿舎寮、祇園一丁目北、祇園一丁目の一部、祇
園二丁目、祇園ダイアパレス（１～５番館）

南河内第二中学校ミーティングルーム
祇園一丁目の一部、祇園ダイアパレス（６番館）、祇園三丁目南、
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思いやりと交流で創る 新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

問い合わせ先 環境課   40-5559

●日   時  第1回目 7月28日（水）午前10時～午後3時
        第2回目 7月30日（金）午前10時～午後3時
●場   所  栃木県動物愛護指導センター愛護館（宇都宮市今宮4-7-8）
●対   象  小学4年生から中学2年生までの生徒とその家族など
        （小学生は、原則として親子2～3名1組で申し込んでください。）
●定   員  各回10組程度（20名程度） 合計40名程度
●申し込み  お電話で申し込みいただいた後、申込書の様式を個別にお送り
        しますので、その申込書にご記入のうえ、正式に提出（郵送）
        してください。

●受付期間  7月1日（木）～16日（金）
        ただし、期間中募集定員に達した場合は、その時点で応募を
       締め切らせていただきます。
●決定方法  正式な申込書の提出による先着順で受講決定します。
●参 加 費  無料
●内   容  講義など：“犬”に関する講義や動物愛護に関するビデオ鑑賞
       体験教室：子犬のシャンプー、施設見学、子犬のしつけ方教室、
       子犬の病気診断、子犬とのふれあい体験など

・散歩中は「ふん」を片付ける道具を携帯し、
自宅で処理してください。他人の土地や道路・
公園などを汚さないようにしましょう。
・ねこは専用のトイレを用意し、
決まった場所でさせましょう。

『ふん』の処理は飼い主の責任です！

・散歩の時も、リード（引き綱）を
付けましょう。
・ねこは、ご近所へのふん尿等の被害
防止又は交通事故や感染症の危険から
守るため、屋内飼育に努めましょう。

放し飼いはやめましょう！

・犬の無駄吠えは、ご近所への迷惑になります。
吠える原因をつきとめ、運動不足にならないように
散歩させるなど、犬のストレスを取り除くことが必要
です。場合によっては、獣医師に相談ください。

『鳴き声』に注意しましょう！

あなたの犬・ねこが
ご近所から好かれるために

「動物愛護ふれあいサマースクール」開催「動物愛護ふれあいサマースクール」開催「動物愛護ふれあいサマースクール」開催
 栃木県動物愛護指導センターでは、夏休み期間中「動物愛護ふれあいサマースクール」を開催します。
子犬のしつけ方やシャンプーなどを実際に体験してもっと“犬”について知ってみませんか？

〒321-0166 宇都宮市今宮4-7-8  028-684-5458 FAX028-684-5926

申し込み・問い合わせ先 栃木県動物愛護指導センター 普及調査課

不用品リサイクル情報
 市では、リサイクル社会の構築とごみの減量化のため、不用品リサイク
ルの情報を提供しています。あなたの《譲ります》《譲ってください》情
報をお受けしていますので、希望される方は環境課までご連絡ください。

※市ホームページにてリサイクル情報の確認や登録ができますので、ご利用ください。

《譲ります》

《譲ってください》

        ・栃木高校ワイシャツ ・セニアカー ・脚付マットレス
・南河内第二中女子用制服（２Ｌサイズ）体操着 ・国分寺中女子用制服
・自動車用キャリア ・てんとうむし型砂場 ・木製シングルベッド

・薬師寺幼稚園男児園服 ・むつみ愛泉幼稚園女児園服
・南河内第二中男子制服、体操着 ・南河内第二中女子用制服、
体操着（Ｍ～Ｌサイズ）・デジカメ・本、書籍・ベビーベッド・オセロ
・洗濯機・犬用ゲージ・ガスコンロ・タンス・収納ボックス・食器棚
・ジュニアシート ・自転車（子供用、大人用） ・キックボード

～ ごみステーションサンプル調査 ～

 引き続きごみステーションの美化と分別排出にご協
力をお願いします。

 市環境課では、ごみステーションの環境美化とごみ
の分別徹底を更に図るため、ごみステーションの巡
回及びごみ袋のサンプル調査を定期的に行っています。

小山広域保健衛生組合「平成21年
度資源化可能性調査報告書」について

 小山広域保健衛生組合では、「平成
21年度資源化可能性調査報告書」を
作成しました。以下の方法によって閲覧
が可能です。
●窓口での閲覧（閲覧場所）
 ・小山広域保健衛生組合総務課、小
 山市環境課、下野市環境課、野木
 町生活環境課
●小山広域保健衛生組合ホームページ
 での閲覧

 市では、「下野市環境美化条例」により、空き缶
やタバコのポイ捨てを禁止しています。
 ポイ捨ては不法投棄であり、立派な犯罪です。
また、歩きタバコやタバコのポイ捨ては、火傷や火
災の原因となる非常に危険な行為です。ごみは責任
をもってゴミ箱に捨て、タバコは指定された場所で
吸いましょう。
 みんなが安心して暮らせるまちづくりにご協力くだ
さい。

 これからの季節は、ご自宅で花火を楽しむ機会も
あると思います。南河内地区、国分寺地区にお住まい
の方にお願いです。使い終わった花火をごみとして出
すときは、必ず分別して出してください。木や紙ででき
たものは「燃やせるごみ」の日に、プラスチック製のも
のは「不燃ごみ」の日に出してください。
 また、全地区にお住ま
いの方にお願いです。使っ
ていない花火をごみとして
出すことはやめましょう。
焼却場の破損や、火災の
原因となりかねません。
よろしくお願いします。

 第8条 市民等は、空き缶等をみだりに投げ捨て
てはならない。
 第12条2項 市民等は、歩行中の喫煙を行わな
いよう努めるとともに、たばこの吸い殻を吸い殻入
れ等に収容しなければならない。

・http://www.city.oyama.tochigi.jp/kouiki/

ポイ捨てをしないで！ポイ捨てをしないで！ポイ捨てをしないで！ポイ捨てをしないで！

《参 考》 下野市環境美化条例（抜粋）

ステーションへのごみの出し方のお願い！
～使い終わった花火を出すとき～
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今月の料理教室の沈　冶（シン　ヤ）の紹介。
　皆様こんにちは、初めまして。中国から来た、沈　冶
（シン　ヤ）と申します。198１年に中国東北部の瀋陽市
に生まれ、育ちました。
　1999 年に中国の大連理工大学に入学し、化学工業と
英文学を専攻しました。たったの 5 年間で単位を取得し、
卒業しました。卒業後、無錫市にある日系企業に入社し、
最初の1年間日本で研修を受けました。中国に戻り、2年
間仕事しましたが、2007年 4月に、転勤で再び日本の鳥
取県に渡り、防振ゴムの設計の業務長を務めました。
2008 年に転職し、現在、栃木県のマーレフィルターシス
テムズ（株）で勤務しています。
　趣味は旅行と読書とチェスです。日本に来てから、ス
キーとピアノを弾くことも好きになりました。将来は、世界
中にある多くの国々の自然と文化を体験したいです。何
でも挑戦し、生涯学習したいと思っています。一番好きな
ことは友達と話し合うことで、今回のイベントでたくさん
の新しい友達を作りたいと思っています。どうぞよろしく
お願いいたします。

国際交流員パトリック・ルムラーの 

沈　冶（シン  ヤ）

第 回 11

●講　師　沈　冶（シン　ヤ）
●日　時　7月24日（土）午前10時～午後1時
●場　所　きらら館調理室
●参加費　一般 700円（国際交流協会会員 500円）
　　　　　※10歳以下は半額
●定　員　16名
●申し込み期間　7月5日（月）～23日（金）

E-Mail seikatsu＠city.shimotsuke.lg.jp

中華料理

問い合わせ先 生活安全課　☎40-5555

番外編

今月の料理教室の
ゲストシェフ紹介
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日
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　栃木労働局では、平成22年4月から、中国語に対
応した外国人労働者相談コーナーを栃木労働基準監督
署内（栃木市沼和田町20-2）に新設しました。
　中国語での労働条件についてのご相談をお待ちして
います。

関于労働条件等問題、可用文文咨詢。
地　点：栃木労働基准監督署
　　　　栃木市沼和田町20-2
日　期：星期三　（毎月第五週星期三除外）
時　間：上午八点四十五分　到下午四点三十分
電　話：0282-24-7766
伝　真：0282-24-7796

外　籍　労　働　者　咨　詢　処外国人労働者相談コーナー（中国語）を新設しました！

しもつけ

学校だより学校だより
Ｖol.14　石橋北小学校

所在地　下野市上古山1932
電　話　52-1134
教育目標
　豊かな心と健康な体をもち　
　　　自ら考え正しく判断し
　　　　たくましく生きる子どもの育成

学校長　室井  妙子　学級数　9クラス
児童数　228名　　    職員数　21名

　これからも、石橋北小学校は、伝統をつなぎ、地域の特色を生かしながら、特色ある教育を展開する
ことによって、「学校を誇りに感じる子ども」を育てていきます。
　そのために教師は、積極的に児童へ「声をかける　目をかける　手をかける」ことをしながら、共に働き、
共に学ぶ姿勢で、教育活動を行っています。特色ある教育活動の一部を紹介します。

１ 自ら進んで学ぶ子どもを育てます。
　そのために、「学ぶ力をはぐくむ学習指導」と「特
別支援教育」を充実させています。
　特に、主体的に学び、確かな学力を身に付けさせ
るために、ＩＣＴを活用した授業を積極的に展開する
だけではなく、e-ラーニングの研究を進めています。

　ｅ－ラーニングとは、パソコンやネットワークを活
用した学習で、児童が個々のペースで学習が進め
られます。本校では、児童一人が一台のパソコン
を使って予習や復習、反復学習ができるようにして
います。また、児童の理解の違いに応じて複数の
教師が授業を行っており、朝の読み聞かせなどの
ほか、様々な場面で学習支援ボランティアさんに協
力をいただいています。

声
を
か
け
る　

目
を
か
け
る　

手
を
か
け
る

共
働
・
共
学
・
共
育

ＩＣＴを活用した学習の充実

２ 思いやりの心をもつ子どもを育てます。
 　学級担任は、楽しく温かな学級づくりを目指し、児童
と共に歩む児童指導を行っています。また、心の教育の
充実のために、たくさんの体験学習を展開しています。
特に、毎週水曜日は、グリーンタイムと名づけて草花栽
培や除草をしています。春夏秋冬、いつでも花いっぱい
の花壇が目を楽しませてくれます。ゴーヤなどの緑のカー
テンをはじめとして環境学習にも力を入れています。

体験活動の充実

３ 健康でがんばる子どもを育てます。
　健康で安全な生活が送れるように、食育の授業
や親子給食試食会、自動車教習所での交通安全
指導などを行っています。たくさんのスクールガー
ドボランティアさんに見守られながらの下校も本校
の特色です。
　また、縦割り班での清掃や、共遊活動などをして
いるので１年生から６年生まで仲のよい学校です。

健康・安全教育の充実

e-ラーニング

グリーンタイム

食育の授業
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今月の料理教室の沈　冶（シン　ヤ）の紹介。
　皆様こんにちは、初めまして。中国から来た、沈　冶
（シン　ヤ）と申します。198１年に中国東北部の瀋陽市
に生まれ、育ちました。
　1999 年に中国の大連理工大学に入学し、化学工業と
英文学を専攻しました。たったの 5 年間で単位を取得し、
卒業しました。卒業後、無錫市にある日系企業に入社し、
最初の1年間日本で研修を受けました。中国に戻り、2年
間仕事しましたが、2007年 4月に、転勤で再び日本の鳥
取県に渡り、防振ゴムの設計の業務長を務めました。
2008 年に転職し、現在、栃木県のマーレフィルターシス
テムズ（株）で勤務しています。
　趣味は旅行と読書とチェスです。日本に来てから、ス
キーとピアノを弾くことも好きになりました。将来は、世界
中にある多くの国々の自然と文化を体験したいです。何
でも挑戦し、生涯学習したいと思っています。一番好きな
ことは友達と話し合うことで、今回のイベントでたくさん
の新しい友達を作りたいと思っています。どうぞよろしく
お願いいたします。

国際交流員パトリック・ルムラーの 

沈　冶（シン  ヤ）

第 回 11

●講　師　沈　冶（シン　ヤ）
●日　時　7月24日（土）午前10時～午後1時
●場　所　きらら館調理室
●参加費　一般 700円（国際交流協会会員 500円）
　　　　　※10歳以下は半額
●定　員　16名
●申し込み期間　7月5日（月）～23日（金）

E-Mail seikatsu＠city.shimotsuke.lg.jp

中華料理

問い合わせ先 生活安全課　☎40-5555
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　栃木労働局では、平成22年4月から、中国語に対
応した外国人労働者相談コーナーを栃木労働基準監督
署内（栃木市沼和田町20-2）に新設しました。
　中国語での労働条件についてのご相談をお待ちして
います。

関于労働条件等問題、可用文文咨詢。
地　点：栃木労働基准監督署
　　　　栃木市沼和田町20-2
日　期：星期三　（毎月第五週星期三除外）
時　間：上午八点四十五分　到下午四点三十分
電　話：0282-24-7766
伝　真：0282-24-7796

外　籍　労　働　者　咨　詢　処外国人労働者相談コーナー（中国語）を新設しました！
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電　話　52-1134
教育目標
　豊かな心と健康な体をもち　
　　　自ら考え正しく判断し
　　　　たくましく生きる子どもの育成

学校長　室井  妙子　学級数　9クラス
児童数　228名　　    職員数　21名

　これからも、石橋北小学校は、伝統をつなぎ、地域の特色を生かしながら、特色ある教育を展開する
ことによって、「学校を誇りに感じる子ども」を育てていきます。
　そのために教師は、積極的に児童へ「声をかける　目をかける　手をかける」ことをしながら、共に働き、
共に学ぶ姿勢で、教育活動を行っています。特色ある教育活動の一部を紹介します。

１ 自ら進んで学ぶ子どもを育てます。
　そのために、「学ぶ力をはぐくむ学習指導」と「特
別支援教育」を充実させています。
　特に、主体的に学び、確かな学力を身に付けさせ
るために、ＩＣＴを活用した授業を積極的に展開する
だけではなく、e-ラーニングの研究を進めています。

　ｅ－ラーニングとは、パソコンやネットワークを活
用した学習で、児童が個々のペースで学習が進め
られます。本校では、児童一人が一台のパソコン
を使って予習や復習、反復学習ができるようにして
います。また、児童の理解の違いに応じて複数の
教師が授業を行っており、朝の読み聞かせなどの
ほか、様々な場面で学習支援ボランティアさんに協
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と共に歩む児童指導を行っています。また、心の教育の
充実のために、たくさんの体験学習を展開しています。
特に、毎週水曜日は、グリーンタイムと名づけて草花栽
培や除草をしています。春夏秋冬、いつでも花いっぱい
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や親子給食試食会、自動車教習所での交通安全
指導などを行っています。たくさんのスクールガー
ドボランティアさんに見守られながらの下校も本校
の特色です。
　また、縦割り班での清掃や、共遊活動などをして
いるので１年生から６年生まで仲のよい学校です。
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●
審
査
会
の
内
容

　

下
野
市
の
特
別
職
（
市
長
・
副

市
長
・
教
育
長
）
が
「
下
野
市
長
等

倫
理
条
例
」
に
規
定
す
る
倫
理
基

準
に
違
反
す
る
疑
い
が
も
た
れ
、

市
民
か
ら
調
査
請
求
が
あ
っ
た
場

合
に
調
査
、
審
査
す
る
機
関
で
す
。

●
委
員
の
任
期

　

委
嘱
か
ら
２
年

●
会
議
開
催
回
数

　

調
査
請
求
の
あ
っ
た
場
合
に
開

催
し
ま
す
。

●
報
酬

　

日
額
８
，０
０
０
円

●
応
募
資
格

　

市
内
在
住
で
選
挙
権
を
有
し
、

会
議
に
出
席
で
き
る
方
で
、
市
で

設
置
す
る
他
の
審
議
会
等
の
委
員

及
び
下
野
市
の
議
員
、
職
員
で
な

い
こ
と
。

●
募
集
人
員　

２
名

●
応
募
方
法

　

総
務
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
用
紙
は
返
却
い
た

し
ま
せ
ん
。

●
募
集
期
間

　

7
月
5
日
（
月
）〜
30
日
（
金
）

●
選
考
方
法

　

選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
応
募

書
類
を
も
と
に
選
考
し
、
選
考
の

結
果
は
、
後
日
文
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
そ
の
他

　

委
員
構
成
は
公
募
委
員
の
ほ

か
、
地
方
行
政
や
法
令
に
関
す
る

学
識
経
験
者
を
予
定
し
全
部
で
５

名
で
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
役
所
総
務
部
総
務
課

　

〒
3
2
9‐

0
4
9
2

　

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7
番
地

　

☎（
40
）
5
5
5
1

●
審
査
会
の
内
容

　
「
下
野
市
職
員
倫
理
条
例
」
に

規
定
す
る
倫
理
原
則
に
基
づ
き
、

市
職
員
か
ら
贈
与
等
報
告
書
ま
た

は
倫
理
審
査
案
件
報
告
書
の
提
出

が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
審
査
す
る
機
関
で
す
。

●
委
員
の
任
期

　

委
嘱
か
ら
２
年

●
会
議
開
催
回
数

　

調
査
請
求
の
あ
っ
た
場
合
に
開

催
し
ま
す
。

●
報
酬

　

日
額
８
，
０
０
０
円

●
応
募
資
格

　

市
内
在
住
で
選
挙
権
を
有
し
、

会
議
に
出
席
で
き
る
方
で
、
市
で

設
置
す
る
他
の
審
議
会
等
の
委
員

及
び
下
野
市
の
議
員
、
職
員
で
な

い
こ
と
。

●
募
集
人
員　

２
名

●
応
募
方
法

　

総
務
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募

用
紙
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
募
集
期
間

　

7
月
5
日
（
月
）〜
30
日
（
金
）

●
選
考
方
法

　

選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
応
募

書
類
を
も
と
に
選
考
し
、
選
考
の

結
果
は
、
後
日
文
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
そ
の
他

　

委
員
構
成
は
公
募
委
員
の
ほ

か
、
地
方
行
政
や
法
令
に
関
す
る

学
識
経
験
者
を
予
定
し
全
部
で
５

名
で
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
役
所
総
務
部
総
務
課

　

〒
3
2
9‐

0
4
9
2

　

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7
番
地

　

☎（
40
）
5
5
5
1

「　

栃
木
県
で
は
、
県
内
の
小
学

4

・

5

・

6
年
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、

「
も
し
私
が
知
事
に
な
っ
た
ら
こ

ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
」
を
基

本
テ
ー
マ
と
し
た
提
案
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

●
応
募
期
間

　

7
月
1
日（
木
）〜
9
月
7
日（
火
）

●
応
募
方
法

　

4
0
0
字
詰
め
の
原
稿
用
紙

1
枚
に
提
案
を
ま
と
め
（
余
白
に

題
）、
裏
面
に
名
前
（
ふ
り
が
な
）・

学
校
名
・
学
年
・
性
別
・
住
所
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
県
広

報
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
県
民
生
活
部
広
報
課

　

広
聴
担
当

　

〒
3
2
0-

8
5
0
1

　

宇
都
宮
市
塙
田
1-

1-

20

　

☎
0
2
8-

6
2
3-

2
1
5
8

●

下
野
市
長
等
倫
理
審
査
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す

下
野
市
職
員
倫
理
審
査
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す

「
ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ
ん
」作
品
募
集

　

こ
の
た
び
、
し
も
つ
け
心
の
会

（
代
表 

大
塩
冨
美
子
様
）
様
よ
り
、

金
3
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
寄
付
金
は
青
少
年
の
健

全
育
成
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
お
持
ち
の
保
険
者
証
の
有

効
期
限
が
7
月
31
日
（
土
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
7

月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
せ
先

社
会
福
祉
課 

☎ （
52
）
1
1
1
2

　

県
で
は
、
皆
さ
ん
が
日
常
購
入

し
て
い
る
食
料
品
の
内
容
量
に
つ

い
て
、
標
記
量
に
対
す
る
実
際
の

過
不
足
量
を
調
査
し
、
計
量
へ
の

関
心
と
販
売
時
に
お
け
る
適
正
な

計
量
の
確
保
を
図
る
た
め
の
計
量

モ
ニ
タ
ー
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
本
市
で
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
次
の
と
お
り
計
量
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数

　

10
名

●
活
動
内
容

　

10
月
１
日
か
ら
31
日
の
期
間
中

に
購
入
し
た
商
品
の
う
ち
、
調
査

対
象
商
品
に
つ
い
て
計
量
し
、
計

量
日
誌
に
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

※

計
量
日
誌
、
は
か
り
は
貸
与
し

ま
す
。

●
説
明
試
買
会

　

９
月
28
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時

　

南
河
内
公
民
館　

会
議
室

※

説
明
後
、
購
入
商
品
を
使
用
し

て
、
計
量
方
法
な
ど
の
実
習
を
行

い
ま
す
。

●
謝　

礼

　

７
，０
０
０
円
（
説
明
試
買
会

出
席
謝
金
、
モ
ニ
タ
ー
謝
金
）

●
応
募
方
法

　

商
工
観
光
課
窓
口
又
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
応
募
用
紙

を
取
得
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
商
工
観
光
課
に
持

参
又
は
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

応
募
用
紙
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
募
集
期
間

　

7
月
1
日
（
木
）〜
30
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9-

0
4
9
3

　

下
野
市
田
中
6
8
1
番
地
1

　

商
工
観
光
課
（
南
河
内
庁
舎
）

　

☎ 

（
48
）
2
1
1
2

　

FAX
（
48
）
1
4
2
4

E-m
ail　

syoukoukankou@
city.shim

otsuke.lg.jp

●
審
議
会
の
内
容

　

下
野
市
都
市
計
画
審
議
会
条
例

の
規
定
に
よ
り
市
長
等
か
ら
諮
問

さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議

を
し
ま
す
。

●
委
員
の
任
期

　

平
成
22
年
11
月
1
日
〜
平
成

26
年
10
月
31
日
（
４
年
間
）

●
会
議
開
催
回
数

　

年
２
、
３
回
程
度

●
報　

酬

　

日
額
８
，０
０
０
円
（
た
だ
し
、

委
員
長
は
９
，
０
０
０
円
）

●
応
募
資
格

　

１
．
下
野
市
に
住
所
を
有
し
、

　

20
歳
以
上
の
方
。

　

２
．
下
野
市
で
設
置
す
る
他
の

　

審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と
。

　

３
．
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席

　

で
き
る
こ
と
。

　

４
．
下
野
市
議
会
議
員
及
び
下

　

野
市
の
職
員
で
な
い
こ
と
。

●
募
集
人
数　

３
名

●
応
募
方
法

　

都
市
計
画
課
で
配
付
し
て
い
る

応
募
用
紙
、
も
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
都
市
計
画
課
ま
で
郵
送
、

F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
又
は
直

接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応

募
用
紙
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
応
募
期
間

　

７
月
１
日
（
木
）〜
30
日
（
金
）

午
後
５
時
ま
で（
必
着
）（
た
だ
し
、

郵
送
に
よ
る
場
合
は
当
日
消
印
有

効
。
都
市
計
画
課
窓
口
受
付
は
土

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
）

●
選
考
結
果

　

選
考
の
結
果
は
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課
☎ （
48
）2
1
1
4

●
試
験
日
時

　

10
月
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

　

試
験
時
間
は
、
解
答
免
除
等
の

状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
試
験
会
場

・
第
１
会
場

　

宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校

　

宇
都
宮
市
睦
町
1-

3
5

・
第
２
会
場

　

と
ち
ぎ
健
康
の
森

　

宇
都
宮
市
駒
生
町
3
3
3
7-

1

　
（
受
験
希
望
者
が
２
，０
０
０
名

を
超
え
た
場
合
に
使
用
し
ま
す
。）

●
試
験
案
内
書
（
申
込
書
）
配
付

　

７
月
１
日（
木
）〜
８
月
２
日（
月
）

●
配
付
場
所　

　

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
）、

市
役
所
各
庁
舎
窓
口
、
栃
木
県
各

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
栃
木
県
保

健
福
祉
部
高
齢
対
策
課
、
と
ち
ぎ

福
祉
プ
ラ
ザ
、
栃
木
県
シ
ル
バ
ー

大
学
校
南
校（
栃
木
市
）・
北
校（
矢

板
市
）

　

次
の
場
所
で
は
、
土
日
、
祝
祭

日
も
配
付
し
ま
す
。

　

と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
健
康
の

森
管
理
課
、
と
ち
ぎ
健
康
の
森
総

合
受
付

※

点
字
用
を
ご
希
望
の
方
に
は
、

無
料
で
郵
送
し
ま
す
。

●
受
験
申
込
受
付

　

７
月
１
日（
木
）〜
８
月
２
日（
月
）

　

試
験
案
内
書
に
同
封
の
封
筒
で

簡
易
書
留
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
８
月
２
日
当
日
消
印
有
効
）

●
受
験
料　

８
，０
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
0-

8
5
0
3

　

宇
都
宮
市
駒
生
町
3
3
3
7-

1

　
（
社
福
）
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会

　

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

　

受
講
試
験
担
当

　

☎ 

0
2
8-

6
5
0-

5
5
8
7

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

後
期
高
齢
医
療
被
保
険
者
の
方
へ

計
量
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

下
野
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
案
内
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●
審
査
会
の
内
容

　

下
野
市
の
特
別
職
（
市
長
・
副

市
長
・
教
育
長
）
が
「
下
野
市
長
等

倫
理
条
例
」
に
規
定
す
る
倫
理
基

準
に
違
反
す
る
疑
い
が
も
た
れ
、

市
民
か
ら
調
査
請
求
が
あ
っ
た
場

合
に
調
査
、
審
査
す
る
機
関
で
す
。

●
委
員
の
任
期

　

委
嘱
か
ら
２
年

●
会
議
開
催
回
数

　

調
査
請
求
の
あ
っ
た
場
合
に
開

催
し
ま
す
。

●
報
酬

　

日
額
８
，０
０
０
円

●
応
募
資
格

　

市
内
在
住
で
選
挙
権
を
有
し
、

会
議
に
出
席
で
き
る
方
で
、
市
で

設
置
す
る
他
の
審
議
会
等
の
委
員

及
び
下
野
市
の
議
員
、
職
員
で
な

い
こ
と
。

●
募
集
人
員　

２
名

●
応
募
方
法

　

総
務
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
用
紙
は
返
却
い
た

し
ま
せ
ん
。

●
募
集
期
間

　

7
月
5
日
（
月
）〜
30
日
（
金
）

●
選
考
方
法

　

選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
応
募

書
類
を
も
と
に
選
考
し
、
選
考
の

結
果
は
、
後
日
文
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
そ
の
他

　

委
員
構
成
は
公
募
委
員
の
ほ

か
、
地
方
行
政
や
法
令
に
関
す
る

学
識
経
験
者
を
予
定
し
全
部
で
５

名
で
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
役
所
総
務
部
総
務
課

　

〒
3
2
9‐

0
4
9
2

　

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7
番
地

　

☎（
40
）
5
5
5
1

●
審
査
会
の
内
容

　
「
下
野
市
職
員
倫
理
条
例
」
に

規
定
す
る
倫
理
原
則
に
基
づ
き
、

市
職
員
か
ら
贈
与
等
報
告
書
ま
た

は
倫
理
審
査
案
件
報
告
書
の
提
出

が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
審
査
す
る
機
関
で
す
。

●
委
員
の
任
期

　

委
嘱
か
ら
２
年

●
会
議
開
催
回
数

　

調
査
請
求
の
あ
っ
た
場
合
に
開

催
し
ま
す
。

●
報
酬

　

日
額
８
，
０
０
０
円

●
応
募
資
格

　

市
内
在
住
で
選
挙
権
を
有
し
、

会
議
に
出
席
で
き
る
方
で
、
市
で

設
置
す
る
他
の
審
議
会
等
の
委
員

及
び
下
野
市
の
議
員
、
職
員
で
な

い
こ
と
。

●
募
集
人
員　

２
名

●
応
募
方
法

　

総
務
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
た
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵

送
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募

用
紙
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
募
集
期
間

　

7
月
5
日
（
月
）〜
30
日
（
金
）

●
選
考
方
法

　

選
考
委
員
会
に
お
い
て
、
応
募

書
類
を
も
と
に
選
考
し
、
選
考
の

結
果
は
、
後
日
文
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
そ
の
他

　

委
員
構
成
は
公
募
委
員
の
ほ

か
、
地
方
行
政
や
法
令
に
関
す
る

学
識
経
験
者
を
予
定
し
全
部
で
５

名
で
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

下
野
市
役
所
総
務
部
総
務
課

　

〒
3
2
9‐

0
4
9
2

　

下
野
市
小
金
井
1
1
2
7
番
地

　

☎（
40
）
5
5
5
1

「　

栃
木
県
で
は
、
県
内
の
小
学

4

・

5

・

6
年
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、

「
も
し
私
が
知
事
に
な
っ
た
ら
こ

ん
な
こ
と
を
し
て
み
た
い
」
を
基

本
テ
ー
マ
と
し
た
提
案
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

●
応
募
期
間

　

7
月
1
日（
木
）〜
9
月
7
日（
火
）

●
応
募
方
法

　

4
0
0
字
詰
め
の
原
稿
用
紙

1
枚
に
提
案
を
ま
と
め
（
余
白
に

題
）、
裏
面
に
名
前
（
ふ
り
が
な
）・

学
校
名
・
学
年
・
性
別
・
住
所
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
県
広

報
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
県
民
生
活
部
広
報
課

　

広
聴
担
当

　

〒
3
2
0-

8
5
0
1

　

宇
都
宮
市
塙
田
1-

1-

20

　

☎
0
2
8-

6
2
3-

2
1
5
8

●

下
野
市
長
等
倫
理
審
査
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す

下
野
市
職
員
倫
理
審
査
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す

「
ジ
ュ
ニ
ア
知
事
さ
ん
」作
品
募
集

　

こ
の
た
び
、
し
も
つ
け
心
の
会

（
代
表 
大
塩
冨
美
子
様
）
様
よ
り
、

金
3
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
寄
付
金
は
青
少
年
の
健

全
育
成
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
お
持
ち
の
保
険
者
証
の
有

効
期
限
が
7
月
31
日
（
土
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
7

月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
せ
先

社
会
福
祉
課 

☎ （
52
）
1
1
1
2

　

県
で
は
、
皆
さ
ん
が
日
常
購
入

し
て
い
る
食
料
品
の
内
容
量
に
つ

い
て
、
標
記
量
に
対
す
る
実
際
の

過
不
足
量
を
調
査
し
、
計
量
へ
の

関
心
と
販
売
時
に
お
け
る
適
正
な

計
量
の
確
保
を
図
る
た
め
の
計
量

モ
ニ
タ
ー
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
本
市
で
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
次
の
と
お
り
計
量
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数

　

10
名

●
活
動
内
容

　

10
月
１
日
か
ら
31
日
の
期
間
中

に
購
入
し
た
商
品
の
う
ち
、
調
査

対
象
商
品
に
つ
い
て
計
量
し
、
計

量
日
誌
に
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

※

計
量
日
誌
、
は
か
り
は
貸
与
し

ま
す
。

●
説
明
試
買
会

　

９
月
28
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時

　

南
河
内
公
民
館　

会
議
室

※
説
明
後
、
購
入
商
品
を
使
用
し

て
、
計
量
方
法
な
ど
の
実
習
を
行

い
ま
す
。

●
謝　

礼

　

７
，０
０
０
円
（
説
明
試
買
会

出
席
謝
金
、
モ
ニ
タ
ー
謝
金
）

●
応
募
方
法

　

商
工
観
光
課
窓
口
又
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
応
募
用
紙

を
取
得
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
商
工
観
光
課
に
持

参
又
は
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

応
募
用
紙
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
募
集
期
間

　

7
月
1
日
（
木
）〜
30
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
9-

0
4
9
3

　

下
野
市
田
中
6
8
1
番
地
1

　

商
工
観
光
課
（
南
河
内
庁
舎
）

　

☎ 

（
48
）
2
1
1
2

　

FAX
（
48
）
1
4
2
4

E-m
ail　

syoukoukankou@
city.shim

otsuke.lg.jp

●
審
議
会
の
内
容

　

下
野
市
都
市
計
画
審
議
会
条
例

の
規
定
に
よ
り
市
長
等
か
ら
諮
問

さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議

を
し
ま
す
。

●
委
員
の
任
期

　

平
成
22
年
11
月
1
日
〜
平
成

26
年
10
月
31
日
（
４
年
間
）

●
会
議
開
催
回
数

　

年
２
、
３
回
程
度

●
報　

酬

　

日
額
８
，０
０
０
円
（
た
だ
し
、

委
員
長
は
９
，
０
０
０
円
）

●
応
募
資
格

　

１
．
下
野
市
に
住
所
を
有
し
、

　

20
歳
以
上
の
方
。

　

２
．
下
野
市
で
設
置
す
る
他
の

　

審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と
。

　

３
．
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席

　

で
き
る
こ
と
。

　

４
．
下
野
市
議
会
議
員
及
び
下

　

野
市
の
職
員
で
な
い
こ
と
。

●
募
集
人
数　

３
名

●
応
募
方
法

　

都
市
計
画
課
で
配
付
し
て
い
る

応
募
用
紙
、
も
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
都
市
計
画
課
ま
で
郵
送
、

F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
又
は
直

接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応

募
用
紙
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
応
募
期
間

　

７
月
１
日
（
木
）〜
30
日
（
金
）

午
後
５
時
ま
で（
必
着
）（
た
だ
し
、

郵
送
に
よ
る
場
合
は
当
日
消
印
有

効
。
都
市
計
画
課
窓
口
受
付
は
土

日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
）

●
選
考
結
果

　

選
考
の
結
果
は
応
募
者
全
員
に

通
知
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課
☎ （
48
）2
1
1
4

●
試
験
日
時

　

10
月
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

　

試
験
時
間
は
、
解
答
免
除
等
の

状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
試
験
会
場

・
第
１
会
場

　

宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校

　

宇
都
宮
市
睦
町
1-

3
5

・
第
２
会
場

　

と
ち
ぎ
健
康
の
森

　

宇
都
宮
市
駒
生
町
3
3
3
7-

1

　
（
受
験
希
望
者
が
２
，０
０
０
名

を
超
え
た
場
合
に
使
用
し
ま
す
。）

●
試
験
案
内
書
（
申
込
書
）
配
付

　

７
月
１
日（
木
）〜
８
月
２
日（
月
）

●
配
付
場
所　

　

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
）、

市
役
所
各
庁
舎
窓
口
、
栃
木
県
各

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
栃
木
県
保

健
福
祉
部
高
齢
対
策
課
、
と
ち
ぎ

福
祉
プ
ラ
ザ
、
栃
木
県
シ
ル
バ
ー

大
学
校
南
校（
栃
木
市
）・
北
校（
矢

板
市
）

　

次
の
場
所
で
は
、
土
日
、
祝
祭

日
も
配
付
し
ま
す
。

　

と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会
健
康
の

森
管
理
課
、
と
ち
ぎ
健
康
の
森
総

合
受
付

※

点
字
用
を
ご
希
望
の
方
に
は
、

無
料
で
郵
送
し
ま
す
。

●
受
験
申
込
受
付

　

７
月
１
日（
木
）〜
８
月
２
日（
月
）

　

試
験
案
内
書
に
同
封
の
封
筒
で

簡
易
書
留
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
８
月
２
日
当
日
消
印
有
効
）

●
受
験
料　

８
，０
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
3
2
0-

8
5
0
3

　

宇
都
宮
市
駒
生
町
3
3
3
7-

1

　
（
社
福
）
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会

　

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

　

受
講
試
験
担
当

　

☎ 

0
2
8-

6
5
0-

5
5
8
7

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

後
期
高
齢
医
療
被
保
険
者
の
方
へ

計
量
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

下
野
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
案
内
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平
成
21
年
中
に
家
屋
を
新
築
、

増
築
及
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ
れ

た
方
に
対
し
、
７
月
に
不
動
産
取

得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
送
付

さ
れ
た
方
は
、
納
期
限
７
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
又
は
県
税
事
務
所
窓
口
に
て

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
税
事
務
所

　

不
動
産
取
得
税
担
当

　

☎
0
2
8
2
（
23
）
3
4
1
3

　

2
才
か
ら
未
就
園
児
を
対
象
と

し
た
、
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
皆
さ
ん
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

7
月
30
日
（
金
）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

●
場
所　

国
分
寺
公
民
館

●
内
容　

三
匹
の
こ
ぶ
た
人
形
劇

（
午
前
11
時
15
分
〜
）、
製
作
コ
ー

ナ
ー
、
エ
ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な
ど

●
料
金　

無
料

●
問
い
合
わ
せ
先　

愛
泉
幼
稚
園

　

☎
0
2
8
5（
44
）7
7
8
3

　

担
当　

小
倉　

庸
寛

　

今
年
度
第
２
回
目
の
家
族
会
を

開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
の
「
ど
う

対
応
い
た
ら
い
い
の
？
」
な
ど
と

い
っ
た
疑
問
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
意
見
交
換
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
大
歓

迎
で
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

７
月
23
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場　

所

　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

●
内　

容

　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
よ

る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
知
ろ
う

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎（
52
）
1
1
1
2

　

耳
の
聞
こ
え
に
つ
い
て
お
悩
み

の
方
の
た
め
の
相
談
会
で
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
配
慮
し
ま

す
の
で
、
全
く
聞
こ
え
な
い
方
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
予
約
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

７
月
11
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

４
時
（
受
付
３
時
ま
で
）

●
場　

所

　

国
分
寺
公
民
館
２
階
研
修
室

●
内　

容

・
難
聴
に
関
す
る
各
種
相
談

・
補
聴
器
相
談

・
機
器
の
展
示
、
情
報
の
配
布

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
中
途
失
調
・
難
聴
者
協
会

　

☎ 

（
51
）
1
3
2
5

　

FAX
（
51
）
1
3
2
6

　

古
山
小
学
校
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

で
は
夏
休
み
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。 

●
年　

齢

　

18
歳
以
上
（
た
だ
し
、
高
校
生

は
不
可
）

●
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

●
子
ど
も
が
好
き
な
方

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
古
山
小
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

古
山
小
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

　

☎ 

（
52
）
1
1
7
4

　

地
域
を
限
定
し
て
仕
事
を
探
し

た
い
、
自
宅
に
近
い
と
こ
ろ
で
、

空
い
て
い
る
時
間
を
利
用
し
て
仕

事
を
し
た
い
、
ま
た
は
、
福
祉
の

仕
事
に
関
心
は
あ
る
け
れ
ど
、
ま

だ
具
体
的
な
就
職
活
動
は
し
て
い

な
い
と
い
う
方
に
、
福
祉
の
仕
事

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、

実
際
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。
参

加
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

７
月
29
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

４
時
（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

●
場　

所

　

小
山
市
中
央
町
2-

2-

21

　

小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内　

容

　
「
ミ
ニ
面
談
会
」

　

エ
リ
ア
内
の
求
人
事
業
所
が
参

加
し
、
担
当
者
に
仕
事
内
容
や
応

募
条
件
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

　

栃
木
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
が
、
福
祉
の
仕
事
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
0
2
8-

6
4
3-

5
6
2
2

平
成
21
年
中
に
家
屋
を
新
築
等

に
よ
り
取
得
さ
れ
た
方
へ

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
0
の
開
催
に
つ
い
て

精
神
保
健
福
祉
家
族
会
の
お
知
ら
せ

福
祉
の
お
仕
事
ミ
ニ
面
談
会

耳
の
聞
こ
え
、補
聴
器
、

難
聴
者
の
相
談
会

古
山
小
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
夏
休
み

ア
ル
バ
イ
ト
指
導
員
募
集

　

８
月
は
、
平
成
21
年
中
に
個
人

で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
た
方
に
、

個
人
事
業
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
め
る
額
は
、
原
則
と
し
て
所

得
金
額
か
ら
2
9
0
万
円
を
引

い
た
額
に
次
の
税
率
を
乗
じ
た
金

額
と
な
り
ま
す
。

●
第
一
種
事
業

　

物
品
販
売
業
、製
造
業
、不
動
産     

　

貸
付
業　

等

　

税
率　

５
％

●
第
二
種
事
業

　

畜
産
業
、水
産
業
、薪
炭
製
造
業

　

税
率　

４
％

●
第
三
種
事
業

　

医
業
、弁
護
士
業
、理
美
容
業 

等

　

税
率　

５
％

　

あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
等
の
業 

等

　

税
率　

３
％

　

一
期
分
の
納
期
限
は
８
月
31
日

（
火
）
で
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

二
期
分
の
納
付
書
は
、
11
月
上

旬
に
発
送
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
栃
木
県
税
事
務
所

　

個
人
事
業
税
担
当

　

☎
0
2
8
2（
23
）3
4
1
4

　

世
界
に
誇
る
貴
重
な
文
化
財
で

あ
る
日
光
杉
並
木
街
道
を
守
る

「
杉
の
並
木
守
」
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

７
月
１
日
（
木
）〜
30
日
（
金
）

●
募
集
人
員

　

30
名
程
度
（
日
光
杉
並
木
街
道

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で

き
る
満
20
歳
以
上
の
方
）

●
受
講
料

　

無
料

●
応
募
方
法

　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

※

養
成
講
座
の
日
程
、
内
容
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
教
育
委
員
会
事
務
局

文
化
財
課

　

☎
0
2
8-

6
2
3-

3
4
6
2

７
月

（
天
平
公
園
）・
赤
と
ん
ぼ
の
会

（
花  

広  

場
）・
国
分
寺
商
工
会

８
月

（
天
平
公
園
）・
下
野
市
職
員
組
合

（
花  

広  

場
）・
下
野
市
職
員
組
合

個
人
事
業
税
の
納
税
に
つ
い
て

杉
の
並
木
守
養
成
講
座

平
美
林
会
清
掃
奉
仕
計
画

　

口
蹄
疫
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
原
因

で
、
偶
蹄
類
の
家
畜
（
牛
、
豚
、

ヤ
ギ
な
ど
）
や
野
生
動
物
（
イ
ノ

シ
シ
、
シ
カ
等
）
が
か
か
る
病
気

で
あ
り
、
人
に
感
染
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

口
蹄
疫
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
各
農
場
の
飼
養
管
理
・
衛
生

管
理
を
徹
底
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
の

侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

常
日
ご
ろ
か
ら
農
場
を
訪
問
す
る

車
両
、
持
ち
込
む
器
具
等
は
必
ず

消
毒
し
、
関
係
者
以
外
の
農
場
へ

の
立
ち
入
り
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

●
対
策
と
し
て

１
．
農
場
等
な
ど
へ
の
出
入
り
は

で
き
る
だ
け
避
け
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

２
．
畜
舎
等
へ
の
出
入
り
に
は
手

指
や
長
靴
等
の
消
毒
、
作
業
服
の

交
換
・
洗
濯
な
ど
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

３
．
車
両
に
つ
い
て
も
出
入
り
口

の
外
で
足
回
り
を
徹
底
的
に
消
毒

し
ま
し
ょ
う
。

４
．
公
道
か
ら
自
宅
、
畜
舎
へ
の

通
路
と
畜
舎
の
周
囲
２
〜
３
ｍ
に

は
消
石
灰
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
畜
の
状
態
を
日
頃
か
ら
よ
く

観
察
し
て
、
異
常
が
あ
れ
ば
家
畜

衛
生
保
健
所
、
か
か
り
つ
け
の
獣

医
ま
た
は
、
市
役
所
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

県
南
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
0
2
8
2
（
27
）
3
6
1
1

農
政
課

　

☎（
48
）
2
1
4
3

●
事
業
目
的

　

冬
期
の
畑
地
帯
か
ら
発
生
す
る

風
塵
の
解
消
を
図
り
つ
つ
、
農
地

の
地
力
増
進
と
有
効
活
用
を
推
進

し
、
良
好
な
農
地
環
境
（
景
観
）

の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
で
き
る
方

　

農
地
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
現
況
地
目
が
「
畑
」
と
な
っ

て
い
る
農
地
で
、
11
月
末
ま
で
に

麦
を
作
付
け
し
、
そ
の
後
、
緑
肥

と
し
て
利
用
す
る
予
定
の
耕
作
者

●
補
助
額

　

10
ア
ー
ル
当
た
り
２
千
円
以
内

（
作
付
面
積
に
よ
る
調
整
あ
り
）

●
申
込
期
限

　

８
月
31
日
（
火
）

●
申
し
込
み
先

　

Ｊ
Ａ
お
や
ま
北
部
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）
0
4
0
1

　

Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
南
河
内
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー

　

☎（
48
）
2
2
1
5

　

※
申
込
書
は
各
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
。

●
補
助
金
の
交
付

　

申
込
書
の
審
査
及
び
作
付
確
認

を
行
っ
た
後
、
申
込
者
（
事
業
実

施
者
）に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
農
業
振
興
グ
ル
ー
プ

　

☎（
48
）
2
1
4
3

●
採
用
予
定
人
数

　

約
20
名

●
受
験
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

●
受
付
期
間

　

７
月
13
日
（
火
）
か
ら
22
日

（
木
）ま
で（
７
月
22
日
消
印
有
効
）

●
試
験
日

　

９
月
12
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

宇
都
宮
地
方
裁
判
所
事
務
局

　

総
務
課　

人
事
第
一
係

　

☎
0
2
8-

3
3
3-

0
0
0
5

口
蹄
疫
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
の
更
新
講
習
会
を
実
施
し
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

　

９
月
９
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

　

９
月
30
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

　

宇
都
宮
市
文
化
会
館
（
小
ホ
ー

ル
）
宇
都
宮
市
明
保
野
町
７-

66

●
更
新
講
習
会
案
内

　

申
込
書
類
は
、
財
団
法
人
栃
木

県
建
設
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら

本
人
あ
て
、
７
月
12
日
（
月
）
に

送
付
し
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間

　

７
月
30
日
（
金
）

　

当
日
消
印
有
効

●
更
新
講
習
会
対
象
者

　

現
在
こ
の
資
格
を
有
し
、
有
効

期
限
が
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
の
方
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
栃
木
県
建
設
総
合
技
術

セ
ン
タ
ー

　

〒
3
2
1-

0
9
7
4

　

宇
都
宮
市
竹
林
町
1
0
3
0-

2

　

☎
0
2
8-

6
2
6-

3
1
8
7

　

研
修
課
（
担
当　

菊
地
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

更
新
講
習
会
の
お
知
ら
せ

畑
地
帯
環
境
整
備
支
援
事
業
の

お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
裁
判
所
事
務
官

採
用
Ⅲ
種
試
験
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平
成
21
年
中
に
家
屋
を
新
築
、

増
築
及
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ
れ

た
方
に
対
し
、
７
月
に
不
動
産
取

得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
送
付

さ
れ
た
方
は
、
納
期
限
７
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
又
は
県
税
事
務
所
窓
口
に
て

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
税
事
務
所

　

不
動
産
取
得
税
担
当

　

☎
0
2
8
2
（
23
）
3
4
1
3

　

2
才
か
ら
未
就
園
児
を
対
象
と

し
た
、
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
行
い
ま
す
。
ご
家
族
皆
さ
ん
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

7
月
30
日
（
金
）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

●
場
所　

国
分
寺
公
民
館

●
内
容　

三
匹
の
こ
ぶ
た
人
形
劇

（
午
前
11
時
15
分
〜
）、
製
作
コ
ー

ナ
ー
、
エ
ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
な
ど

●
料
金　

無
料

●
問
い
合
わ
せ
先　

愛
泉
幼
稚
園

　

☎
0
2
8
5（
44
）7
7
8
3

　

担
当　

小
倉　

庸
寛

　

今
年
度
第
２
回
目
の
家
族
会
を

開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
の
「
ど
う

対
応
い
た
ら
い
い
の
？
」
な
ど
と

い
っ
た
疑
問
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
意
見
交
換
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
大
歓

迎
で
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

７
月
23
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場　

所

　

ゆ
う
ゆ
う
館
会
議
室

●
内　

容

　
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
よ

る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
知
ろ
う

●
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課

　

障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎（
52
）
1
1
1
2

　

耳
の
聞
こ
え
に
つ
い
て
お
悩
み

の
方
の
た
め
の
相
談
会
で
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
配
慮
し
ま

す
の
で
、
全
く
聞
こ
え
な
い
方
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
予
約
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

７
月
11
日
（
日
）
午
後
１
時
〜

４
時
（
受
付
３
時
ま
で
）

●
場　

所

　

国
分
寺
公
民
館
２
階
研
修
室

●
内　

容

・
難
聴
に
関
す
る
各
種
相
談

・
補
聴
器
相
談

・
機
器
の
展
示
、
情
報
の
配
布

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
中
途
失
調
・
難
聴
者
協
会

　

☎ 

（
51
）
1
3
2
5

　

FAX
（
51
）
1
3
2
6

　

古
山
小
学
校
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

で
は
夏
休
み
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
指

導
員
を
募
集
し
ま
す
。 

●
年　

齢

　

18
歳
以
上
（
た
だ
し
、
高
校
生

は
不
可
）

●
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

●
子
ど
も
が
好
き
な
方

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
古
山
小
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

古
山
小
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

　

☎ 

（
52
）
1
1
7
4

　

地
域
を
限
定
し
て
仕
事
を
探
し

た
い
、
自
宅
に
近
い
と
こ
ろ
で
、

空
い
て
い
る
時
間
を
利
用
し
て
仕

事
を
し
た
い
、
ま
た
は
、
福
祉
の

仕
事
に
関
心
は
あ
る
け
れ
ど
、
ま

だ
具
体
的
な
就
職
活
動
は
し
て
い

な
い
と
い
う
方
に
、
福
祉
の
仕
事

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、

実
際
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。
参

加
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

●
日　

時

　

７
月
29
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

４
時
（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

●
場　

所

　

小
山
市
中
央
町
2-

2-

21

　

小
山
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内　

容

　
「
ミ
ニ
面
談
会
」

　

エ
リ
ア
内
の
求
人
事
業
所
が
参

加
し
、
担
当
者
に
仕
事
内
容
や
応

募
条
件
な
ど
を
直
接
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

　

栃
木
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
が
、
福
祉
の
仕
事
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
0
2
8-

6
4
3-

5
6
2
2

平
成
21
年
中
に
家
屋
を
新
築
等

に
よ
り
取
得
さ
れ
た
方
へ

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
0
の
開
催
に
つ
い
て

精
神
保
健
福
祉
家
族
会
の
お
知
ら
せ

福
祉
の
お
仕
事
ミ
ニ
面
談
会

耳
の
聞
こ
え
、補
聴
器
、

難
聴
者
の
相
談
会

古
山
小
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
夏
休
み

ア
ル
バ
イ
ト
指
導
員
募
集

　

８
月
は
、
平
成
21
年
中
に
個
人

で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
た
方
に
、

個
人
事
業
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

納
め
る
額
は
、
原
則
と
し
て
所

得
金
額
か
ら
2
9
0
万
円
を
引

い
た
額
に
次
の
税
率
を
乗
じ
た
金

額
と
な
り
ま
す
。

●
第
一
種
事
業

　

物
品
販
売
業
、製
造
業
、不
動
産     

　

貸
付
業　

等

　

税
率　

５
％

●
第
二
種
事
業

　

畜
産
業
、水
産
業
、薪
炭
製
造
業

　

税
率　

４
％

●
第
三
種
事
業

　

医
業
、弁
護
士
業
、理
美
容
業 

等

　

税
率　

５
％

　

あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
等
の
業 

等

　

税
率　

３
％

　

一
期
分
の
納
期
限
は
８
月
31
日

（
火
）
で
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

二
期
分
の
納
付
書
は
、
11
月
上

旬
に
発
送
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
栃
木
県
税
事
務
所

　

個
人
事
業
税
担
当

　

☎
0
2
8
2（
23
）3
4
1
4

　

世
界
に
誇
る
貴
重
な
文
化
財
で

あ
る
日
光
杉
並
木
街
道
を
守
る

「
杉
の
並
木
守
」
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

７
月
１
日
（
木
）〜
30
日
（
金
）

●
募
集
人
員

　

30
名
程
度
（
日
光
杉
並
木
街
道

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で

き
る
満
20
歳
以
上
の
方
）

●
受
講
料

　

無
料

●
応
募
方
法

　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

※

養
成
講
座
の
日
程
、
内
容
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
教
育
委
員
会
事
務
局

文
化
財
課

　

☎
0
2
8-

6
2
3-

3
4
6
2

７
月

（
天
平
公
園
）・
赤
と
ん
ぼ
の
会

（
花  

広  

場
）・
国
分
寺
商
工
会

８
月

（
天
平
公
園
）・
下
野
市
職
員
組
合

（
花  

広  

場
）・
下
野
市
職
員
組
合

個
人
事
業
税
の
納
税
に
つ
い
て

杉
の
並
木
守
養
成
講
座

平
美
林
会
清
掃
奉
仕
計
画

　

口
蹄
疫
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
原
因

で
、
偶
蹄
類
の
家
畜
（
牛
、
豚
、

ヤ
ギ
な
ど
）
や
野
生
動
物
（
イ
ノ

シ
シ
、
シ
カ
等
）
が
か
か
る
病
気

で
あ
り
、
人
に
感
染
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

口
蹄
疫
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
各
農
場
の
飼
養
管
理
・
衛
生

管
理
を
徹
底
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
の

侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

常
日
ご
ろ
か
ら
農
場
を
訪
問
す
る

車
両
、
持
ち
込
む
器
具
等
は
必
ず

消
毒
し
、
関
係
者
以
外
の
農
場
へ

の
立
ち
入
り
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

●
対
策
と
し
て

１
．
農
場
等
な
ど
へ
の
出
入
り
は

で
き
る
だ
け
避
け
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

２
．
畜
舎
等
へ
の
出
入
り
に
は
手

指
や
長
靴
等
の
消
毒
、
作
業
服
の

交
換
・
洗
濯
な
ど
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

３
．
車
両
に
つ
い
て
も
出
入
り
口

の
外
で
足
回
り
を
徹
底
的
に
消
毒

し
ま
し
ょ
う
。

４
．
公
道
か
ら
自
宅
、
畜
舎
へ
の

通
路
と
畜
舎
の
周
囲
２
〜
３
ｍ
に

は
消
石
灰
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

　

家
畜
の
状
態
を
日
頃
か
ら
よ
く

観
察
し
て
、
異
常
が
あ
れ
ば
家
畜

衛
生
保
健
所
、
か
か
り
つ
け
の
獣

医
ま
た
は
、
市
役
所
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

県
南
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
0
2
8
2
（
27
）
3
6
1
1

農
政
課

　

☎（
48
）
2
1
4
3

●
事
業
目
的

　

冬
期
の
畑
地
帯
か
ら
発
生
す
る

風
塵
の
解
消
を
図
り
つ
つ
、
農
地

の
地
力
増
進
と
有
効
活
用
を
推
進

し
、
良
好
な
農
地
環
境
（
景
観
）

の
整
備
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
で
き
る
方

　

農
地
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
現
況
地
目
が
「
畑
」
と
な
っ

て
い
る
農
地
で
、
11
月
末
ま
で
に

麦
を
作
付
け
し
、
そ
の
後
、
緑
肥

と
し
て
利
用
す
る
予
定
の
耕
作
者

●
補
助
額

　

10
ア
ー
ル
当
た
り
２
千
円
以
内

（
作
付
面
積
に
よ
る
調
整
あ
り
）

●
申
込
期
限

　

８
月
31
日
（
火
）

●
申
し
込
み
先

　

Ｊ
Ａ
お
や
ま
北
部
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
40
）
0
4
0
1

　

Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
南
河
内
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー

　

☎（
48
）
2
2
1
5

　

※

申
込
書
は
各
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
。

●
補
助
金
の
交
付

　

申
込
書
の
審
査
及
び
作
付
確
認

を
行
っ
た
後
、
申
込
者
（
事
業
実

施
者
）に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課
農
業
振
興
グ
ル
ー
プ

　

☎（
48
）
2
1
4
3

●
採
用
予
定
人
数

　

約
20
名

●
受
験
資
格

　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

●
受
付
期
間

　

７
月
13
日
（
火
）
か
ら
22
日

（
木
）ま
で（
７
月
22
日
消
印
有
効
）

●
試
験
日

　

９
月
12
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

宇
都
宮
地
方
裁
判
所
事
務
局

　

総
務
課　

人
事
第
一
係

　

☎
0
2
8-

3
3
3-

0
0
0
5

口
蹄
疫
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
の
更
新
講
習
会
を
実
施
し
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

　

９
月
９
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

　

９
月
30
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

　

宇
都
宮
市
文
化
会
館
（
小
ホ
ー

ル
）
宇
都
宮
市
明
保
野
町
７-

66

●
更
新
講
習
会
案
内

　

申
込
書
類
は
、
財
団
法
人
栃
木

県
建
設
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら

本
人
あ
て
、
７
月
12
日
（
月
）
に

送
付
し
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間

　

７
月
30
日
（
金
）

　

当
日
消
印
有
効

●
更
新
講
習
会
対
象
者

　

現
在
こ
の
資
格
を
有
し
、
有
効

期
限
が
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
の
方
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
栃
木
県
建
設
総
合
技
術

セ
ン
タ
ー

　

〒
3
2
1-

0
9
7
4

　

宇
都
宮
市
竹
林
町
1
0
3
0-

2

　

☎
0
2
8-

6
2
6-

3
1
8
7

　

研
修
課
（
担
当　

菊
地
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

更
新
講
習
会
の
お
知
ら
せ

畑
地
帯
環
境
整
備
支
援
事
業
の

お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
裁
判
所
事
務
官

採
用
Ⅲ
種
試
験
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求
職
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
の

就
職
や
生
活
・
就
労
相
談
に
専
門

の
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

●
日　

時

　

７
月
15
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

　
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

●
場　

所

　

栃
木
県
小
山
庁
舎

　

4
0
4
会
議
室

●
相
談
内
容

　

再
就
職
に
関
す
る
こ
と
、
公
営

住
宅
・
生
活
資
金
・
職
業
訓
練
に

関
す
る
こ
と
、
賃
金
・
労
働
時
間

な
ど
労
働
条
件
に
関
す
る
こ
と

●
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
労
政
事
務
所

　

☎
0
2
8
5
（
22
）4
0
3
2

　

本
年
度
も
、
中
小
企
業
の
皆
様

に
夏
季
の
運
転
資
金
の
融
資
を
行
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
融
資
対
象
者

　

県
内
に
１
年
以
上
事
業
所
を
有

し
て
営
業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企

業
及
び
事
業
協
同
組
合
等
の
皆
様

と
ち
ぎ
求
職
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
会

中
小
企
業
季
節
資
金（
夏
季
資
金
）

融
資
利
用
の
お
知
ら
せ

フ
ラ
ダ
ン
ス
会
員
募
集

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

●
資
金
の
使
い
み
ち

　

商
品
の
仕
入
れ
、
ボ
ー
ナ
ス
の

支
払
い
等
の
季
節
的
な
運
転
資
金

●
融
資
条
件

・
融
資
額　

　

企
業　

１
千
万
円
以
内

　

団
体　

１
億
円
以
内

・
融
資
利
率

　

年
2.0
％
以
内

（
保
証
付
責
任
共
有
制
度
対
象
外
の

場
合
は
1.5
％
以
内
、
保
証
付
責
任
共

有
制
度
対
象
の
場
合
は
1.7
％
以
内
）

●
融
資
期
間

　

11
月
１
日
（
月
）
ま
で

●
融
資
の
申
込
先

　

県
内
に
本
店
を
有
す
る
銀
行
、

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
及
び
商
工

組
合
中
央
金
庫
の
県
内
営
業
店

●
申
込
期
間

　

７
月
30
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
栃
木
県

経
営
支
援
課

　

☎
0
2
8-

6
2
3-

3
1
8
1

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
メ
ロ
デ
ィ
に
魅

せ
ら
れ
楽
し
く
踊
る
グ
ル
ー
プ
で

す
。
踊
っ
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ

練
習
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
グ
ル
ー
プ
名

　

イ
リ
マ
レ
イ
ア
ロ
ハ　

レ
フ
ァ

●
練
習
日

　

毎
週
火
曜
日

●
時　

間

　

午
後
2
時
〜
4
時
ま
で

●
場　

所

　

南
河
内
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ
先

　

柳
田
照
子　

☎（
53
）
2
2
4
8

　

お
子
様
の
就
学
で
お
悩
み
の
方
、

本
校
に
つ
い
て
も
っ
と
よ
く
知
り

た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
小
学
部
・
中
学
部

　

９
月
８
日
（
水
）、
10
月
４
日

（
月
）・
20
日（
水
）午
前
９
時
〜
正
午
。

11
月
13
日
（
土
）
午
前
９
時
25
分

〜
午
後
３
時
（
お
お
ぞ
ら
祭
）。

●
高
等
部

　

７
月
21
日
（
水
）
午
前
９
時
30

分
〜
午
前
11
時
30
分
。
11
月
13

日
（
土
）
午
前
９
時
25
分
〜
午
後

３
時
（
お
お
ぞ
ら
祭
）。
11
月
18

日
（
木
）
午
前
９
時
〜
正
午
。

●
場　

所

　

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
（
下
野
市
柴
６-

２
）

●
内　

容

　

授
業
参
観
、
施
設
見
学
、
講
話
、

体
験
発
表
、
学
習
発
表
会
見
学
、

教
育
相
談

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
☎
（
52
）
１
１
１
８

　

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

　
　

☎
（
44
）
5
1
2
1

　
　

FAX
（
44
）
6
6
9
8

　

実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

要注意！！スリングや抱っこひもに注意して！！！要注意！！スリングや抱っこひもに注意して！！！要注意！！スリングや抱っこひもに注意して！！！要注意！！スリングや抱っこひもに注意して！！！要注意！！スリングや抱っこひもに注意して！！！要注意！！スリングや抱っこひもに注意して！！！要注意！！スリングや抱っこひもに注意して！！！
　時代の変化また、核家族化傾向の中で
赤ちゃんとの生活環境も変化しています。
　横抱きをしながら、家事や買い物が可
能である利便性によりスリングや抱っこひ
もを使用しての赤ちゃんの横抱きをされる

方は多いですね。利便性を重視することは必要です。
でも、保護者がつまづいたり、転んだりした際に赤
ちゃんがスリングや抱っこひもから転落する可能性が
あることに注意してください。
　また、横抱きをされた赤ちゃんが不適切な姿勢に
より窒息する危険性があることに注意してください。
　赤ちゃんは気管が細いため、首を過度に前屈させ
ると容易に気道が閉塞されます。
■赤ちゃんの顔色や、身体の状態が常に観測でき
る子守帯の使用を心がけてください。
■首がすわるまでは背当て、頭当てがある子守帯
を選んでください。

●相談可能日　月曜日から金曜日
　（土日・祝日及び年末年始を除く）
●受付時間　午前9時から午後5時
　（正午から午後1時を除く）
●4月1日より下野市消費生活センターの
　開所時間が変更になりました。
　
　　　　　　　受付しています。不安な
日々の生活から一歩ふみだしてみましょう。

※栃木県消費生活センターでは土曜日に
電話相談のみ相談可能です。
●受付時間　午前9時から午後5時
栃木県消費生活センターが4月1日より栃
木県庁本館7階南（くらし安全安心課内）
へ移転しました。新しい電話番号は
028-625-2227です。

多重債務相談

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎（
44
）
4
8
8
3

　
　
（
下
野
市
役
所
国
分
寺
庁
舎
2
階 

生
活
安
全
課
内
）

広報しもつけ
ご意見・ご要望をお寄せください！
　広報しもつけでは、わかりやすく、親しみ
やすい紙面づくりを目指す一環として、アン
ケート調査を実施します。
　今号をご覧になった感想など、皆さまの率
直なご意見をぜひお寄せください！

　市では、皆さまから市内の身近な情報を募集
し、「広報しもつけ」で紹介していきたいと考え
ています。
　地域や団体・グループなどの、行事、隠れ
た名所などの情報を、ぜひ、ご連絡ください。
取材に伺います。

http://www.city.
shimotsuke.lg.jp/
i_index.htm●期　間　7月1日（木）～31日（土）

●方　法　市ホームページ及び携帯サイト

市内の情報を募集しています！

おもちゃの図書館刃 物 研 ぎ
●日　時
　7月10日（土）

●場　所
　南河内児童館

●問い合わせ先
　社会福祉協議会
　☎（43）1236

●実施日
　7月13日（火）
　旧石橋中体育館南側
　7月20日（火）
　小金井駅東駐車場

●時　間　
　午前9時～午後2時

●問い合わせ先
　シルバー人材センター
　☎（47）1124　

☆おもちゃの図書館とは、
ハンディをもつ子も、もた
ない子も、おもちゃを通し
て一緒に遊ぶ場所です。

シルバー人材センター心配ごと相談 　7月の日程
◎国分寺会場（ゆうゆう館）
一般相談、総合相談：6・13・20日、8月3・10日
児童母子相談：27日
法律相談【要予約】：8日
◎石橋会場（きらら館）
一般相談、総合相談：5・12・26日、8月2・9日
児童母子相談：26日
◎南河内会場（ふれあい館）
一般相談、総合相談：2・9・16日、8月6日
児童母子相談：23日
●時　間　午後 1時 30 分～3 時 30 分
（法律相談のみ午後 1時～4 時 30 分）
※法律相談は事前に電話での予約が必要です。
●問い合わせ先　社会福祉協議会　☎（43）1236

きらら館、ゆうゆう館、ふれあい館　7月の休館日のお知らせ
■き ら ら 館

■ゆうゆう館

■ふれあい館

〔7月の休館日〕　5日（月）・12日（月）・13日（火）・20日（火）・26日（月）、8月2日（月） ・9日（月）・10日（火）
　　　　　　　 　　　　　　きらら館　下野市下古山1220 番地　☎52-3711
〔7月の休館日〕　6日（火）・7日（水）・13日（火）・20日（火）・27日（火）、8月3日（火）・4日（水） ・10日（火）
　　　　　　　 　　　　　　ゆうゆう館　下野市小金井 789 番地　☎43-1231

救急告示医療機関当番表（平成22年7月分）

小金井中央病院

石橋総合病院

小山整形外科内科

杉 村 病 院

光 南 病 院

野 木 病 院

1

1 2 3 4 5 14 15 16 17 18 19131211986 7 10

2

3

4

5

6

医療機関名
20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

○ ○ ○ ○○ ● ○ ● ○ ○

○○ ○ ● ○○ ○ ○ ○ ○

○● ○ ○ ●○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ● ○○ ● ○ ● ○ ○

○○○ ○ ○ ● ○ ●○ ○ ○

●○ ○ ○ ○ ○ ○ ●○ ○ ○

木 金 土 日土金水火日 月 木 日土金水火月 木 日土金水火月 木 水火 金

31

土木月

●印：当番医療機関（当番時間17：00～翌日17：00）
○印：当番医療機関（当番時間17：00～翌日9：00）　

医療機関名・住所・電話番号
○小金井中央病院　　下野市小金井 2－4－3  ☎（44）7000　○杉村病院　小山市城山町 2－7－18 ☎（25）5533
○石橋総合病院　　　下野市石橋 628　　　☎（53）1134　○光南病院　小山市乙女 795－4　　☎（45）7711
○小山整形外科内科　小山市雨ヶ谷 753　　☎（31）1331　○野木病院　野木町友沼 5320－2　  ☎0280（57）1011

連絡先　総合政策室　情報広報グループ
TEL 40-5550　　FAX 40-5572
e-mail info@city.shimotsuke.lg.jp

〔7月の休館日〕　5日（月）・12日（月） ・20日（火）・26日（月）、8月2日（月）・9日（月）
　　　　　　　 　　　　　　ふれあい館　下野市三王山 698 番地 5　☎47-1126　

問い合わせ先 

問い合わせ先 

問い合わせ先 



　

　

3031

思いやりと交流で創る　新生文化都市
SHIMOTSUKE-CITY

　

求
職
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
の

就
職
や
生
活
・
就
労
相
談
に
専
門

の
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

●
日　

時

　

７
月
15
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

　
（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

●
場　

所

　

栃
木
県
小
山
庁
舎

　

4
0
4
会
議
室

●
相
談
内
容

　

再
就
職
に
関
す
る
こ
と
、
公
営

住
宅
・
生
活
資
金
・
職
業
訓
練
に

関
す
る
こ
と
、
賃
金
・
労
働
時
間

な
ど
労
働
条
件
に
関
す
る
こ
と

●
問
い
合
わ
せ
先

　

小
山
労
政
事
務
所

　

☎
0
2
8
5
（
22
）4
0
3
2

　

本
年
度
も
、
中
小
企
業
の
皆
様

に
夏
季
の
運
転
資
金
の
融
資
を
行
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
融
資
対
象
者

　

県
内
に
１
年
以
上
事
業
所
を
有

し
て
営
業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企

業
及
び
事
業
協
同
組
合
等
の
皆
様

と
ち
ぎ
求
職
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
会

中
小
企
業
季
節
資
金（
夏
季
資
金
）

融
資
利
用
の
お
知
ら
せ

フ
ラ
ダ
ン
ス
会
員
募
集

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

●
資
金
の
使
い
み
ち

　

商
品
の
仕
入
れ
、
ボ
ー
ナ
ス
の

支
払
い
等
の
季
節
的
な
運
転
資
金

●
融
資
条
件

・
融
資
額　

　

企
業　

１
千
万
円
以
内

　

団
体　

１
億
円
以
内

・
融
資
利
率

　

年
2.0
％
以
内

（
保
証
付
責
任
共
有
制
度
対
象
外
の

場
合
は
1.5
％
以
内
、
保
証
付
責
任
共

有
制
度
対
象
の
場
合
は
1.7
％
以
内
）

●
融
資
期
間

　

11
月
１
日
（
月
）
ま
で

●
融
資
の
申
込
先

　

県
内
に
本
店
を
有
す
る
銀
行
、

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
及
び
商
工

組
合
中
央
金
庫
の
県
内
営
業
店

●
申
込
期
間

　

７
月
30
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
栃
木
県

経
営
支
援
課

　

☎
0
2
8-

6
2
3-

3
1
8
1

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
メ
ロ
デ
ィ
に
魅

せ
ら
れ
楽
し
く
踊
る
グ
ル
ー
プ
で

す
。
踊
っ
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ

練
習
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
グ
ル
ー
プ
名

　

イ
リ
マ
レ
イ
ア
ロ
ハ　

レ
フ
ァ

●
練
習
日

　

毎
週
火
曜
日

●
時　

間

　

午
後
2
時
〜
4
時
ま
で

●
場　

所

　

南
河
内
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ
先

　

柳
田
照
子　

☎（
53
）
2
2
4
8

　

お
子
様
の
就
学
で
お
悩
み
の
方
、

本
校
に
つ
い
て
も
っ
と
よ
く
知
り

た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
小
学
部
・
中
学
部

　

９
月
８
日
（
水
）、
10
月
４
日

（
月
）・
20
日（
水
）午
前
９
時
〜
正
午
。

11
月
13
日
（
土
）
午
前
９
時
25
分

〜
午
後
３
時
（
お
お
ぞ
ら
祭
）。

●
高
等
部

　

７
月
21
日
（
水
）
午
前
９
時
30

分
〜
午
前
11
時
30
分
。
11
月
13

日
（
土
）
午
前
９
時
25
分
〜
午
後

３
時
（
お
お
ぞ
ら
祭
）。
11
月
18

日
（
木
）
午
前
９
時
〜
正
午
。

●
場　

所

　

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学

校
（
下
野
市
柴
６-

２
）

●
内　

容

　

授
業
参
観
、
施
設
見
学
、
講
話
、

体
験
発
表
、
学
習
発
表
会
見
学
、

教
育
相
談

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
☎
（
52
）
１
１
１
８

　

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

　
　

☎
（
44
）
5
1
2
1

　
　

FAX
（
44
）
6
6
9
8

　

実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

要注意！！スリングや抱っこひもに注意して！！！要注意！！スリングや抱っこひもに注意して！！！要注意！！スリングや抱っこひもに注意して！！！要注意！！スリングや抱っこひもに注意して！！！要注意！！スリングや抱っこひもに注意して！！！要注意！！スリングや抱っこひもに注意して！！！要注意！！スリングや抱っこひもに注意して！！！
　時代の変化また、核家族化傾向の中で
赤ちゃんとの生活環境も変化しています。
　横抱きをしながら、家事や買い物が可
能である利便性によりスリングや抱っこひ
もを使用しての赤ちゃんの横抱きをされる

方は多いですね。利便性を重視することは必要です。
でも、保護者がつまづいたり、転んだりした際に赤
ちゃんがスリングや抱っこひもから転落する可能性が
あることに注意してください。
　また、横抱きをされた赤ちゃんが不適切な姿勢に
より窒息する危険性があることに注意してください。
　赤ちゃんは気管が細いため、首を過度に前屈させ
ると容易に気道が閉塞されます。
■赤ちゃんの顔色や、身体の状態が常に観測でき
る子守帯の使用を心がけてください。
■首がすわるまでは背当て、頭当てがある子守帯
を選んでください。

●相談可能日　月曜日から金曜日
　（土日・祝日及び年末年始を除く）
●受付時間　午前9時から午後5時
　（正午から午後1時を除く）
●4月1日より下野市消費生活センターの
　開所時間が変更になりました。
　
　　　　　　　受付しています。不安な
日々の生活から一歩ふみだしてみましょう。

※栃木県消費生活センターでは土曜日に
電話相談のみ相談可能です。
●受付時間　午前9時から午後5時
栃木県消費生活センターが4月1日より栃
木県庁本館7階南（くらし安全安心課内）
へ移転しました。新しい電話番号は
028-625-2227です。

多重債務相談

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎（
44
）
4
8
8
3

　
　
（
下
野
市
役
所
国
分
寺
庁
舎
2
階 

生
活
安
全
課
内
）

広報しもつけ
ご意見・ご要望をお寄せください！
　広報しもつけでは、わかりやすく、親しみ
やすい紙面づくりを目指す一環として、アン
ケート調査を実施します。
　今号をご覧になった感想など、皆さまの率
直なご意見をぜひお寄せください！

　市では、皆さまから市内の身近な情報を募集
し、「広報しもつけ」で紹介していきたいと考え
ています。
　地域や団体・グループなどの、行事、隠れ
た名所などの情報を、ぜひ、ご連絡ください。
取材に伺います。

http://www.city.
shimotsuke.lg.jp/
i_index.htm●期　間　7月1日（木）～31日（土）

●方　法　市ホームページ及び携帯サイト

市内の情報を募集しています！

おもちゃの図書館刃 物 研 ぎ
●日　時
　7月10日（土）

●場　所
　南河内児童館

●問い合わせ先
　社会福祉協議会
　☎（43）1236

●実施日
　7月13日（火）
　旧石橋中体育館南側
　7月20日（火）
　小金井駅東駐車場

●時　間　
　午前9時～午後2時

●問い合わせ先
　シルバー人材センター
　☎（47）1124　

☆おもちゃの図書館とは、
ハンディをもつ子も、もた
ない子も、おもちゃを通し
て一緒に遊ぶ場所です。

シルバー人材センター心配ごと相談 　7月の日程
◎国分寺会場（ゆうゆう館）
一般相談、総合相談：6・13・20日、8月3・10日
児童母子相談：27日
法律相談【要予約】：8日
◎石橋会場（きらら館）
一般相談、総合相談：5・12・26日、8月2・9日
児童母子相談：26日
◎南河内会場（ふれあい館）
一般相談、総合相談：2・9・16日、8月6日
児童母子相談：23日
●時　間　午後 1時 30 分～3 時 30 分
（法律相談のみ午後 1時～4 時 30 分）
※法律相談は事前に電話での予約が必要です。
●問い合わせ先　社会福祉協議会　☎（43）1236

きらら館、ゆうゆう館、ふれあい館　7月の休館日のお知らせ
■き ら ら 館

■ゆうゆう館

■ふれあい館

〔7月の休館日〕　5日（月）・12日（月）・13日（火）・20日（火）・26日（月）、8月2日（月） ・9日（月）・10日（火）
　　　　　　　 　　　　　　きらら館　下野市下古山1220 番地　☎52-3711
〔7月の休館日〕　6日（火）・7日（水）・13日（火）・20日（火）・27日（火）、8月3日（火）・4日（水） ・10日（火）
　　　　　　　 　　　　　　ゆうゆう館　下野市小金井 789 番地　☎43-1231

救急告示医療機関当番表（平成22年7月分）

小金井中央病院

石橋総合病院

小山整形外科内科

杉 村 病 院

光 南 病 院

野 木 病 院

1

1 2 3 4 5 14 15 16 17 18 19131211986 7 10

2

3

4

5

6

医療機関名
20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

○ ○ ○ ○○ ● ○ ● ○ ○

○○ ○ ● ○○ ○ ○ ○ ○

○● ○ ○ ●○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ● ○○ ● ○ ● ○ ○

○○○ ○ ○ ● ○ ●○ ○ ○

●○ ○ ○ ○ ○ ○ ●○ ○ ○

木 金 土 日土金水火日 月 木 日土金水火月 木 日土金水火月 木 水火 金

31

土木月

●印：当番医療機関（当番時間17：00～翌日17：00）
○印：当番医療機関（当番時間17：00～翌日9：00）　

医療機関名・住所・電話番号
○小金井中央病院　　下野市小金井 2－4－3  ☎（44）7000　○杉村病院　小山市城山町 2－7－18 ☎（25）5533
○石橋総合病院　　　下野市石橋 628　　　☎（53）1134　○光南病院　小山市乙女 795－4　　☎（45）7711
○小山整形外科内科　小山市雨ヶ谷 753　　☎（31）1331　○野木病院　野木町友沼 5320－2　  ☎0280（57）1011

連絡先　総合政策室　情報広報グループ
TEL 40-5550　　FAX 40-5572
e-mail info@city.shimotsuke.lg.jp

〔7月の休館日〕　5日（月）・12日（月） ・20日（火）・26日（月）、8月2日（月）・9日（月）
　　　　　　　 　　　　　　ふれあい館　下野市三王山 698 番地 5　☎47-1126　

問い合わせ先 

問い合わせ先 

問い合わせ先 
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道の駅の名称募集････････････････････････････････
下野市・石橋地区消防組合職員採用試験････････
下野市庁舎建設基本構想を策定しました･････････
下野市奨学生（高校、大学等）を募集します････
男女共同参画情報紙編集委員募集･･･････････････
ユビキタスタウンしもつけ展開中･････････････････
国民年金だより･･･････････････････････････････････
父子家庭のみなさまにも児童扶養手当が支給････
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平成23年春オープン予定
道の駅の名称を募集します！

人 口／59,635人　(+29)
 男 性／29,655人　(+10)
 女 性／29,980人　(+19)
世帯数／21,127世帯(+22)

人口と世帯 
※平成22年6月1日現在（住民基本台帳） 8月2日（月）

固定資産税・都市計画税　　 2期
国民健康保険税（普通徴収） 1期
介護保険料（普通徴収） 　　1期
後期高齢者保険医療　　  　 1期
（普通徴収）

●下野市ホームページ●　http://www.city.shimotsuke.lg.jp
　　　　　  ●E-mail●　info@city.shimotsuke.lg.jp 

●携帯サイト
 QRコード
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問い合わせ先 盆踊り・花火大会実行委員会事務局　生活安全課　☎40－5555

建設中の道の駅の航空写真

国分寺3地区コミュニティ盆踊り・花火大会国分寺3地区コミュニティ盆踊り・花火大会国分寺3地区コミュニティ盆踊り・花火大会国分寺3地区コミュニティ盆踊り・花火大会国分寺3地区コミュニティ盆踊り・花火大会国分寺3地区コミュニティ盆踊り・花火大会第25回

第20回

　　　の風物詩となりました「コミュニティ盆踊り・花火大会」を開催します。
　　  今年も日光和楽踊りに華を添える“よさこいソーラン”踊りを行います。
また、踊りの参加者、音頭をとる方及び打ち上げ花火の協賛者を募集します。

　　　　　　8月7日（土）午後6時30分～　※雨天翌日順延　
　　　　　　（8日も雨天の場合は、花火大会のみ開催）
【開催場所】　国分寺運動公園
【募集案内】　①踊りの団体 ②音頭とり（唄）③メモリアル花火を募集します。
　　　　　　7月16日（金）までに生活安全課へ申し込みください。
※大会当日は、交通規制等があり混雑が予想されますので、車は相乗りで
　お願いします。

【開催日時】　7月17日（土）※雨天決行
　　　　　　午後2時30分～8時30分
【開催場所】　祇園原公園
　　　　　　（自治医大駅東口から東へ徒歩8分）
　　　　　　※駐車場に限りがありますので、　
　　　　　　会場へは徒歩か自転車にてお越し
　　　　　　ください。
　　　　　　※ゴミの持ち帰りを奨励しています。
　　　　　　皆様のご協力をお願いします。
【内　　容】　各自治会・事業者模擬店、ステー
　　　　　　ジ発表（お囃子、バンド演奏、和
　　　　　　太鼓他）、会場ミニ花火など
【主　　催】　エコライフまつり実行委員会

ゆうゆう館「天平乃湯」　営業時間変更のご案内
　盆踊り・花火大会の開催により、ゆうゆう館「天平乃湯」及び
「レストランてんぴょう」の営業時間を次のとおり変更しますので、
ご協力をお願いします。
●8月7日（土）　営業時間　午前10時～午後5時【予備日8日（日）】

夏

イベント

エコライフまつり

問い合わせ先 グリーンタウンコミュニティセンター
☎44-6301

の

　夏の風物詩となりました「いしばし納涼踊り花
火大会」を開催します。花火も多数打ち上げま
すので、皆様お誘い合わせの上ご来場ください。
【開催日時】　8月7日（土）午後6時30分～9時
　　　　　　　（雨天の場合、8日まで順延します）

【開催場所】　きらら館前特設会場（下古山1220）
【募集案内】　踊りの参加者を募集しています。　
　　　　　　市内在住または在勤・在学の個人・
　　　　　　団体の方は、奮ってご参加ください。
　　　　　　※参加賞、踊り団体・個人賞あり
　　　　　　※当日は駐車場の混雑が予想され
　　　　　　ますので、車は相乗りでご来場く
　　　　　　ださい。

　いしばし納涼踊り・花火大会

問い合わせ先 納涼踊り花火大会実行委員会事務局
石橋商工会　☎53-0463

市民参加のふるさとづくり

【開催日時】【開催日時】【開催日時】

お詫びと訂正　①6月号15ページ「女性相談（DV）ホットラインが開設されます」欄、相談受付時間が　誤）午前9時～午後5時　正）
午前9時～正午、午後1時～5時　となります。②6月号21ページ「青少年育成支援者養成講座」欄、第3回講師名が　誤）リリオー
ザ　正）ビリオーザ　となります。③6月15日付けで回覧いたしました「おとなの課外授業」のチラシの内容につきまして、第8回の開
催日が漏れていました。開催日は平成23年3月12日（土）となります。訂正しお詫び申しあげます。
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